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序　　　文

玄界灘に面した福岡市は、豊かな自然環境と歴史的な遺産に恵まれています。福岡市の大部

分を形成する福岡平野は、古くから大陸との交流の中で栄えていますが、この中でも特に博多

湾の西部に面した早良平野は、弥生時代の早良王墓や古墳時代の前方後円墳、奈良時代の郡街

など貴重な遺跡の発見が相次いでいる地域です。しかし、近年は市街地化の拡大と共に都市基

盤の整備が進められ、これに伴い埋蔵文化財の発掘調査も増加している地域でもあります。

福岡市教育委員会では、この地域における各種の開発事業に伴い、失われていく埋蔵文化財

の保存と保護措置に努めているところです。

福岡市教育委員会では、平成3年度より一般国道202号外環状道路の予定地の埋蔵文化財の

試掘調査、及び発掘調査を進めており、平成3年度からは、Ⅳ工区の賀茂遺跡の古墳時代井堰

跡等の発掘調査を行っています。

外環状道路のⅢ．Ⅳ区は、福岡市交通局が計画している地下鉄3号線建設区域と重なってお

り、計画の進捗に合わせて平成9年度にはⅡ工区の城南区梅林地区の発掘調査を実施しました。

本書は、平成9年度に実施した梅林遺跡第1次調査の成果について報告するものです。この

発掘調査では、古墳時代の豪族の居館を構成する掘立柱建物、平安時代～江戸時代の水田等を

発見しました。これらの遺構は、早良平野の歴史的経過を解明する重要な手がかりになるもの

と考えられます。

本書が市民の埋蔵文化財へのご理解と認識を深める一助となり、また研究資料としてご活用

頂ければ幸いに存じます。

平成12年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　西　　憲一郎



（1）　本書は、一般国道202号線福岡市外環状道路（以下外環状道路と称す）、及び福岡市営地下鉄

3号線（以下地下鉄3号線と称す）建設予定地において、福岡市教育委員会が、建設省九州地

方建設局福岡国道工事事務所、及び福岡市交通局の委託を受けて平成9年度に実施した発掘調

査報告書である。

（2）　本書には、外環状道路Ⅱ工区において実施した城南区梅林所在の梅林遺跡第1次調査につい

て収録するものである。

′（3）　発掘調査は、福岡市教育委員会埋蔵文化財課所属の井澤洋一が担当した。

（4）　本書に掲載した遺構平面の原図（縮尺1／20）の実測については、「株式会社埋蔵文化財サ

ポートシステム」に委託した。その他の遺構、及び断面図・土層実測図等の作成等は、井澤、

吉田扶希子、上野道郎が行った。合成図等の作成は、楢崎直子が行った°

（5）　本書に掲載した遺物実測は、土器を田中昭子・廣寄香が行った。

（6）　遺構・遺物の製図は、廣嵜・藤崎真歩が行い、一部を田中．服部由美・楢崎が行った。石器

の製図は、井澤が担当した。

（7）　遺構の写真撮影は、井澤が担当し、遺物の撮影については、井澤が行い、一部を「有限会社

フォトスタジオ岡」に委託した。

（8）　各種の自然科学分析については、「株式会社パリノ・サーヴェイ」に委託した。

（9）　本書作成にあたっては、中村信治・石島基也・木田彩の協力を得た。

（10）　遺構番号は発掘調査中において検出した順に通し番号をふり、整理報告の段階において遺構

略号を遺構番号の頭に付けた。遺構略号として用いたのは、SB（掘立柱建物）、SC（竪穴住

居）、SD（溝）、SK（土壙）、SR（土墳墓）、SX（祭祀遺構・暗渠）、SP（小穴）である。

（11）　本書に用いた遺物番号は、挿図・図版の遺物番号に一致させている。

（12）　本書に用いた方位は、磁北である。

（13）　本報告にかかわる図面・写真・遺物などの一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収

蔵．保管する予定であるo

（14）　本書の執筆・編集は、井澤が行った。
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第1章　はじめに

1・調査に至る経過

福岡市教育委員会では、平成3年度より福岡市域内の一般国道202号線福岡市外環状道路予定地内

の埋蔵文化財の試掘調査、及び発掘調査を進めているが、福岡市西部地区においては、平成7年度の

ユニバーシアード大会迄に野芥～福重間の第Ⅳ工区を開通させるため工事着手されることになった。

このため平成4年度からⅣ工区早良区賀茂地区に所在する免遺跡第2次調査を始めとして10箇所の

遺跡の発掘調査に着手し、今日まで別紙の報告書が示す様に多大な成果をあげている。

その間、福岡市交通局は福岡市の中央区、及び西部地区の交通事情の解消の為に地下鉄3号線建設

を築港より西区橋本迄延長させることを決定した。この路線計画では城南区の福岡大学校区より橋本

迄の路線が、福岡外環状道路予定地と重複しており、遺跡調査が終了していない外環状道路Ⅲ工区の

試掘調査が急務となった。試掘調査は、平成8年度より開始したが、未買収地域が点在し、且っ構造

物や樹木が撤去されていないなどから一部は現在まで完了していない状況にあるものの、遺跡を確認

した地域については発掘調査を併行して行うこととなった。

当該地は、外環状道路第Ⅲ工区の東端部に位置し、福岡市交通局事業の地下鉄第3号線建設予定地

域でもある。又、蛇足ではあるが当該地には駅舎建設が予定されている。

発掘調査は、福岡国土工事事務所、及び福岡市交通局と福岡市教育委員会の受託契約によって実施

することとなった。しかし、発掘調査を平成9年度の当初から実施すべく準備に入ったが、三者の契

約要件の違いや現地の除草等の処理に手間取り、調査が開始できたのは9月に至ったため年度末まで

調査を行う結果となり、精算事務に多大な影響を及ぼしたことは否めない。

今回の発掘調査対象地が道路建設予定地の範囲に限られているので、梅林遺跡全体の範囲を対象と

したものではないが、試掘調査や遺構の分布の状況から、この梅林遺跡が道路建設予定地の南北、東

西にも広がることが推測できる。

2・発掘調査の組織

（1）平成9年度の発掘調査組織

調査委託者　建設省九州地方建設局福岡国道工事事務所

福岡市交通局

調　査　主　体

調　査　担　当

調　査　責　任

発　掘　担　当

庶　務　担　当

調　　査　　員

調査協力者

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課

文化財部埋蔵文化財課長　荒牧輝勝

埋蔵文化財課主任文化財主事　井澤洋一

埋蔵文化財課第一係　木原順二

吉田扶希子

上野道郎、大塩酷、甲斐正耕、坂口雄彦、三宅善彦、吉鹿裕隆、青柳美智子、

井釜庸子、大穂朝子、大穂栄子、大庭貞子、尾園佳枝、折口怜子、金子由利子、
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坂口和子、坂本バツ子、庄野崎ヒデ子、永井鈴子、永井ゆり子、永末京子、

西口キミ子、長谷川律子、土生喜代子、広瀬梓、堀タケ子、俣野志津代、

箱田香代子

（2）平成10年度の資料整理組織

整理報告委託者　建設省九州地方建設局福岡国道工事事務所

福岡市交通局

整理報告主体者

整理報告責任者

整理報告担当

庶　務　担　当

調　　査　　員

資　料　整　理

福岡市教育委員会

文化財部埋蔵文化財課長　柳田純孝

埋蔵文化財課主任文化財主事　井澤洋一

文化財整備課　宮川英彦

廣嵜香、田中昭子、吉田扶希子

高岡ゆき、広島久美子、江口しづの、牧山嘉子、斉藤恭子、添田陽子、本谷由美子

尚、平成11年度の報告書印刷に関しては、校正、訂正作業などに以下の方々の手を煩わせた。

西口キミ子、箱田加代子、田仲由利恵、木田彩、西岡朋子、川津美江、藤崎真歩、楢崎直子、

服部由美、西原環、高井良知子、伊藤貴子、西原雅美、石島基也、中村信治

遺 跡 調 査 番 号 9742 遺　 跡　 略　 号 U B Y 一1

地　　　　　 番 梅林 2 丁 目456一1 分 布 地 図 記 号 七隈74

開　 発　 面　 積 2 ．150㎡ 調査対象面積 2 ．150㎡ 調 査 面 積 2 ．150㎡

調　 査　 期．間 平成 9 年 8 月 1 日～平成 10年 3 月20 日
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1・梅林遺跡　2・干隈古墳D群　3．梅林古墳　4．梅林八幡宮古墳　5．五ヶ村池古墳　6．干隈B古墳群
7．飯倉遺跡　8．別府遺跡　　　9．西新町遺跡　10．藤崎遺跡　　11．飯倉原遺跡　12．七隈古墳群

Fig．1周辺の遺跡（縮尺1／25・000）
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Fig．2　梅林遺跡の周辺遺跡と外環状道路位置図（縮尺1／8，000）
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第2章　調査経過

1・立地

早良平野を南北に貫流する室見川は、脊振山を源流として山麓の内野・脇山地区に広大な段丘を形

成し、更に、全長約15・5kmの流域には肥沃な沖積地を形成している。この室見川の右岸には脊振山系

から吃立したかのような標高約600mを測る袖山が存在する。古代・中世においては、脊振山系に密

教が隆盛を極め、この袖山の西麓に存在した正覚寺は、対外交易にも関わりを持ち、脊振山系密教の

中心であった東門寺との間に争論を繰り返す程の勢いをもった寺であった。

この袖山からは、更に博多湾に向かって幾っもの舌状丘陵が派生している。この丘陵には数多くの

遺跡が存在するが、特に干隈から飯倉に至る全長約2．5kmを測る丘陵上には、銅剣が出土した飯倉遺

跡や、銅鏡の鋳型が出土した飯倉D遺跡、更に南側には前方後円墳の干隈古墳が存在する。福岡大

学病院が立地する標高30～40mの丘陵には、かって七隈古墳群が分布していたが、現在その数は減じ

ている。この丘陵は、更に東や西方向に枝状舌状台地を分岐しており、この先端部には集落遺跡が散

在している。

当該地は、この西北方向に小さく突き出した丘陵先端の低地上に位置する。かっての地目は水田で

ある。

当該地の地形は、丘陵尾根から西北方向に延びた台地であるが、既に削平を受けているため比高落

差約10mを測り、現状の遺構面の標高は約22mを測る。調査地点の東側は、狭く浅い谷（弓池）があ

り、西側に七隈川が北流しているので、遺跡周辺の丘陵地形は、最大幅が80～100m程の狭小な緩傾

斜地と考えられる。丘陵先端は、調査地点より北方向に約50mで七隈川に接しているので、これらか

ら遺跡の範囲は、ほぼ80m四方と考えられる。

周辺の遺跡については、従来、梅林地域に於いては主に七隈古墳群を中心とした後期古墳群の分布

地域として知られており、集落遺跡の状況については余りわかってはいない地域であった。近年、住

宅開発に伴い、その実態が明らかになりつつある。平成元年～3年に梅林三丁目地域においては、公

園建設に伴い、弥生時代～古墳時代の集落遺跡である飯倉F遺跡が調査された。又、飯倉C遺跡で

は、古代氷室跡なども発見されている。

今回の発掘調査と直接的に関わる遺跡としては、当該地から西方向の約600mには、5世紀後半か

ら6世紀中頃までの前方後円墳（全長約30m）が、南方向の約700mには5世紀代の古墳を中心とす

るクエゾノ遺跡が存在している。

2．調査の概要

当該地は前述のとおり、突起状の台地を大幅に削平して水田化されている。遺構面の標高は約22m

を測るが、調査区南東部の遺構面上には、黒褐色粘質土の包含層が、ところどころ遺存しており、こ

の中より古墳時代～平安時代までの土師器や須恵器を含んでいたことから、当該地の掘削、整地事業

が平安時代以前に遡ることが考えられる。又、調査区の西側大半は、平安時代以降の水田開墾によっ

て50～60mの深さに削平されている。調査区の東南側の遺構は、花崗岩のバイラン土（地山）である

が、西側、及び北側は遺構面を残す土が、黄褐色粘質土で形成されており、この中には縄文土器や須
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袖山、梅林地域の航空写真
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恵器を含んでいる。トレンチ調査の結果、西側は沖積化による台地形成であることや、北側の遺構面

は50～60mの盛土・整地が行われていることが判明した。この整地層の中から縄文時代の石器などが

出土した。

3・調査の方法

調査対象地の現況は、東側に弓池、西側に南北方向の県道に挟まれた4区画された水田地帯であっ

た。水田面の標高は、東南部で22．9m、北西部では、21・8mを測り段々畑となっている。現道路面と

の比高差は最大1．1mを測る。

又、対象地内の西側寄りに農業用水路（三面側溝）が、南北方向に蛇行して設けられており、この

水路の変更が、道路工事まで不可能な状況から、発掘調査は調査区西側の水路を境にして、東側をⅠ

区とし、西側をⅡ区として、2回に分けて調査を行った。

表土、残土処理については、当初は試掘調査の結果により、場内における反転処理が可能と考えて

いたが、Ⅰ区の調査において掘立柱建物群を発見し、これらを総合的に把握する必要があることや、

北東側、北側において遺構面までの深さが思いの外有り、残土量が増したことなどからⅠ区の調査の

後半において地区外の他の場所へ搬出処理（委託）した。Ⅱ区の調査に於いては、表土、残土の処理

は既に終了していたⅠ区において行った。
11

測量基準点は・公共座標を用い調査区内にメッシュ杭を設置した。メッシュ杭は、図面割付け璽都

合上、南北10m、東西6mの方眼を組んだ。

座標はFig．4に示した通りである。
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Fig．3　梅林遺跡第1～5次調査位置図（縮尺1／2，000）
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第3章Ⅰ区の調査

1・地形と土層
既述した様に、当該地では、標高約30mを測る丘陵尾根より西北方向へ小さく突き出した舌状台地

上にある。この舌状台地の元来の標高は不明であるが、尾根との比高差が約8mを測ることから、大

幅な地山削平による造成が行われたことが想像できる。削平は古墳時代に行われた可能性が大きいが、

池の開発をも含めて行われたか否かについては不明である。

又、調査前の地目は水田であるが、当該地は水掛かりの関係から北西方向に向かって段々畑を形成

しており、これにより当然遺構面の削平も受けている。よって、南東側隅に唯一存在する溝SD03の

遺存状態は悪い。

第1段と第2段目の比高差は約50mを測り、又、遺構面全体の削平が何時行われたかは不明だが、

平安時代の溝SD12の掘削や、弓池の植堤構築が影響したことは明らかであろう。南側の二段目の水

田耕作土の下には、黒色粘質土の薄い包含層が堆積しており、この層より、古墳時代から鎌倉時代ま

での遺物が出土している。水田開発の時期を物語っているのかもしれない。
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Fig・4　梅林遺跡第1次調査地形図（1／800）
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Fig．6　東壁土層実測図（縮尺1／80）

調査区の西側は先述のとおり、現代水路の西側は

水田開発のため地下げされている。又、東側は、北

東側においては、調査区東側に谷が存在するため旧

地形を示す緩傾斜地形になっており台地縁辺に設け

られた水路が存在する。

調査区南東側の遺構面には、削平によって地山の

花崗岩バイラン土が表出しているが、北西部と北側

の遺構面は黄褐色粘質土の盛土・整地が行われてい

る。この整地層の中から縄文時代の土器や石器など

が出土した。土層の状況を見てみると、既述のとお

り、全体に削平を受けており、現状の遺構面の遺存

状況は良好ではない。

南東側の最上段では、耕作土の直ぐ下に地山面が

表出しており、最上段西側の第2段上では黒色粘質

土の包含層がわずかに残っていた状況にある。

3段目より以北の面は、黄褐色粘質土の整地層が

残っているが、これは地形的に台地が北西方向に傾

斜しているためで、客土整地の土層が、北側より厚

く行われたことを示している。北面の土層（Fig・

3）を観察すると、現代の耕作土の下には5層の耕

作土が存在する。この層の内、第20・30層は、やは

り水田耕作土と考えられる。遺構は第5層の暗黄褐

色粘質土より掘り込まれている。

東側土層（Fig．6）は、溝SD11の土層と重なっ

ているため下層の状況が不明な点が有るが、緩傾斜

した地形上に黒灰色、又は、灰黒色の粘性の強い土

が堆積していた。この層は、上面からPitが掘り込

まれていることから遺構と判断した。黄褐色粘質土

又は、砂質土の層からはサヌカイトの石器や、安山

岩の石斧が出土したため調査区の中央部にトレンチ

を設定し、遺構面下の土層堆積状況を調べた。その

結果、約1．5m下に青灰色粘土が表出するが、その

上層ではバイラン土、褐色粘質土、粗砂層が互層を

成しており、これらの層は自然堆積と考えられるo

この台地が沖積堆積によって形成され、その後、七

隈川の開折によって段丘状の地形と成ったことが判

明した。遺構が存在する整地層としては、これらの

土層に位置する第23層の黄褐色粘質土が考えられる。
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2．遺構・遺物説明

（1）竪穴住居跡（SC）

竪穴住居跡は2軒検出したが、いずれも掘立柱建物と切り合っている。住居跡SC02は、掘立柱建

物SB08と切り合い関係にあるため、遺存状態が悪く、規模・時期共に不明である。

SCOl（Fig．9－1－10）調査区の北西に位置する。掘立柱建物SB13を切っている。平面形は隅丸長

方形である。現存長2．84m、幅3．0m、壁の残存高13cmを測る。上面は削平を受けており、カマドの

遺存状態は悪い。カマドは、北西壁の中央に造り付け、煙道を室外に掘削している。カマドと煙道の

全長は22cm、カマドの長さは13cm、幅は51cm、煙道幅は20cmを測る。

カマドは、黄褐色粘質土と黒色土を混ぜた土で作られている。カマド内には土器片が散乱していた

が支脚として用いられたものはなく、掛口に据えられていた甕であった。炉床は、赤く焼け、固く締

まっている。又、煙道の壁も焼けていた。

主柱は、Pl～P4の4本と考えられるが、P2については、深さが足らず、主柱となるのかは明確

ではない。Pl～P4の柱穴は、長径が約40cm、短径は20cm、深さは約50cmを測る。住居跡の周壁の

内側に沿って幅約17cm、深さ約5cmの周靖が設けられているが、内底には径12cmの柱痕が存在する。

又、住居跡南東壁中央に接して、土壌が設けられている。平面形は隅丸長方形を呈し、断面形は、

逆梯形状である。覆土は、茶灰色粘質土を主体としている。長さ87cm、幅47皿、深さ20皿を測る。

住居跡のカマドの中から土師器の甕、高坏、小型鉢などが出土し、床面からは鉄製鏃、鉄澤などが

Ⅰ区全景
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Fig．7　第1次調査遺構配置図（縮尺1／250）
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20m
・・　　　　！

Fig．8　竪穴住居跡配置図（縮尺1／500）

2m

L＝21．31m

0

出13．1Z＝「

土層名称

1．灰黄色砂質土

2．黒灰色粘質土と茶褐色粘質土の互層

3・茶褐色粘質土（細砂を含む）に黒灰色粘土ブロック混入

4．灰色粘質土に茶褐色粘質土、暗灰色粘土混入

5・茶褐色粘質土

1　　　　　　・　　　　　．－．－」（1／60）

Fig．9　竪穴住居跡SCOl、及びカマド・土壙実測図（縮尺1／60・1／30）
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竪穴住居跡SC01（北から）

竪穴住居跡SCOlカマドの状態（南から）
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l1－3
0　　　　2cm

1－　　－　…．．一一1（1／2）

＼∴、、．一∴・．・
，㌦一一∴，

0　　　1cm
上　　一　一．づ（1／ノ1）

Fig－10　竪穴住居跡SCOl出土遺物実測図（縮尺1／3・1／2．1／1）
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10

・．．・．．．つ　，∴…ゝ．＿l…．土工

竪穴住居跡SCOl出土遺物

7

※数字は実測図番号に一致する。

出土した。

（2）竪穴住居跡出土遺物

SCOl出土遺物（Fig．10－1～10）1～4、9．10は覆土中より出土。7・8は床面、5・6はカマ

ド内より出土した。1～6は土師器で、1は鉢、2・5・6は甕、3・4は高坏、7・8は鉄製品、

9・10は石製品である。

1の鉢は、口径10．8cm、器高6・20mを測る。内面は6本単位のパケ目調整のあとナデ調整が施され

ている。胎土2は微砂粒を含み、焼成良好である。茶褐色を呈する。

2の甕は上半部を欠損している。現存高7・0mを測る。外面は単位10本のタタキを施し、下半部を

残してヨコ方向のハケ目調整で、タタキを消している。内面はヨコ方向のナデ調整を施す。鹿部内面

には、成形時の指頭圧痕が残っている。胎土は砂粒を含みやや粗く、焼成はややあまい。茶褐色を呈

する。5は、鹿部を欠いているが、元来カマドに据えたものであろう。口径9．0cm、現存高19．2cmを

測る。鹿部は、欠損している。外面は8本単位のタテ方向のハケ目調整が施されている。口縁部内面

－18－



はヨコパケ調整、胴部内面は、タテ方向のケズリ調整を行う。胎土は2～3mmの砂粒を多く含み粗い。

焼成良好である。外面は淡茶褐色、内面は茶褐色を呈する。6は甕の、肩部の破片である。外面にタ

テ方向の粗いパケ目調整、内面はタテ方向のヘラケズリ調整が施される。胎土は砂粒を含み、やや粗

い。焼成良好である。暗茶灰色を呈する。

3・4の高坏は、坏部のみを残し、脚部を欠いている。鹿部と体部の境に明瞭な段をなす。鹿部外

面は、回転を与えたヨコパケを施す。3は、口径13・6cmを測る。胎土は精微で、焼成良好である。淡

茶褐色を呈する。4は、口径16．0cm、現存高4．2cmを測る。胎土は精微で、焼成良好である。茶灰色

を呈する。

7・8は鉄製品である。7は、刀子である。刃部先端をわずかに欠損しているが、非常に細身の作

りである。現存長11．1cm、基部の長さ4・3cm、刃部最大幅0．4cm～0・9cm、厚さ0．2～0・3cmを測る0　8

は、幅1．2cmの鉄板を折り曲げて玉を作り、先端をハの字に開かせている。ピンセット状で、用途は

毛抜き状の製品であろう。現存長2・0m、幅1．3cm、厚さ0．2cmを測る。

9．10は、打製石鏃である。9は黒曜石製で、床面から出土している。先端と片方のかえし部分を

欠損している。片面は大きな剥離面を残している。刃部調整は丁寧である。現存長2・4cm、幅1・6cm、

厚さ0．2cmを測る。腰岳産と考えられる。10は、サヌカイト製である。覆土から出土している。片方

のかえしを欠く。刃部の調整は丁寧である。現存長1．5cm、幅0・7cm、厚さ0．4cmを測る。

（3）土壙（SK）

平面形状は、不整円形や不整方形、或いは不定形を呈し、底面、断面形に規則性をもたないものを

土壙として一括した。用途は不明である。全部で5基検出した。

SK01～04は、平面形状が不整円形又は、不整円形状を呈しており、調査区の東側1ヶ所に集中し

て存在する。

20m
－－－－－－－－工

Fig．11土壙配置図（縮尺1／500）
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SK01土層名称

1．茶褐色粘質土

2・灰茶色粘質土

SK02土層名称

1．茶褐色粘質土
2．灰茶色砂質土
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SK03土層名称

1．茶褐色粘質土

2．灰茶色粘質土

SK04土層名称

1．茶褐色粘質土

2．灰茶色砂質土

Fig．12　土壌SKOl～04・08・09実測図（縮尺1／40）

SK01（Fig．12）調査区の東側に位置する。平面形は不整の隅丸方形で、いずれも調査区東側にて一

群を形成している。断面形は、逆梯形状を呈する。主軸の長さ約72cm、幅約65cm、最大の深さ約24cm

を測る。

覆土は、第1層が茶褐色粘質土、第2層は灰茶色粘質土である。遺物は出土していない。

SKO2（Fig．12）調査区の東側に位置する。平面形は不整楕円形で、断面形は逆梯形状を呈する。長
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土壙SKOl（北から）

土壙SK03（北から）

土壙SK02（北から）

土壙SKO4（北から）

軸の長さは約560m、幅は約50cm、深さは約13cmを測る。

覆土は、第1層が茶褐色粘質土、第2層は灰茶色砂質土である。遺物は、出土していない。

SK03（Fig．12）調査区の東側に位置する。平面形は、隅丸万形状又は、不整円形状を呈し、断面形

は摺鉢形を呈する。主軸の長さは約76cm、幅は約73cm、深さは約29cmを測る。

覆土は、茶褐色粘質土である。遺物は、出土していない。

SK04（Fig．12）調査区の東側に位置する。平面形は不整円形状を、断面形は浅い皿状を呈する。主

軸の長さは約65cm、幅は約61cm、深さは約21cmを測る。

覆土は、第1層が茶褐色粘質土、第2層は灰茶色粘質土である。遺物は、出土していない。

SK08（Fig．12）調査区の北西側に位置し、トレンチによって、西側を削除されている。平面形は不

－21－



0　　　　　　　　　　　　　　　　　20m

Fig・13　土墳墓・焼土壙．祭祀土壙配置図（癖尺1／500）

整方形状を、断面形は逆梯形を呈する。南北方向の現存長は約130cm、東西方向の現存長は約273cm、

現存の深さは約9omを測る。

覆土は、茶褐色粘質土であった。遺物は、覆土中より土師器の甕、鉢片が出土している。

SK09（Fig．12）調査区の中央部に位置する。試掘トレンチによって切られており、遺存状態は悪い。

平面形は不整長楕円形を呈し、形状に規則性が無い。断面形はレンズ形を呈する。底面の状態は一定

せず起伏がある。長軸の長さは約223cm、幅は約71om、最大の深さは約20cmを測る。

覆土は、黒色粘質土を主体としている。遺物は出土していない。

（4）土墳墓（SR），焼土壌・祭祀土壙（SX）

炉跡、祭祀遺構の他、墓と考えられる土壌10基を検出している。

土墳墓と考えられるSROl～SRlOは、平面形状が近似し、覆土が同じであることから同一時期のも

l‐――＿言
SR01土層名称

1・灰色粘質土に黄褐色粘質土のブロック混入
2．黄褐色粘質土ブロックと灰色粘質土の混合土

闇
L＝2151m

：±≡ll三≦≡

SR02土層名称
1．褐色粘質土ブロックと灰色粘質土の混合土
2．灰白色砂質土ブロックと褐色粘質土の混合土
3．灰白色砂質土と灰黒色粘質土の混合土

Fig．14　土墳墓SROl・02実測図（縮尺1／40）
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SRO7土層名称　　　　　　　　　　　　　　SRl0土層名称

1．褐色粘質土に黒色粘質土を少し含む　　1．暗灰黄色粘質土

2．褐色粘質土と黒色粘質土の混合土　　　　2・暗黄灰色粘質土に黒色土混入

3．黒色粘質土に褐色粘質土ブロック混入　　3．2より黄色土多い

4・褐色粘質土と黒色粘質土の混合土　　　　4．灰黄色粘質土（砂多い）

5．灰黄色砂質土に黄色粘質土、

黒色粘質土混入

6．5より黒色土が多い

7．灰色砂質土に黄色粘質土ブロック混入

SR09土層名称

1．暗茶褐色粘質土と灰色粘質土、黄色粘質土ブロックの混合土

2．黄褐色粘質土に暗茶褐色粘質土、灰色粘質土を含む

3・黄褐色粘質土に暗茶褐色粘質土ブロック混入

4．黄褐色粘質土、暗茶褐色粘質土ブロック少し混入

5．3と同じ

Fig．15　土墳墓SRO3～10実測図（縮尺1／40）
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土壙墓SRO1（北から）

土墳墓SROl土層状態（東から）

のと考えられる。SROlは、掘立柱建物SBlOを切っており、SR04は掘立柱建物SB13より後出するも

のである。

SROl（Fig．14）調査区の西側に位置し、掘立柱建物SB10を切る。主軸は東西方向で、平面形は不

整の隅丸長方形、横断面形は摺鉢状を呈する。長軸の長さ約132cm、幅約56cm、深さ約28cmを測る。

覆土は、黄褐色土を主体としている。遺物は出土していない。

SRO2（Fig・14）調査区の西北側に位置する。主軸は東西方向である。平面形は、隅丸方形を呈し、

底面は2段掘りになっている。長軸の長さ約100cm、幅は約78cm、深さは、一段目が23cm、二段目の

底面までは約66cmを測る。
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覆土は、第1層が褐色粘質土ブロックと灰色粘質土の混合土、第2層が灰色砂質土ブロックと褐色

粘質土の混合土である。遺物は出土していない。

SR03（Fig・15）調査区の中央部に位置する。主軸は東西方向である。平面形は長楕円形を呈し、断

面形は舟底状である。長軸の長さは約140cm、幅は約65cm、深さは約30．5cmを測る。土壙中央には、

土師器の甑を、縦に半裁したものを被せた状態で出土した。土墳墓の可能性がある。

遺物は、覆土中より土師器の甑が出土している。

SR04（Fig．15）調査区の西側に位置する。主軸は東西方向である。掘立柱建物SB13に切られる。

平面形は、隅丸長方形を、断面形は逆梯形状を呈する。長軸の長さ約110cm、幅は約52cm、深さは約

14cmを測る。

覆土は、褐色粘質土ブロックと灰色粘質土の混合土である。遺物は、覆土中より土師器片、須恵器

片が出土している。

SRO5（Fig．15）調査区の西側に位置する。主軸は東西方向である。平面形は隅丸長方形、断面形は、

逆梯形を呈するが、底面は舟底状である。長軸の長さは140cm、幅は63cm、深さは26．5cmを測る。

覆土は、褐色粘質土ブロックが混じった灰色粘質土を主体としている。遺物は、覆土中より須恵器

片が出土している。

SRO6（Fig．15）調査区の中央部に位置する。主軸方向は東西方向である。平面形は不整の長楕円形

状を呈し、東側が広く、丸味をもっている。断面形は舟底状を呈する。長軸の長さは110cm、幅は52

0m、深さは23．5cmを測る。

覆土は、褐色粘質土ブロックが混入した灰色粘質土を主体としている。遺物は出土していない。

SRO7（Fig．15）調査区の西側に位置する。主軸は大略東西方向である。平面形は隅丸長方形で、東

側小口部が広くなっている。断面形は逆梯形を呈する。長軸の長さは約135cm、幅は約93cm、深さは

約46cmを測る。

覆土は、褐色粘質土を主体としている。遺物は出土していない。

SRO9（Fig・15）調査区の中央部に位置する。主軸は東西方向である。平面形は隅丸長方形を呈し、

東側小口部が広くなっている。断面形は逆梯形を呈する。長軸の長さは約115cm、幅は約95cm、深さ

は18cmを測る。

覆土は、黒色粘質土を主体としている。遺物は、土師器、青磁碗、白磁碗が出土している。

SRlO（Fig．15）調査区の北側に位置する。大略南北方向の土壌であるが、この土壙のみ主軸方向が

違う。平面形は隅丸長方形で、断面形は逆梯形を呈する。長軸の長さは約121cm、最大幅は約63cm、

深さは約38cmを測る。

覆土の上層は暗灰黄色粘質土である。遺物は、覆土中より土師器が出土している。

SXll（Fig．16）調査区の北側に位置し、掘立柱建物SB20と切り合い関係にある。平面形は隅丸方
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土墳墓SRO2（北から）

土墳墓SRO3（北から）
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土墳墓SRO4（北から）

土墳墓SRO5（北から）
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土墳墓SRO6（北から）

土墳墓SRO7（北から）

SRO7土層状態（東から）
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Fig．16　焼土壙SXll、祭祀土壙SX12実測図（縮尺1／20・1／10）

形状を呈し、断面形はレンズ状である。長軸の長さは約45cm、幅は約41cm、深さは約2．5cmを測る。

周壁は焼けており、土壙内部には焼土塊、炭化物、灰が充填されていた。又、床全体に焼土と炭化物

が存在する。

遺物は、土師器の甕片が出土している。

SX12（Fig．16）調査区の北東側の溝SDllの西側に沿って存在する。柱穴状の小型のPitと切り

合っており、遺構全体も同様な規模である。溝SDllの水神鎮めとも考えられる。平面形は不整円形、
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SRO3

SX12

0　　　　　　　　　　10cm

1．　　　・．　　　　1（1／4）

SR03．SX12出土遺物

Fig．17　土墳墓SRO3、祭祀土壌SX12出土遺物実測図（縮尺1／4・1／3）

12

断面形は2段になっており、底面は深い。主軸の長さは約132cm、幅は約76cm、深さは約42cmを測る。

土壙の上位には、横倒しに埋納された土師器の壷が存在した。

覆土の上層は茶褐色粘質土であった。遺物は、土師器の丸底壷が1個出土している。

（5）土墳墓・祭祀土壌出土遺物

SRO3出土遺物（Fig．18－11）11は土師器の甑である。現存の大きさは、甑を縦半分にした形状であ

る。鹿部は無い。口径27．0cm、器高35・4cm、底径10・7cmを測る。擬似格子目叩きが施されている。休

部下位は指頭圧痕による調整である。内面はナデ調整である。

把手は片方の1ヶ所のみ遺存している。胴部上位に上向きに長さ3．5cm、幅0．6cmのヨコ方向の切り

込みを有する。胎土は微砂粒を含み、焼成良好である。褐灰色を呈する。
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SX12出土遺物（Fig・17－12）12は、土師器の丸底壷である。口縁部は直言気味に立ち上がる。胴部

は球形状で、鹿部は平底状の丸味をもっ。外面肩部にはタテ方向のハケ目調整、内面はへラ削り調整

である。口径は12．4cm、器高は15．2cmを測る。胎土は砂粒を多く含み、焼成良好である。外面は、赤

みを帯びた暗い茶色、内面は淡茶褐色を呈する。

（6）掘立柱建物（SB）

全部で24棟を検出したが、その内訳は、倉庫跡と考えられる総柱建物が11棟、側柱建物で居宅建物

と考えられる建物が13棟である。掘立柱建物SBlO・13は、土墳墓SROl・04と切り合い関係にある。

Fig．18　掘立柱建物配置図（縮尺1／300）
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これらの建物は、主軸方向の違いや切り合い関係から、2～3の時期に分けられるものと考えられる。

倉庫跡は1間×2問、2問×2間、2間×3問の3種類の規格がある。2問×2問の建物は、全て

総柱建物であるが、2問×3問の建物は建物の中心になる位置に束柱を1本設ける構造になっている。

柱穴の平面形は、平面形が不整円形、楕円形、不整隅丸万形状を呈する。柱穴の規模は、最大で直

径約80cmを測る。柱根径は約20cmを測る。倉庫と考えられる掘立柱建物の床面積は、約6～18㎡の範

囲である。

側柱だけの建物は、主柱の間に間柱を40～50cmの短い間隔で設けているところから、すべてが土壁、

草壁等の壁立ちの建物と考えられる。SB12とSB13には、南側に庇（下屋）がついている。又、SB

14は、内部に2箇所の間仕切りがみられる。これらの建物の床面積は、約20～50㎡である。

SB01（Fig．19）調査区の南東側に位置する。総柱建物の倉庫である。略南北方向の建物で、梁行2

問、桁行2問の規模である。梁間は130cm（約4．3尺）で、桁間は142cm（約4・7尺）を測る。中央の柱

位置が東南の梁に片寄っている。柱穴P7の掘方には、2段掘りがみられる。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴の直径は、54～80cmを、柱根径は、

平均で約22cmを測る。

遺物は、Plより土師器片が出土している。

SBO2（Fig．19）調査区の南東側に位置する。略南北方向の建物で、梁行1問、桁行2間の規模であ

る。梁間は平均で200cm（約6・6尺）で、桁問は平均で205cm（約6・8尺）を測る。倉庫跡と考えられる

が、柱痕でみる限り柱筋が通っていない。柱穴P3．5は、柱穴が二重になっている。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、隅丸方形状を呈している。柱穴直径は60～75cmを、桂根径は、

平均で約26cmを測る。

遺物は、出土していない。

SB03（Fig．19）調査区の南側に位置する。総柱建物の倉庫である。略南北方向の建物で、梁行2間、

桁行2間の規模である。梁間は、平均で150cm（約5・0尺）で、桁問は、平均で153cm（約5．1尺）を測

る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、隅丸方形状を呈している。柱穴直径は62－80cmを、柱根径は、

平均で約22cmを測る。柱穴の内、P7～P9は、柱穴の壁が2段になっていたり、又は2つの穴が切

り合った状態を呈しており、これらは柱を建てる時又は、引き抜く際の掘方と考えられる。

遺物は土師器、須恵器が出土している。

SB04（Fig・19・29）調査区の東側に位置する総柱建物の倉庫である。略南北方向の建物で、梁行1

間、桁行2間の規模である。梁間は192cm（約6．3尺）で、桁間は208cm（約6．9尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径は45～73cmを、桂根径は約17

cmを測る。

遺物は出土していない。

SB05（Fig．20）調査区の南側に位置する。建物の中央に束柱を設けた倉庫と考えられる。略東西方

向の建物で、梁行2問、桁行3間の規模である。梁間平均は、約173om（約5．7尺）で、桁間は平均で
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調査区東南部の

掘立柱建物群

SBOl～SBO5

掘立柱建物SB01（北西から）
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掘立柱建物SBO2（北西から）

掘立柱建物SBO3（北から）
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掘立柱建物SBO4（西から）

掘立柱建物SBO5（北から）

－37　－



調査区西南部の

掘立柱建物群

SBO6～SB12

調査区西南部の掘立柱建物群（南から）
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掘立柱建物SBO6（西から）

掘立柱建物SBO7（南から）
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Fig．21掘立柱建物SB08・09実測図（縮尺1／80）
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掘立柱建物SBO8．17（南から）

掘立柱建物SBO9（南から）
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約143cm（約4．7尺）を測る。建物中央に位置する束柱は、西側の梁側に片寄って設けられている。又、

柱穴Pl・3・5・11の壁には二段掘りの状態が認められた。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、不整方形を呈している。柱穴の直径は60～72cmを、柱根径は

平均で約22cmを測る。

遺物は土師器が出土している。

SBO6（Fig・20）調査区の中央部に位置する。側柱建物である。略南北方向の建物で、梁行2問、桁

行4間の規模である。北側の梁間は平均で143cm（約4・7尺）で、南側の梁間平均は95cm（約3・5尺）

である。桁間は平均で137cm（約4．5尺）を測る。

西側の桁行の一部には、布掘りの痕跡を残しているところから、元来全ての掘立柱に布掘りが施さ

れた大壁作りの建物と考えられる。桁行は、東西方向の両面共に主柱の問に間柱を設けるが、この中

には杭状に打ち込まれたものも見られる。桁行の柱穴P2・19は、南側の隅柱に寄っており、主柱を

補強する役目をもっていたものと考えられる。草壁、もしくは土壁があったと考えられる。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。主柱の柱穴直径は35～42mを、主柱の

桂根径は平均で約11cmを、間柱の柱穴直径は34～37cm、柱痕径は平均で約10cmを測る。間柱の間隔は

Pl～9の間が平均で61m、P12～18の問は47cmである。

遺物は、土師器片が出土している。

SB07（Fig．20）調査区の中央部に位置する。側柱建物である。略南北方向の建物で、梁行2間、桁

行3間の規模である。梁問は211cm（約7・0尺）で、桁間平均は179cm（約5．9尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴の直径は35～50cmを、柱根径は約

11cmを測る。北側梁行の主柱P18の東側には、同規模の柱穴P17が存在する。間柱には、杭を打ち込

んだ状態のものも存在する。又、間柱の間隔は、東側桁行はほぼ等間隔であることに対して、他の3

面は、間柱の本数、間隔に規則制がない。間柱の間隔は、東側で約45cmである。間柱の掘方径は21～

34cm、柱痕径は5～10cmを測る。

遺物は、土師器、須恵器、打製石鏃が出土している。

SB08（Fig．21・30）調査区の南側の境界地に位置し、全体形は不明である。側柱建物と考えられる。

略南北方向の建物で、梁行5間、桁行5間以上の規模と考えられる。梁行の主柱の間隔は一定してお

らず、P33とP34の間隔は非常に狭い。梁行640cm、梁問平均は128cm（約4・2尺）で、桁行は790cm、

桁間平均は179cm（約5．9尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、不整方形を呈している。柱穴直径42～70cmを、柱根径は約20

cmを測る。西側桁行では幅33cmを測る溝状遺構が存在する。布掘り跡の痕跡と考えられ、大壁造りの

建物であろう。又、屋内には梁の内側に間切り状の柱列が存在する。間柱は、梁行、桁行共に設けら

れるが間隔は規則性がない。P2～4の間隔は、平均で56cm、P34～46の間隔は、平均で54cmである。

遺物は土師器が出土している。

SBO9（Fig・21）調査区の西側の境界地に位置するため、全体形は不明である。側柱建物である。略

南北方向の建物で、梁行3間以上、桁行5間の規模と考えられる。桁行は370cm（約12・2尺）で、桁

行の南側に布掘りの痕跡が認められる。桁間平均は250cm、梁行の長さ405cm以上、梁問平均は137cm
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Fig．22　掘立柱建物SB10．11実測図（縮尺1／80）

（約4．5尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径42～70cmを、桂根径は約20cm

を測る。

間柱は、南側梁行と東側桁行に設けられる。主柱の中間に間柱を70～80cm間隔に置いているが・P

8～12間は、杭状の間柱をやや密に立てている。間柱の掘方径は17～43cm、柱痕径は9～12cmを測る。
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掘立柱建物SBlO（北から）

遺物は土師器が出土している。

SBlO（Fig．22）調査区の中央部に位置し、土墳墓SROlに切られる。削平のため一部の柱穴を失っ

ているが、側柱だけの建物である°略南北方向の建物で、主柱から梁行2間、桁行2問の規模の建物

と考えられる。梁行は350cm、梁間平均は175cm（約5．8尺）で、桁行は530cm、桁問平均は265cm（約

8．7尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径30～42cmを、柱根径は約13cm

を測る。桁行の柱穴は、南側は規則性があるが、北側は間隔にバラつきがある。北側梁行の間柱も同

様に南側梁に対して数が少なくないが、これは削平による可能性が大きい。

間柱の掘方直径は20～40cm、柱根径は8～12cmを測る。北東の隅柱はP12と考えられるが、東桁側

のP21も隅柱を構成するものと考えられる。出入口部分は、北側梁行部分が相当すると考えられる。

遺物は土師器、須恵器が出土している。

SBll（Fig．22）調査区の中央部に位置する。掘立柱建物SB12と切り合い関係にある。側柱のみの

建物である。大略東西方向の建物で、梁行2間、桁行4間の規模である。梁行は360皿、梁問平均は

180cm（約5．9尺）で、桁行は590cm、桁問平均は148cm（約4．9尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径38～50cmを、桂根径は約12cm

を測る。間柱は、主柱問に2本づっを基本とするが、Pl～2、P16～17間の間柱は1本で構成され

る。間隔は、平均で約45cmを測る。南側桁行の西側は、柱間が不規則になっており、出入口等が考え

られる。
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遺物は、土師器が出土している。

sB12（Fig・23）調査区の中央部に位置する。掘立柱建物SBllと切り合い関係にある。側柱建物で・

南側に庇状の出張りがある。略南北方向の建物で、梁行2間、桁行4間の規模で・庇状の遺構は1間

×2間である。梁行555cm、梁間平均は278cm（約9・2尺）で、桁行は590cm、桁間平均は186cm（約6．1

尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。間柱は削平のため通存状態が良くない

が、主柱の間に2本ないし3本を設けるようである。この間柱には、杭状に打ち込んだものもみられ

L＝2上61m

4m

」＝21．61m

0

1－－－．－－．．－－－．－．

Fig．23　掘立柱建物SB12実測図（縮尺1／80）
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掘立柱建物SB11（西から）

掘立柱建物SB13（北から）
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Fig．24　掘立柱建物SB13実測図（縮尺1／80）
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る。この建物の庇（下屋）を構成していると考えられる。主柱の柱穴直径35～50cmを、柱根径は約15

cmを測る。間柱の掘方径は、35～45cm、柱根径は約12cmを測る。

遺物は土師器、須恵器が出土している。

SB13（Fig・24）調査区の西側の境界地に位置しているため、全体形は不明である。又、竪穴住居跡

SC01にP9．12・13が切られており、竪穴住居跡に先行する遺構である。側柱建物であるが、南側

に庇状遺構（下屋）が取り付く。略南北方向の建物で、梁行は2間以上で、桁行は4間の規模である。

梁行の現存長はは420cm以上あり、梁問は258cm（約8・5尺）である。桁行は894cmで、桁問平均は178

0m（約5・9尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴掘方の直径は25～60cmを、柱根径

は約10～20mを測る。主柱の問に設けられた間柱の本数は、削平のため不明な部分も多いが、桁行に

ついては1～2本、梁行については2～4本が有ったと想定できる。この間柱には、杭状の柱穴もみ

られる。柱根径は10～15cm、掘方径は20～40cmを測る。

庇状遺構（下屋）は、1問×2間以上の規模で、柱間は本体の建物の主柱間隔に一致する。桁行側

には間柱をもっていることから一連の建物と見倣すこともでき、この場合の建物規模は、梁行2問以

上、桁行5間の建物となる。

遺物は、土師器、須恵器が出土している。

SB14（Fig．25・31）調査区の北側に位置する。掘立柱建物SB15と切り合い関係にある。側柱だけ

の建物で、内部に間仕切りが存在する。略南北方向の建物で、梁行2問、桁行4問の規模である。梁
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Fig．25　掘立柱建物SB14・15実測図（縮尺1／80）

行は390cm、梁問は平均195cm（約6・4尺）で、桁行は650cm、桁間平均は216cm（約7．1尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は不整円形、又は楕円形を呈している。柱穴直径45～60cmを、桂根径は20～25cm

を測る。間柱は主柱間に設けられるが、桁行は2本、北梁行には1～2本存在する。しかし、南側梁
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掘立柱建物SB14・15（北から）

掘立柱建物SB14・15（東から）
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Fig．26　掘立柱建物SB17～19実測図（縮尺1／80）
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行には間柱が無く、又、建物の北東隅は、桁行．梁行共に間柱が1本欠けている。建物中央の北寄り

にP26が有るが、この柱は、間柱Pll・19の通し柱となっている。

遺物は土師器、須恵器が出土している。

SB15（Fig・25）調査区の北側に位置する。掘立柱建物SB14と切り合い関係にあるo　側柱だけの建

物で、内部に間仕切りを伴う。略南北方向の建物で、梁行2問、桁行4間の規模である。梁行は330

m、梁問平均は165cm（約5．4尺）で、桁行は535cm、桁問平均は134cm（約4・4尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径30～52cmを、柱根径は20～25

cmを測る。この建物は、主柱間の間隔が一定しておらず、又、梁行は、南側が2問であるのに対し、

北側は3間となっている。桁行は、北側の隅柱から桁行のP16～13の間隔が短い。間柱の位置には規

則性がない。建物の間仕切りは、P13・P26～28が通し柱となるが、これらの柱の間隔は、北側梁行

の主柱間隔に一致している。

遺物は土師器、須恵器が出土している。

SB16　掘立柱建物SB12の庇状遺構と判断したため欠番とする。

SB17（Fig．26）調査区の北西側に位置する。側柱だけの建物である。掘立柱建物SB08と切り合っ

ている。略南北方向の建物で、梁行3間、桁行4問の規模と考えられるが、東梁行のP32を主柱とす

れば、梁行の間数は東側が2間、西側が3間の構造となる。梁行265cm、梁問は平均195cm（約6．4尺）

で、桁行は538cm、桁問平均は181cm（約6．0尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、不整方形を呈している。柱穴直径40～45cmを、桂根径は約16

mを測る。間柱は、東側梁行と桁行側に認められ、総じて柱穴掘方は小さく、主柱に比べ浅い。この

建物の内側には間仕切りが設けられており、P16・17がこれに対応する柱である。

遺物は土師器が出土している。

SB18（Fig．26）調査区の北西側に位置する。側柱建物であるが、北面に庇状遺構を伴う可能性があ

る。略南北方向の建物で、梁行2問、桁行3間の規模である。梁行は389cm、梁問は平均195cm（約

6・4尺）で、桁行は603cm、桁間平均201cm（約6．6尺）を測る。桁行の柱間は等間隔になっておらず、

南側の柱間隔は短い。　　　　，

柱穴掘方の平面形は不整円形又は、楕円形を呈している。柱穴直径40～45cmを、柱根径は約16皿を

測る。間柱は、主柱の間に1本程度である。東南の隅柱は2本で構成される。

遺物は土師器が出土している。

SB19（Fig／26）調査区の北西隅の境界地に位置し、溝によって切られるため全体形は不明である。

側柱だけの建物と考えられる。略南北方向の建物と考えられ、梁行2問以上、桁行2間以上の規模で

あろう。梁行の現存長は400cm、梁間は200cm（約6・6尺）で、桁行の現存長は195cm、桁間は195cm

（約6・4尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、不整隅丸方形を呈している。柱穴直径53～60cmを、柱根径は

約15cmを測る。柱掘穴方の規模より倉庫跡と考えられる。

遺物は土師器の甕が出土している。

－53－



掘立柱建物SB18・19（北東から）

掘立柱建物SB18（北から）
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掘立柱建物SB19（東から）

調査区北側の掘立柱建物群SB20～23（北から）
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掘立柱建物SB20（北から）

掘立柱建物SB21（北西から）
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Fig．27　掘立柱建物SB20～22実測図（縮尺1／80）
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SB20（Fig．27・32）調査区の北側に位置する。掘立柱建物SB21と切り合い関係にあり、SB21に先

行する。中央に束柱をもった建物で、倉庫と考えられる。略北方向の建物で、梁行2間、桁行3間の

規模である。梁行375cm、梁間平均は187cm（約16．2尺）で、桁行は438cm、桁間平均は146cm（約4・8

尺）を測る。構造的には、SB05と同一形状である。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、不整隅丸方形を呈している。柱穴直径は約60cmを、桂根径は

約22cmを測る。P12は束柱と考えられ、建物の中央より、やや南側に位置している。

掘立柱建物SB22・23（北から）
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Fig．28　掘立柱建物SB23・24実測図（縮尺1／80）
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遺物は土師器が出土している。

SB21（Fig．27）調査区の北側に位置し、掘立柱建物SB22を切っている。倉庫跡と考えられる。略

南方向の建物で、梁行1間、桁行2間の規模である。梁行は246cm（約8．1尺）で、桁行は250cm（約

8．2尺）、桁間平均は125m（4・1尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、不整隅丸形を呈している。柱穴直径40～60cmを、柱根径は約

19cmを測る。

遺物は土師器が出土している。

SB22（Fig．27・33）調査区の北側に位置する。掘立柱建物SB21及び23と切り合い関係にあるSB21

から切られ、SB23を切っている。総柱建物で倉庫と考えられる。略東西方向の建物で、梁行2間、

桁行2問の規模である。梁行は300cm（約29．9尺）、梁間平均は150m（約5尺）で、桁行は329m、桁

問平均は165cm（約5．4尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、隅丸方形状を呈している。柱穴直径又は長軸の長さは、40～

68cmを、柱根径は約16～20cmを測る。

遺物は、縄文土器、土師器、須恵器、黒色土器が出土している。

N L＝2165mS

SBO4－Pl

士層名称
1．黒灰色粘質土
2．黄褐色粘質土に灰色土混入
21黄褐色粘質土に灰色土やや多い
3．黒灰色粘質土
4．黄灰色粘質土
5・黒色粘質土に黄褐色土混入
6．灰黄色粘質土
7．2と同じ（黄色強い）

L＝2165mS

SB04－P4

土層名称
1．茶褐色粘質土
2・黄褐色粘質土に黒色土混入
3．黒色粘質土に黄色土混入
4．黒色粘質土
5．黄灰色粘質土に黒色土混入
6・暗灰黄色粘質土に黒色土混入
7．時灰色砂質土
8・灰色砂質土に茶褐色土混入
9．黄灰色粘質土

N L＝21．61mS

SB04－P2

土層名称
1．茶褐色砂質土
2．暗灰色砂
3・2に褐色粘質土混入
4．黄褐色砂質土に褐色土混入
5．灰色砂質土に褐色土混入
6．灰黒色砂質土に黄色土混入
7・黄灰色粘質土
8．黒色粘質土
9・7に褐色土混入

N L＝2165m S

SBO4－P5

土層名称
1．黒灰色粘質土
2．黒色粘質土
3．灰色砂質土
4・黄灰色粘質土
5．褐色粘質土
6．5に黄灰色土混入

N L＝21・61m S

SBO4－P3

土層名称
1・黒灰色粘質土
2．黒色粘質土と黄色粘質土の混合土
3．黒色粘質土
4．黄色粘質土に黒色土混入
5・灰褐色粘質土
515よりやや暗い
6．灰青色砂質土に黄色土混入

L＝2165mS

SBO4－P6

土層名称
1．茶褐色粘質土
2・黒色粘質土
3・黄褐色粘質土に黒色土混入
4・黒色粘質土に黄褐色土混入
5．2と同じ
6．暗茶褐色粘質土
7・3に茶褐色土混入

50cm
L一一一」一一一一一一一一一一一一一一一」－一一一一一一一一一一一一」－一一一一一一一一一一一一」一一一一一一一一一一一一一一一」

Fig．29　掘立柱建物SBO4柱穴土層実測図（縮尺1／20）
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掘立柱建物SBO4柱穴の状態
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N L＝19．76m s

SBO8－P3

土層名称
1．灰茶色粘質土（細砂を含む）
2．1より黄色味を帯びる
2！2に炭化物を含む
3．ややくすんだ褐灰色粘質土

（砂を少し含む）
4．暗灰黄色粘質土（炭化物を含む）
5．黄色粘質土

N L＝19．71m S

SBO8－P9

土層名称
1．灰褐色粘質土
2・黄色粘質土に灰色粘質土を混入
3．暗灰褐色粘質土（炭化物を含む）
4．黄灰色粘質土（細砂を含む）

E L＝19．71mW

SBO8－P20

土層名称
1．やや暗い灰黄色粘質土

（砂を含む）
2・黄灰色粘質土
3．暗灰茶色粘質土
4・黄灰色砂質土

（租～細砂を含む）

N L＝19．71mS

SBO8－P4

土層名称
1．茶灰色粘質土（黄色を帯びる）
2．灰黄色粘質土（細砂を含む）
3．暗灰黄色粘質土（細砂を含む）
4．黄色粘質土に茶灰色粘土を混入
5．3に茶灰色粘土混入
6．やや暗い黄灰色粘質土

（砂をわずかに含む）
7．灰黄色粘質土
8．やや暗い黄灰色粘土

N L＝19．71m S

SBO8－PlO

土層名称
1・茶色を帯びた灰褐色粘質土

（砂、炭化物含む）
・灰茶色粘質土に黄色土混入
．暗灰茶色粘質土（細砂を含む）
・黄灰色粘質土（細砂を含む）
．やや暗い灰色粘質土に黄色細砂混入
・灰黄色粘質土（砂を含む）
・灰色砂質土（粗砂を含む）

E L＝19．71m W

SBO8－P22

土層名称
ⅰ．茶褐色粘質土（細砂を含む）
2・黄色粘質土に暗灰色粘質土混入

（砂を含む）
3．時灰色粘質土（砂、炭化物含む）
4．灰黄色粘質土

L＝19．76mW E

SBO8－P33

土層名称
1．灰茶色粘質土（細砂を多く含む）
2．黄灰色粘質土に暗灰色粘質土混入
3・暗灰黄色粘質土（砂を含む）
4．やや暗い黄灰色粘質土（細砂を含む）
5・暗茶褐色粘質土
6．暗灰茶色粘質土（灰色が強い。砂を含む）
7．暗灰黄色粘質土（細砂を含む）
8．時黄灰色粘質土（細砂を含む）
9．4より灰色が強い（粘土）

N L＝19．71mS

SB08－P6．7

土層名称
1・茶灰色粘質土
2・黄色粘質土に灰色枯質土混入
3・黄灰色粘質土
5・3より暗い
6．2と同じ
7・暗灰色粘質土（やや茶色を帯びる）

N L＝1971m S

SBO8－Pll

土層名称
1・茶灰色粘質土（やや黄色を帯び砂を含む）
2．灰黄色粘質土
2！2より細粒砂が多い。（炭化物を含む）
3．黄灰色粘質土（細砂を含む）
4．暗灰茶色粘質土（細砂を含む）
5．黄灰色粘質土（細砂を含む）
6．暗茶灰色粘質土（細砂をわずかに含む）
7．灰茶色砂質土（砂を含む）

E L＝19．71mW

SB08－P25

土層名称
ⅰ．黒灰色粘質土（細砂を含む）
2・黒灰色砂質土に黄色土混入

（細砂を含む）
3・灰色砂質土（細砂含む）

L＝19．76mW S

SBO8－P34

土層名称
1．褐灰色粘質土（炭化物を含む）
2．灰茶色粘質土（細砂を含む）
3．暗灰黄色粘質土
3！3より明るく、灰色が強い
4．やや暗い灰黄色粘質土

（やや赤味を帯びる）
5．4より黄色が強い（細砂を多く含む）

」＝19．76m N S

SBO8－P40

土層名称
1・暗灰橙色粘質土（炭化物、細砂を

含む）
暗灰茶色粘質土（細砂を多く含む）
1より黄色を帯びる
灰茶褐色粘質土
暗黄灰色粘質土（炭化物を含む）
灰色砂（砂を含む）

N L＝19．71m S

SBO8－P8

土層名称
1・茶灰色粘質土
2・暗灰褐色粘質土（粗砂を含む）
3．暗灰褐色粘質土
4．黄灰色粘質土
5．黄色粘質土に灰色粘土混入
6．曙灰黄色粘土（細砂を含む）

E L＝19．71mW

SB08－P18．19

土層名称
1．茶褐色粘質土（細砂を含む）
2．暗茶灰色砂質土
3．暗灰茶色粘質土
3！3に黄色土が縞状に混入
4・暗茶褐色粘質土（細砂、炭化物含む）
5．灰色砂質土（細砂を含む）

E L＝19・71mW

SB08－P31
土層名称
1・茶灰色粘質土（細砂を含む）
2．灰茶色粘質土（黄色味を帯びる）
2！2よりやや暗い
3・暗灰黄色粘質土（細砂を含む）
4．3より明るい（黄色味が増し細砂を含む）
5．暗灰色砂質土に黄色粘質土混入

（粗砂を含む）
7．暗茶灰色粘質土（粗～細砂を多く含む）
8．暗灰色粘質土
9．5と同じ（木目が細かい。細砂を含む）

」＝19．76mN

SBO8－P43

土層名称
暗灰茶色粘質土（粗～細砂を多く含む）
1より明るい

．暗灰茶色粘質土（砂を含む）

1・

2．

3．

4．

4！

黄茶色砂質土（粒子が細かく粘性あり）
4よりも暗く茶色が強い（細砂を含む）

5．暗茶褐色粘質土（砂を含む）
6．暗茶灰色粘質土（細砂を含む）

0　　　　　　　　50cm
i　　　・　．－⊥一一一一一．一一一一一一一1－－」一一一＝＝＝∃

Fig．30　掘立柱建物SBO8柱穴土層実測図（縮尺1／20）
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W L＝2146mE

SB14ーPl

土層名称
1・黒灰色粘質土に茶褐色粘質土混入

（細砂を含む）
2・黄灰色粘質土に灰色粘質土ブロック混入
3．暗灰色粘質土（黄灰色を帯びる）

N L＝2141mS

SB14��P

土眉名称　　　　　　

1．暗灰色粘質土に茶褐色
粘質土ブロック含む

2．暗灰黄色粘質土　
（細砂を含む）　

3．黒灰黄色粘質土　
4．暗茶灰色粘質土　

N L＝ZL36m S

SB14－P12

土層名称　　　　　　　

1・暗茶灰色粘質土　　
2．黒灰色粘質土に茶褐色粘土混入
3．黒灰色粘質土　　　
4．灰黄色粘質土　　　

S L＝2141m N

SB14－P17

土層名称　　　　　

1．暗灰茶色粘質土
2．暗灰黄色粘質土

W L＝21．46mE

SB14－PZ

土層名称
1・暗茶褐色粘質土に黒灰色粘質土混入

（砂を少量含む）
2．黄灰色粘質土に灰色粘質土ブロック混入
3．茶灰褐色粘質土

N L＝21．41m S

SB14－P6

土層名称

1．暗灰色粘質土
（黄茶色を帯びる）

2．暗茶灰色粘質土
3．暗灰黄色粘質土
4．灰黄色粘質土

N L＝21・36mS

SB14－P13

土層名称

1・暗灰色粘質土に茶褐色粘土
ブロック混入

2・灰色粘質土に黄灰色粘土
ブロック混入

S L＝21．41mN

SB14－P21

土層名称

1・暗茶灰色粘質土
（褐色を帯びる）

2．暗灰黄色粘質土
（炭化物を含む）

W L＝2上41m E

SB14ーP3

土層名称
1．茶灰色粘質土
2．暗灰色粘質土に茶褐色粘質土ブロック混入

（細砂多い）
3・黒灰色粘質土
4．黒灰色粘質土に黄灰色粘質土ブロック混入

（細砂多い）

N L＝2136mS

SB14－P8

土層名称

1・暗茶灰色粘質土
（炭化物を含む）

2．暗灰色粘質土に黄灰色
粘質土混入

3．暗灰黄色粘質土
（細砂を多く含む）

E L＝21．36m W

SB14－P14

土層名称

1．暗茶灰色粘質土
（炭化物少量と細砂を含む）

2．灰黄茶色粘質土
3．灰茶色粘質士

4．灰色砂質土に黄灰色粘土ブロック混入
（砂を含む）

S L＝21．41mN

SB14－PZZ

土層名称

1．暗茶灰色粘質土
2・暗茶黄色粘質土

Fig．31掘立柱建物SB14柱穴土層実測図（縮尺1／20）
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N L＝21．41m S

SB14－P4

土層名称
1．暗褐灰色粘質土
2．暗灰黄色粘質土

N L＝21・36mS

SB14ーPlO

土眉名称

1．暗茶灰色粘質土
2．黒灰色粘質土（黄灰色を帯びる）
3．2より暗い（やや赤味を帯びる）

E L＝2141mW

SB14－P16

土層名称

1．暗灰茶色粘質土
2．暗灰色粘質土に黄褐色粘土ブロック混入
3．黒灰茶色粘質土（褐色を帯びる）
4・灰黄色粘質土
5・黒灰色粘質土に黄灰色粘質土ブロック混入

L＝2146mN

SB14－P23

土層名称

1．暗茶灰色粘質土
2．暗灰色粘質土に茶色粘質土

ブロック混入
3．暗灰黄色粘質土に黒灰色粘

質土ブロック混入
4．灰黄色粘質土（細砂を含む）

0　　　　　　　　　　50cm
1．．－－－－⊥　　　1　　．　　・　一一一一1
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N L＝21．21mS

SB20－Pl

土層名称

1．暗茶灰色粘質土
2．暗灰色粘質土に茶黄色粘土混入
3．黄褐色粘質土
5．黒灰色粘質土に灰黄色粘質土混入
6．灰色粘質土
7・暗灰黄色粘質土
8・暗灰茶色粘質土
9．灰黄色粘質土
lO・灰色粘質土
11．黒灰茶色粘質土

N L＝21．21mS

SB20－P4

土層名称

1．時灰茶色粘質土に茶褐色粘土混入
2．黒灰色粘質土
3．暗灰色粘質土に黄褐色粘土ブロック混入

（細砂を含む）
暗灰黄色粘質土
黒灰色粘質土に灰黄色粘土ブロック混入
暗灰黄色粘質土
黒灰黄色粘質土
灰色粘質土（やや黄色を帯びる）
黒灰色粘質土（黄褐色を帯びる）

L＝2131m S

SB20－P8

土層名称
1．暗灰茶色粘質土に茶褐色ブロック混入

（細砂を含む）
2・灰色粘質土
3．灰黄色粘質土（紬砂を含む）
4．時灰色粘質土と茶褐色粘質土ブロックの混合
5・暗灰色粘質土に灰黄色粘土混入
6．暗灰色粘質土
7．黒灰色粘質土に灰黄色粘土ブロック混入
8・灰黄色粘質土
9・8より暗く、赤味が入る
10・暗灰茶色粘質土
ⅰ1・黒灰色粘質土
12．灰色粘質土
ⅰ3・1よりも暗い（砂少し含む）

N L＝2上21mS

土層名称

l・暗茶灰色粘質
2・暗灰茶色粘質
3．黒灰色粘質土
4．黄灰色粘質土
5．黒灰色粘質土
6．時灰色粘質土
7．黒灰色粘質土
8・黒灰色粘質土

SB20－P2

土に黄灰色粘質土を混入
土
に茶灰色粘質土ブロック混入
（やや褐色を帯びる）

（やや茶色を帯びる）

に黄灰色粘土ブロック混入

L＝2131m S

SB20－P6

土屑名称
1・暗灰黄色粘質土（炭化物を含む）
2．黄灰色粘質土（やや褐色を帯びる）
3．時灰色粘質土に黄灰色粘土ブロック混入
4．3よりも暗い（炭化物を含む）
5．黄灰色粘質土
6・黒灰色粘質土に黄灰色粘質土混入（炭化物を含む）
7・茶褐色粘質土
8．暗灰黄色粘質土に黒色土ブロック混入
9．黒灰色粘質土

灰黄色粘質土（細砂を含む）
灰色粘質土に黄灰色粘質土混入
暗灰色粘質土（やや黄色を帯びる）
灰色粘質土
灰青色枯質土

N L＝2131m S

SB20－P9

土層名称
1．暗灰黄色粘質土
2．1より赤味を帯びる
3．黄灰色粘質土
4．ⅰより暗い
5．黄灰色粘質土に暗灰色粘質土混入
6．茶灰褐色粘質土（細砂多い）
8．黒灰色粘質土に灰黄色粘質土の混合土
9．灰黄色粘質土
10・暗灰黄色粘質土に黄褐色粘土ブロック混入
11・累灰色粘質土に黄褐色粘土ブロック混入
12．暗黄灰色粘質土（粘性強い）
13．灰黄色粘質土に黒灰色半占土混入

N L＝21．21mS

SB20－P3

暗茶灰色粘質土
1より黄色が弓釦、
黒灰色粘質土（やや赤味を帯びる）
灰黄色粘質土
暗灰茶色粘質土に灰黄色粘質土混入
暗灰色半占質土に灰黄色粘質土混入
（細砂多い）

7．黒灰色粘質土
8．暗灰黄色枯質土
9・黒灰黄色粘質土

N 」＝2131mS

SB20－P7

土層名称

1・暗灰茶色粘質土
2・黒灰色粘質土
3．1より明るく、黄色を帯びる

（細砂を含む）
4・暗灰黄色粘質土
5・4より明るい
6．黒灰色粘質土に灰黄色粘土ブロック混入
7．暗灰色粘質土（やや黄色を帯びる）
8．暗茶灰色粘質土
9．灰黄色粘質土
10・灰青色粘質土（やや黄色を帯びる）

L＝ZL31mS

SB20－P10

土層名称
1・暗灰黄色粘質土
2．黄灰色枯質土
3．黒灰色枯質土に黄灰色粘土ブロック混入
4．黒灰色粘質土と黄灰色粘質土の混合二土
5・暗灰黄色粘質土
6・黒灰色粘質土
7．灰黄色粘質土（やや茶色を帯びる）
8．黒灰色粘質土
9．灰黄色粘質土

50cm
－　　　！

Fig．32　掘立柱建物SB20柱穴土層実測図（縮尺1／20）
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掘立柱建物SB20柱穴の状態
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N L＝21．21mS

SBZZ－Pl

土層名称
1．時灰褐色粘質土（茶色が強い）
2．暗灰色粘質土（細砂を含む）
3．暗灰褐色粘質土に黄灰色粘質土ブロック

混入（茶色が強い）
4・暗茶灰色粘質土に茶灰色粘質土ブロック

混入（細砂が多い）
5．暗灰黄色粘質土
6．暗灰色粘質土（やや赤味を帯びる）
7．黒灰色粘質土（黒色が強い）
8・灰色粘質土に黒色粘土ブロック混入
9・灰色粘質土（8より明るい）

」＝21．21m S

SB22－P4

土層名称
1．暗茶灰色粘質土
2．黒灰色粘質土に灰黄色粘質土ブロック混入
3・暗灰色粘質土に黄褐色粘土ブロック混入
4．黒灰色粘質土に黄灰色粘質土ブロック少し混入
5．時黄灰色粘質土（赤味を帯びる）
6．暗灰色粘質土に黄灰色粘質土混入
7．黒灰色粘質土に灰黄色粘質土ブロック混入

（粘性強い）
8．暗茶灰色粘質土に黒灰色粘質土混入

N L＝21．21m S

SB22－P7

土層名称
1・暗灰黄色粘質土に灰黄色粘土ブロック混入

（炭化物、細砂を含む）
2．黒灰色粘質土に茶灰色粘質土混入
3．灰黄色粘質土に暗灰色粘質土ブロック混入
4．黒灰色粘質土に黄茶色粘土少し混入
5・3より暗い（炭化物を含む）
6．灰黄茶色粘質土に茶褐色粘質土ブロック混入
7．灰黄色粘質土に暗灰色粘質土混入
8．6と同じ（炭化物を含む）
9．暗灰茶色粘質土に茶褐色粘質土ブロック混入
10．茶灰色粘質土（褐色を帯びる）
ll．灰黄色粘質土（細砂を含む）

0　　　　　　　　　　50cm
1　　　．　　　．　　　－－吉．．一一．1－－－－」

N L＝21．21m S

SB22－PZ

土層名称
1・暗褐灰色粘質土（赤色強い）
2．黒灰色粘質土に灰黄色粘質土混入
3．灰黄色粘質土
4．灰褐色粘質土（赤色強い）
5．灰黄色粘質土に灰黄色粘土ブロック混入
6・灰茶色粘質土（やや黄色を帯びる）
7・灰色粘質土に黄褐色粘質土混入
8．黒灰色粘質土
9・黄灰色粘質土に灰色砂質土混入
10・9より黄色が強い
11・暗灰色粘質土（細砂を少し含む）

N L＝Zl．ZlmS

SB22－P5

土層名称
1・暗灰茶色粘質土（紬砂を含む）
2．暗茶灰色粘質土に茶褐色粘質土ブロック混入
3．暗茶灰色粘質土（褐色を帯び、炭化物を含む）
4・黒灰茶色粘質土
5．暗灰黄色粘質土
6・暗灰茶色粘質土（やや黄色を帯び、炭化物を含む）
7・暗灰黄色粘質土に茶灰色粘質土ブロック多く混入
8．黒灰色粘質土に灰黄色粘質土ブロック混入

N L＝21．21mS

SB22���

土層名称　　　　　　　　　　　　　
1・暗灰茶色粘質土に灰茶色粘土ブロック混入
2．暗灰色粘質土に黄灰色粘質土混入　
3．灰黄色粘質土（やや茶色を帯びる）
4．黒灰色粘質土に黄灰色粘質土混入　
5・暗灰黄色粘質土　　　　　　　　
6．暗灰色粘質土にやや黄色を帯びる　
7．暗灰黄色粘質土（褐色を帯びる）
8・暗灰黄色粘質土に窯灰色粘質土ブロック、

灰黄色粘質土ブロック混入（砂を含む）
9．黒灰色粘質土に灰黄色粘質土ブロック混入
10．灰色砂質土（青色を帯びる）　　

N L＝21．21mS

SB22－P3

土層名称
1．暗褐灰色枯質土（やや黄色を帯びる）
2・暗灰色粘質土に灰黄色粘質土混入
3・暗灰色粘質土に旅石色粘質土混入
4．黒灰色枯質土
5．暗灰褐色粘質土に暗灰色粘質土ブロック

混入
6．暗灰梅色粘質土（やや黄色を帯びる）
7．黒灰色粘質土に茶褐色粘土ブロック混入
8．黒灰黄色粘質土

L＝2121mS

土層名称
SBZZ－P6

1．暗茶灰色粘質土
2．暗灰茶色粘質土
3．灰茶色枯質土に茶褐色粘土ブロック混入
4．灰茶色粘質土に窯灰色粘土ブロック混入
5．暗灰茶色粘質土に茶褐色粘質土ブロック混入
6・黒灰色粘質土に灰黄色粘土ブロック混入

（細砂を含む）
7．時灰黄色粘質土（細砂を含む）
8・黒灰色粘質土に灰黄色粘土ブロック混入

（炭化物ブロック含む）
9．暗黄灰色粘質土（黄褐色を帯びる）
10・灰黄色粘質土
11．黒灰色粘質土に灰黄色粘質土混入
12・灰色粘質土（やや黄色を帯びる）

N L＝ZI Zlm S

SB22－P9

土層名称
1．暗黄褐灰色粘質土に黒灰色粘質土混入

（炭化物を含む）
2．時灰褐色粘質土に黄灰色粘質土ブロック混入
3．暗灰黄色粘質土
4．黒灰色粘質土に黄灰褐色粘質土ブロック混入
5．黒灰色粘質土に灰黄色粘質土ブロックを少し混入

（4より暗い）
6・灰色粘質土（やや黄色を帯び、粘性強い）
7．暗灰色粘質土
8．時灰色粘質土と灰黄色枯質土の混合
9．暗灰黄色粘質土に黒灰色粘質土ブロック混入
10．8と同じ
11．暗灰褐色粘質土に灰黄色粘質土混入
12．灰黄色粘質土（やや青味を帯びる）
14・黒灰茶色粘質土

Fig．33　掘立柱建物SB22柱穴土層実測図（縮尺1／20）
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P8

掘立柱建物SB22柱穴の状態
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Tab・1掘立柱建物一覧表

遺構 名 規 模
桁　 行 梁 ．行

方 位
床面積

（㎡）

柱　 穴　 状　 況
出　 土　 遺　 物 備　 考

実長 柱間寸法 実長 柱間寸法 P it・数 深 さ 長 径 短 径 柱 痕径

S B 01 2 × 2 283
（9．3）

147（4．9）
136（4・5）

260
（8．6）

130（4．3）
130（4．3）

N 2 3W 7．38 9 62／－8 6 54～80 50／～60 22 土 師器甕 倉庫
P lよ り出土

S B 02 1 × 2 410
（13・5）

200（6・6）
210（6・9）

200
（6・6） 200（6・6） N 4 5。E 8．2 6 48～ 63 60～75 58～60 26 倉庫

S B 03 2 × 2 300
（10・0）

146（4・8）
153（5．0）

302
（10・0）

166（5．5）
136（4・5）

N 3 5。E 9．06 9 50／～5 3 62～82 50～62 22 土 師器、須恵 器
倉庫

P 7よ り出土

S B 04 1 × 2
415
（13．7）

205（6．8）
210（6・9）

192

（6・3） 192（6・3） N 4 5。E 7．97 6 40～5 3 45／～73 45／～52 17 倉庫

S B 05 2 × 3 430
（14．1）

150（4・9）
140（4．6）
140（4．6）

345
（ⅰ1．4）

173（5．7）
172（5．7）

N 68 W 14．83 11 43～5 6 60／、／78 50～ 54 22 土 師器甕 ・ 倉庫
P 5・6よ り出土

S B 06 2 × 4 547
（17・9）

141（4．7）
123（4．1）
138（4・6）
145（4・8）

285
（9．4）

142（4．．7）

143（4・7）
N 20 0E 15．50 23 22～2 6 35～42 30～ 35 11 土 師器鉢 側柱建 物

P l・2 1よ り出土

S B 0 7 2 × 3 538
（17・7）

177（5・8）
172（5・7）
189（6・2）

422
（13・9）

212（7．0）
210（6・9）

N 25 oE 22・7 39 31～4 3 35～50 20～ 30 11
土 師器皿 ．甕、 須恵 器瓶、
石鏃 ．

側柱建 物

P 4．8．13．17・20．
25．26・34・35 よ
り出土

S B 0 8 5 × 5土α 628＋α
（20．7）

180（5・9）
18 0（5・9）

．2 68（8．8）

622
（20・5）

320（10．6）
302（10．1）

N 18。E 39・06＋α 38＋α 38～4 3 42／～82 40／－60 20 土 師器 甕 ・鉢

側柱建 物
鹿 部 分 が つ く
（S B 17）
P 8．10．ⅰ1．21・31．
32．34より出土

S B 0 9

ノ

3＋α×5＋αr751
（24 ．8）

16 4（5．4）
28 3（9．・3）
304（ⅰ0．0）

276＋α
（13．4）．276（9．1）

N 10。E 20．73＋α 19＋α 38～43 42～70 40／～60 2 0 土 師器 甕 ．鉢 側柱建 物
境界地 にあ る

S B l0 2 × 2 53 0
（ⅰ7 ．5）

26 0（8．6）
27 0（8．9）

350
（11．5）

175（5．8）
175（5．8）

N 180 E 18．5 5 13 22～38 30～4 2 20～30 13 土 師器 、須恵器 蓋

側柱建 物

S X 01に切 られる
P 3・10・12よ り出
土

S B ll 2．×4 59 0
（19・4）

14 8（4．9）
14 0（4 ．6）
ⅰ44（4 ．6）
158（5・2）

360

一（11．9）

180（5．9）
180（5．9）

N 68W 21．24 32 27～42 38／～50 20～35 12 土師器 甕
側往建 物

S B 12と切 り合 う
P 12よ り出土 …

S B 12 4 ×4 74 3
（24．5）

／185（6・ⅰ）
188（6．2）
180（5．9）
ⅰ90（6 ．3）

555
（18 ．3）

287（9．5）
268（8．．8）

N 25。E 41．24 27 23～33 35．〉4 8 30／－35 ⅰ5 土師器 甕 ・壷、 須恵器瓶

側柱建物
庇が つ く。
S B l lと切 り合 う
P 3 ．5．10 ．19．、32
より出．土

S B 13 1＋α× 5
894
（29．5）

2 10（6．9）
178（5．9）
170（5．6）
168（5．5）
168（5・5）

258＋α
（8・5） 2 58（8．5） N 270E 23．06＋α 16＋α 23～39 25／～6 0 30／－50 15 土師器 甕、須恵 器坏

境界地 にあ る／1
S C 0 1に切 られ る

P 4・9・10・14 よ り
出土

S Bⅰ4 2 × 4 650
（2 1・5）

180（5・9）
252（8．3）
218（7．2）

3 9d

（12．9）
190（6．3）
2 00（6．6）

N 27。E 25．35 31 20～32 45～6 0 30／－40 16 土師器 甕 ．鉢、 須恵器 坏

側柱建 物
S B 15と切 り合 う。
P l～ 6 ．12 ・15・
19・23 ・24 A よ り
出土

S B 15 2 × 4
535
（17・7）

300（10・0）
235（7・8）

33 0
（10・8） 33 0（ⅰ0・8） N 28。．E 17・65 26 27／～43 30～5 2 40／－42 17 土師器 甕、須恵 器坏 側柱建 物

S B 14 と切 り合 う

S B 17 3 × 4 538
（17．8）

156（5・1）
198（6・5）
184・（6．1）

2 65
（8．7）

2 65（8・7） N 78W 14．26 21 24～38 35～4 0 30～35 14 縄文土器 鉢、土 師吉 P 17・19・27よ り
出土

S B 18 2 × 3 603
（19．9）

130（4・3）
270（8．9）
203（6．7）

38 9
（12．8）

197（6・5）
192（6・3）

N 5 oE 23・46 16 19／一一23 40／～4 5 35～38 ⅰ6 土師器 甕 P 2吉6よ り出土

S B 19 2 ＋α×1＋α
2×2以上

195＋α
（6．4） 195（6・4）

40 0＋α
（13．2）

2 10（6・9）
190（6・2）

N 120E 7．8＋α 4＋α 4 2～68 53～6 0 50 15～ 20 土師器 甕 P 1．3よ り出土

S B 20 2 × 3
438
（14．4）

146（4．8）
146（4．8）
146（4．8）

37 5
（12．3）

18 5（6．1）
190（6・2）

N 21。E 16．42 11 55～78 40～68 34～62 16～ 20 土器鉢 甕 P l・2・4・7．7 A ・12
より出土

S B 21 1 × 2
250
（8・2）

130（4・2）
120（3．9）

24 6
（8・1） 24 6（8・1）．N 25W 6・15 6 32～54 45～6 0 45／）50 ⅰ9 土師器 甕 ．壷倉 庫

S B 22に切 られ る。

P 1．2．3・6よ り出
土

S B 22

S B 23

S B 24

2 × 2

2 × 1＋α

梁 行 1
桁 行 2

1 × 2

328
（10・8）

160（．5．2）
168（5．4）

30 0
（9．9）

14 5（4 ．18）
155（早・1）

N 63W

N 10。．E

N 20。E

9．84

4・9＋α

3＋α

9

4＋α

3＋α

45～73

43／～58

ⅰ7

60

60～6 6

38

55

45～50

36

2 2

ⅰ9

ⅰ9

縄文 土 器鉢 、土 師器 皿 ・
坏 ・甕 ・須恵器 生焼 け碗、

一黒色土 器

倉庫
S B 2 1・23を切 る
P 3・5・6．8よ り出
土

175＋α
（5．8）

200＋．α
（6．6）

175（5．8）

200（6・6）

28 0
（9．2）

15 0
（4・9）

14 0（4 ．6）
14 0（4 ・6）

15 0（4 ・9）

土師器 甕、鉄滓
境界地 にある。

S B 2 2に切 られ る
P l・3・4よ り出土

境界地 にあ る。

S B 0 6と切 り合 う
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SB23（Fig．28）調査区の北側の境界地に位置し、北側の一部にトレンチを設定して、主柱の検出に

努めたが、全体形は明らかにできなかった。掘立柱建物SB22と切り合い関係にあり、SB22より先行

する。略南北方向の倉庫と考えられる。建物で、梁行2間、桁行1間以上の規模であろう。梁行の現

存長は280cm（約9．2尺）、梁間平均は140cm（約4・6尺）で、桁行の現存長は175cm（約5．8尺）を測る。

柱穴掘方の平面形は、不整円形又は、不整隅丸方形を呈している。柱穴直径60～66cmを、桂根径は

約19cmを測る。

遺物は、土師器、鉄澤が出土している。

SB24（Fig・28）調査区の南側に位置する。掘立柱建物SB06と切り合い関係にあり、SB06が先行す

る。通存状態が非常に悪く、規模不明である。梁行1間、桁行2間の建物規模が想定できる。柱穴掘

方は、不整円形を呈し、直径は約56～72cmを測る。

く＝＝＝＞16

Fig．34　掘立柱建物出土遺物実測図（縮尺1／3．1／1）
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（7）掘立柱建物出土遺物

出土遺物は、須恵器、土師器の細片が多く、時期決定に至るものは少ない。

SBO7出土遺物（Fig・34－13～15）13はP35、14はP4、15はP34より出土した。

13は、土師器曽瓦の破片である。口縁端部は丸く仕上げている。外面はナデ調整、内面はタテ、ヨ

コ方向のケズリ調整である。14は、須恵器の甕片である。薄手の作りである。外面は、小さな格子目

叩きを、内面は、青海波の当て具痕が残る。15は、黒曜石の剥片である。縦長で、整美な剥片である

が、刃部は形成されていない。長さ4・00m、幅1．5cmを測る。

SBO8出土遺物（Fig．34－18）PlOより出土。土師器の甕で、口縁部はくの字形を呈する。口径20cmを

測る。口縁部内外面はヨコナデ調整、胴部内面はタテ方向のケズリ、外面はヨコパケ調整である。

SBO9出土遺物（FigT34－16）P6より出土。サヌカイト製の打製石鏃であるが、一方の脚（かえし）

を欠いている。薄手の作りである。

SB13出土遺物（Fig．34－17）PlOより出土。須恵器の坏蓋片である口唇部内側に段を有している。復

元口径は、13．4cmを測る。

SB17出土遺物（Fig．34ー19）P27より出土。19は、押型文土器片である。外面に楕円形の文様を施し

ている。

20
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sB24出土遺物（Fig．34－20）20は、Pl出土、土師器甕で、口縁部はCの字形に屈折する。口縁端

部は丸味を帯びる。外面はタテハケ調整、胴部内面は、タテ方向のヘラケズリである。

（8）溝跡（SD）

Ⅰ区においては、溝、及び溝状を呈している遺構を全部で11条検出した。溝SD01～03は・雨落ち

溝状を呈し、溝SDO5・06は、掘立柱建物柱穴の布掘りの痕跡の可能性がある。又・溝SD08は・

Ⅰ・Ⅱ区の境を成す西側段落部に位置しており、Ⅱ区で検出したSD14と同一溝を形成するものと推

定できる。

sDOl（Fig・7・35）調査区の西南側に位置する。境界地に位置するため・全体形は不明である。溝

は切れ切れではあるが南北方向につづいている。溝の断面形はU字形を呈するが起伏に富んでおり・

又、溝幅も一定していない。現在の長さ582＋α皿、最大幅73cm、最大の深さは22．5cmを測る。この

溝は、掘立柱建物SB08の東側に、略平行した位置にあることから、関連性が考えられる。

遺物は出土していない。

sDO2（Fig－7・35）調査区の南側境界地に位置する○全体形は不明であるが・SDOlに似ている。略

南方向である断面形はU字形を呈し、底面は起伏をもち、無数の穴がある。現存長は245＋αm・最

大幅47cm、深さ10．0cmを測る。

遺物は出土していない。

0　　　　　　　　　　　　　　　　20m

Fig－35　溝配置図（縮尺1／500）
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N L＝21．41m S

≡幸三匡5・．≒一一一一一一蔓，3．．P．・二．

No．1土層

N L＝2上41m S

0　　　　　　　　　　　1m No．2土層

随1　土層名称

1．褐灰色粘質土に黄色粘土ブロック少し混入（炭化物を含む）
2．1より黄色を帯びる

3．褐灰色粘質土（1よりも明るく、細砂粒を多く含む）
4．灰褐色粘質土

5．暗褐灰色粘質土
6．時灰色粘質土に黄灰色粘質土混入

7．暗灰色粘質土層と灰黄色粘質土層が縞状に互層を成す
8．灰黄色粘質土（やや赤味を帯びる）

随2　土層名称

1．時茶灰色粘質土（炭化物と細砂を含む0
2・1に黄灰色粘質土ブロック混入

3．時灰茶色粘質土（炭化物を多く含む）
4・黄茶褐色粘質土に灰色粘質土の薄い層が縞状に存在
5・3に黒灰色粘質土混入

Fig．36　溝SDO7土層実測図（縮尺1／30）

溝SDO7土層状態（西から）
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SDO3（Fig．7・35）溝SDO2同様に調査区南側境界地に位置している。全体形は不明である。溝SD

01．02と同類の溝である。溝の方向は、略東西方向である。現存長は240cm、最大幅64cmを測る。

SDO4（Fig・7・35）一列に並んだ直径約20－30cmを測る柱列P50．51の南側に平行して存在する。

東西方向の溝状遺構で、切れ切れではあるが現存長約4・7m、最大幅18cm、最大の深さ9mを測る。

覆土は、柱穴P50・51と同様に暗褐色粘質土であった。

SD05（Fig．7・35）通存状態は悪い。掘立柱建物SB09の東南隅に接して存在する。略南北方向で、

現存長234cm、現存幅15cm、深さ9cmを測る。掘立柱建物SBO9布掘りが遺存している可能性がある。

掘立柱建物において、布掘りがわずかに残っている建物は、他にSB06・08が存在する。

SDO6（Fig．7・35）掘立柱建物SB06の南側に位置する。略東西方向の溝で、西からA溝、B溝と

連なっている。通存状態は悪い。A・B溝を合わせた現存長は338cm、最大幅は22cmを測る。A・B溝

共に構内に小型のPitが存在する。いずれも木杭を打ち込んだ様な小穴である。

この溝は掘立柱建物の布掘りとも考えられ、小穴は間柱と見倣すことも可能である。

SDO7（Fig．7・36）略東西方向の溝で、調査区の西北部に位置する。削平を受け、遺存状態は悪い。

竪穴住居跡SC01と切り合い関係にあり、住居跡に後出する。溝の西側には、南側に分岐した小溝が

突出している。溝の現存長は970cm、最大幅は182cm、最大の深さ15．5cmを測る。断面形は浅いレンズ

状を呈しているが、底面は起伏に富み一定していない。溝の西側寄りが幅広く、深くなっている。

溝の覆土は、暗茶灰色粘質土などの暗褐色、灰褐色系の粘質土である。

SDO8（Fig・6．7・35）調査区西北部の境界に於いて、その一部を検出した。溝は略南北方向で、

現代の用水路に沿って蛇行している。溝の現存長は715cm、最大幅は147cm、深さ100cmを測る。溝の

断面はⅤ字形を呈しているが、底面の高さは一定しておらず、起伏が有る。又、覆土（Fig．6）をみ

ると下層には、暗灰色砂質土、暗灰色砂層、黒灰色粘質土、灰色粗砂層等が存在していることなどか

ら、この溝が水路としての機能をもっていたと考えられる。

この溝SD08と同一方向で、近接した溝にII区の調査で検出した溝SD14が存在する。溝の規模や

深さが近似し、しかも現代の排水溝の西側に沿って存在するなど同一溝と考えられることも可能である。

SDO9（Fig・7．35）調査区の北西隅に位置し、掘立柱建物SB19・溝SD08と切り合い関係にある。

溝SD08に先行するものである。

境界地に存在するため全体形は不明であるが、現存長は940cm、幅123cm、深さ98cmを測る。溝の断

面形は、浅いレンズ状を呈している。

覆土は黒色粘質土であった。

SDlO（Fig・7・35）調査区の北側に位置する。この地域は、北東方向（弓池）に地山が傾斜してお

り、溝SD10は肩の部分に存在する。二股に分岐した溝で、主体となる溝状遺構は弧形を呈している。

溝幅、底の状態は一定していない。

弧形部分の全長は816cm、最大幅は180cm、最大の深さ21cmを測る。断面形は浅いレンズ状を呈する。
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愕鮪云

円筒慧蒜巌諒21

Fig．37　溝出土遺物実測図（縮尺1／3）

西側に分岐した溝の長さ499cm、最大幅86cmを測る。

SDll（Fig．6・7・35）調査区の北東隅に位置しており、略南方向の溝である。境界地に存在する

ため全体形は不明であるが、現存長816cm、最大幅18cm、深さ21cmを測る。溝幅、深さとも一定して

いない。溝SD08同様に、現代の排水路（弓池）が上部に乗っていることから、元来から素水の排水

溝であったと考えられる。

溝の覆土（Fig．6）は、黒色粘質土、褐色粗砂層、暗灰色粘質土、灰色微砂層などが堆積しており、

水路であったことが判断できる。

溝SDllの西側には、祭祀遺構SX12が存在した。水神の鎮めと考えられる。

（9）溝跡出土遺物

各々の溝に於ける出土遺物の量は非常に少なく、時期を決める手懸かりと成り得ない。溝SD01～

06の出土品は、土師器の細片であった。

SDO7出土遺物（Fig．37�#��｣#�,ﾙ>ｩ[i7舒ﾙJｸ,ﾉFｩ]�,X*�.��(ﾏｹ��H,俘�ｨ/�邵+X��､�ｨ,�,ﾘｿ���0

の沈線をヨコ方向、及びタテ方向に施している。内面には条痕が残る。

SDO8出土遺物（Fig．37－22）22は土師器碗である。ほぼ完形品で、白磁碗の模倣品と考えられる。

口径16．2cm、器高5・35cmを測る。開いた休部に玉縁状の口縁部を有する。高台は断面形が三角形状を呈

し、全体に上げ底を形成する。類例は、早良区内の田村遺跡など早良平野の狭い範囲にて出土している。

SD11出土遺物（Fig．37－23）陶器の摺鉢である。口縁部は玉縁をなし、休部内面に下し目を施して

いる。口縁部内外面には、褐釉を施している。国産陶器である。

（10　1区西側トレンチ調査

調査対象地の西側には、南北方向に現代の水路が存在するが、発掘調査では先述した様に発掘調査

で排出する残土処理の関係からこの水路を挟んで、東側を1区、西側をⅡ区とした。

この水路は、現状ではコンクリートの三面側溝に成っており、幅60cm、深さ60cmを測るものである。

Ⅰ区の遺構確認調査では、この側溝に沿って東側に段落ちが存在することが判明したため、この段

落ち部分の状態を把握することを目的として、Nnl～Nn4までの小規模なトレンチを設定した。

Tl．T3のトレンチでは、地山面は西側に急激に傾斜し、深さ100～120cmにおいて段部を形成す
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E L＝2上56mW

E L＝2上76m W

T1土層名称
1．灰茶色枯質土（粗砂含む）
2．灰褐色粘質土

（粗砂と鉄分を含む）
3．灰色枯質土
4．灰色粘質土に暗灰色土混入
5・暗灰色粘質土
6．5より暗い
7．6より粗砂多い
8．灰褐色砂質土（地山）

T2土膚名称
1．やや暗い褐色粘質土（粗砂を含む）
2．灰褐色粘質土（粗砂と鉄分を含む）
3・暗灰色粘質土（粗砂多い）
4．灰褐色砂質土
5．黄褐色粘質土に灰色土混入
6．暗灰色粘質土（茶褐色粗砂を多く含む）

T2　7・灰色粘質土（微砂含む）

E L＝22．01m W

T3土屑名称
1．耕作土
2．床土
3・褐灰色砂質土に褐色土粘土プロッ
4．灰黄色砂質土に青灰色粘土プロッ
5．暗灰色砂質土に灰青色粘土の大プ
6．5に黄灰色粘土の大ブロック混入
7・6より黄灰色粘土ブロック小さい

ク多く含む
ク多く含む
ロック多く

T3　　8．黄味を帯びた灰青色粘質土（地山）
9・暗黒灰色粘質土

W L＝21．61mE

混入

□地面

T4土膚名称
1．やや暗い褐灰色砂質土（粗砂を含む）
2・ⅰに灰色粘質土を含む
3・やや暗い灰褐色砂質土（粗砂）
4．時灰色砂質土に茶褐色粘質土ブロック混入

（やや粘性あり）
5．時灰色土に黄灰色砂混入
6・暗灰色粘質土に灰色砂質土混入（細砂）
7．灰白色砂質土（細砂）に暗灰色粘土混入
8・暗灰色粘土に茶褐色粘質土ブロック混入

（細砂多い）
9・灰色粗砂に暗灰色粘質土混入
10．黒色粘質土に青灰色粘土混入（木目が細かい）
11．青灰色粘質土（木目が細かい）に灰色租砂．

細砂を混入

T4　ⅰ2・暗灰色粗砂

0　　　　　　　　　　1m

と＝二二二－一一一一一一一一一一一一・．　　二三（1／40）

Fig・38　西側トレンチ位置、及び土層図（縮尺1／40）

る。T2では、地山面がほぼ垂直に落ち、深さ約110cmにおいて平坦面を形成する。いずれも東側縁

に沿って護岸の木杭が存在した。

これらのことから、三面側溝の下位に、断面が薬研堀状を呈した溝が存在することが判明した。覆

土の上位は、灰褐色、又は、褐灰色砂質土を主体とする。

後述するが、Ⅱ区の調査において、この溝が中世以降脈々として使用され、改変された溝であるこ

とが明らかとなった。

山）西側トレンチ出土遺物

24・25・27～31はTl出土、26・32～38はT4出土である。

Tl出土遺物（Fig．39－24．25、40一27～31）24は、須恵器の坏身、又は、壷などの蓋であろう。口

径10cmを測る。25は、李朝陶器の皿で、高台畳付に目痕が残る。27～31は木杭である。幹、及び主枝

の太いものを用いている。幹、主枝の根元では無く、先端を鋭利に加工している。広葉樹・針葉樹の

区別は無い。

T4出土遺物（Fig．39－26、40－32－38）26は、国産品陶器の碗で、高台径4・Ocmを測る内外面、及び

外鹿部に施釉しており、高台は露胎である。32～38は、木杭である。幹、及び主枝の太いものを用い

ている。幹、主枝の根元では無く、先端を鋭利に加工している。広葉樹・針葉樹の区別は無い0

Tl

T4＼＼蓋／
0　　　　　　　　　　　　　10cm
L一一－

Fig・39　西側トレンチ出土遺物実測図（縮尺1／3）
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西側トレンチ出土遺物

24 25 26

※数字は実測図番号に一致する°

㈹　柱穴出土遺物

柱穴SPO6・22出土遺物（Fig．4土39・40）39はSP6、40はSP22出土である。39は、サヌカイト製

の打製石鏃である。刃部調整は粗い。40は、環状の鉄製品である。径3．5～4mmを測る断面不整円形の

鉄棒を環状に形成している。接ぎ目は、きちんと接しているので、耳環ではない。外径は4・5cmを測る。

個　包含層出土遺物

Ⅰ区の東側には厚さ数omの黒色粘質土の包含層が分布しており、これより遺物が出土した。この黒

色粘質土は、掘立柱建物SB03の上面を覆っていた。

包含層出土遺物（Fig．41－41～45）41・43～45は須恵器で、41は坏身、43～45は甕片である。41は、

蓋受けが小さく、口縁部も余り高くない。43・44の外面は格子目叩きであるが、44の外面には一部ヨ

コパケ調整がみられる。45の外面は、平行叩き状を呈しており、擬似格子目叩きと考えられる。内面

は、43・45が同心内であるが、圧痕が浅い。44は青海波である。42は、土師質土器の鉢である。小さ

なL字形口縁部の上面には紐の圧痕がある。

（相　通横面出土遺物

遺構面出土遺物（Fig．42－52～64、Fig．43－65～75）52～60は須恵器、61は陶器、62は磁器、63～75

は石製品である。

52は坏蓋で、且つ赤焼け土器である。口径12・7m、器高3．6mを測る。口縁部の立ち上がりは欠損

している。53は、坏身で、口縁部の立ち上がりは内傾気味である。55～60は甕片である。55～57・60

の外面は小さな格子目叩きで、56・58は、外面にヨコ方向のカキ目が部分的にみられる。内面は、

56・58が粗い青海波、59・60が浅い青海波の当て具痕である。59は、平行叩き状を呈しており、擬似

格子目叩きであろう。57の内面は、同心円状の当て具痕、55の内面はナデ消している。57・60は薄手

の作りであることから、壷等の製品であろう。61は国産陶器の摺鉢で、内面には下し目を密に施して

いる。62は、青白磁の合子身である。外面には蓮弁を型取りしている。口径4．8cmを測る。

63は硯片である。いわゆる風字硯に分類できるもので、海部は丸味をもたせ、陸部は角張っている。

海部、陸部共に破損している。輝縁凝灰岩製である。

64～67の石製品は、遺構面を形成する黄褐色粘質土内より出土した。64は安山岩製の磨製石斧であ

る。刃部は幅広く、端部は丸味をもっている。片面の研ぎ出しが著しく、片刃を形成している。全面
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Fig．40　Tl・4出土遺物実測図（縮尺1／6）
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西側トレンチ出土木製品
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SPO6

黒色包含層

1

て ／

0　　1cm

ヒ‐一二＝コ（1／1）

14－

0　　　　　　　　　　　　　10cm

江一．．．．．　　　－　．．．：（1／3）

◎　　　　⑳
0　　　　2cm

：・　ⅰ（1／2）

Fig．41柱穴、及び包含層、表土出土遺物実測図（縮尺1／1・1／2・1／3）

に研磨を施すが、基端部、側面には剥離調整痕を残している。

65・66はスクレイパーである。サヌカイトの横長剥片を利用している。66は、全体に厚みが有る。

65は頂部と右側辺の一部に自然面を残している。ほぼ全体に刃部を形成しているが、特に下端は、両

面より調整を行う。66は上端と、両側辺に自然面を残している。下端に刃部を形成しているが、剥離

調整は片面からのみ行う。67はチャート製のプレイドで、縦長剥辺を用いている。両側辺に刃部調整
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Fig．42　遺構面出土遺物実測図（縮尺1／3）

．吉＝・

毫≡二芸二
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「

を行う。68～73は、打製石鏃である。68・71・73は黒曜石製、69・70・72はサヌカイト製である。

68・69は基部の挟りが深く、かえしの脚が長い。片方のかえしを欠いている。72の器面、刃部調整は

粗く、未製品の可能性がある。片面に大きな剥離痕を残している。剥片鏃であろう。68・73は腰岳産、

71は佐世保（淀姫か）産であろう。74は、ナイフと考えられる。縦長剥片を用い、片面の両側片のみ

刃部調整を丁寧に行っている。黒曜石製で、腰岳産であろう。

75は、黒曜石の縦長剥片を用いている。両面は風化面で、縁辺に刃部調整を行っている。刃部の剥

離が片面であることから、加工痕の可能性もある。

個　表土出土遺物

表土出土遺物（Fig．4土46～51）46～49は須恵器の甕片、50は須恵器壷片である。46～49はいずれも

外面の調整は格子目叩き痕と考えられる。内面の当て具痕は、青海波状であるが、47の叩き痕は浅い。

51は、真銀製の延煙管である。羅字、火皿共に一枚作りで、合わせ目を上面の中央に通している。

表面は鍍銀している。長さ約12cmの小型であることから、携帯用であろう。
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Fig．43　遺構面出土遺物実測図（縮尺1／3．1／1）
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柱穴・表土・遺構面出土遺物
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第4章　Ⅱ区の調査

1・地形と概要

Ⅱ区は、現代の三面側溝の西側に位置しており、厚さ1・3mに盛土が行われている0　かって昭和50

年代にこの地域の区画整理によって道路が変更されるまでは、この側溝に沿って里道が存在した。こ
／

の里道の最終面の道幅は約3m、高さ約0．5mを測り、その西側に水田が広がっていた景観が想像で

きる。里道の標高は約22m、これに伴う西側水田面の標高は約21．5mを測る。里道、水田面共に洪水

等の砂堆に伴って、何度も作り変えられており、その状況はFig・45．62の南面土層で読みとること

ができる。

最も古い水田面の標高は約20・7mcmを測り、東側Ⅰ区との比高差は約1mを測る。これに伴う溝

SD12は、平安時代と考えられ、この水路の開削によって、七隈川東側の広範な水田化が可能になっ

たものと考えられる。

2．遺構・遺物説明

調査区の西南側に位置する水路を挟んだ東側のⅠ区に対して、便宜的にこの地点をⅡ区と称する。

Ⅰ区の遺構面は標高約21～22mを測り、時期的にも古墳時代を主体として掘立柱建物群で構成され

Ⅱ区全景（南から）
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1面

Fig－44　Ⅱ区1．2面遺構配置図（縮尺1／100）
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－90－



るのに対して、Ⅱ区では水田跡、及びこれに伴う水路、畦畔で構成される。

最も新しい遺構には江戸時代の暗渠が存在するが、この暗渠の上部には、近世・現代の道路跡が存

在する。これらは昭和50年代の初めに区画整理が行われる以前まで里道として利用されていたもので

ある。

この里道の形成は、溝SD12の東側に設けられた畦畔Aが水田面の上昇と共に、大畦畔として拡張、

肥大化する段階で、より道路的な機能をもっようになったものである。この結果、Nは8水田面の段階

では、水田面が東側に拡張する傾向にあったものが、里道の形成と共に西側水田面の面積が縮小され

ていく。

Ⅱ区において、検出した遺構は、水田跡、溝（水路）跡、畦畔跡、及び近世里道、暗渠跡などであ

る。

（1）暗渠跡（SX）

Ⅱ区の南東側壁面より、溝SD12に直交する状態で暗渠排水遺構1墓が存在する。

暗渠SXOl（Fig．44・47）この暗渠は、土管を継いで構築されている。暗渠の出発点は、現代の三

面側溝の下部が想定され、先端は溝SD12に面して終わっている。

暗渠の現存長は約110cm、管の外径は、口縁部で約10．6cmを測る。暗渠は東から西側へ傾斜させて

おり、暗渠土管の標高は、東側において21・178m、西側の排水口で21・138mを測る。排水口には長さ

18～40cm大の板状礫や、長さ60cmの角石を用いて、溜桝状の囲いを作っている。

暗渠の構築は、西側に傾斜する浅い土壙を掘削し、土管の下面に相当する部分に礫を敷いて、高低

lゝ堅／い‥．

」＝21．61m

Fig．47　暗渠実測図（縮尺l／30）
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近世暗渠SXOl（西から）

．覇醇二了，二

遊　諭
三三≡該⊆5

Fig．48　暗渠出土遺物実測図（縮尺1／3・1／1）
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※数字は実測図番号に一致する。
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Fig・49　暗渠土管実測図（縮尺1／8）
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暗渠出土遺物

9

※数字は実測図番号に一致する。

の調整を行うと共に、土管の横ズレを防ぐために、小振りの石を土管の側面に詰めて押えとしている。

この暗渠の先端、すなわち溜桝状の石組部分は、水田の水口に相当するものと考えられる。

現代の三面側溝と同じ位置には、古い水路が存在することをトレンチ調査にて確認しており、この

水路から西側水田面への導水用としてこの暗渠が作られたものと考えられる。

排水口の礫下より『寛永通賓』が2枚出土した。この暗渠排水口のレベル位置より、水田面を想定

すれば、調査区南壁土層の第34層灰色砂質土、第35層暗茶灰色粘質土が、同時期の水田跡面と考えら

れる。

土管Nは13が最も径が大きく、この内側にNo12が差し込まれていた状態で継いている。いずれも口径、

寸法に違いがあることから転用品と考えられる。東より土管Nn13→Nは12→N0．11→Nは10の順番に接合さ

れていた。

（2）暗渠跡出土遺物

暗渠排水に用いられた土管、及び水神祭祀に用いられた貨銭2点である。

暗渠SX01出土遺物（Fig．48－1～6）1・2は須恵器、3は土師器、4は陶器、5・6は磁器であ

る。

1は器台片で、外面にはヨコ方向の波線2条と、波状の櫛目文を施している。2は甕の破片で、外

面は極小の格子目叩きを、内面は小さな波状の当て具痕が残る。3は甑の把手である。上部に長さ

2．8cm、深さ0・8cmの溝を穿っている。4は陶器皿で、低い高台を有する。内底に目痕が存在する。透

明釉は、体部下位まで施している。唐津焼である5は、明代染付皿片である。高台は細く高い。内底

見込みには圏線を施し、内底に雲文を表現する。6は、伊万里染付皿である。内面見込みに圏線を施
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し、体部内面に草文状の文様を表現する。

8・9は「寛永通宝」である。いずれも、排水溝の礫中より検出したが、荒掘り中のことであり、

他にも存在した可能性は否定できない。水神祭祀に用いられた貨銭と考えられる。9は腐食が著しく、

銘文が明確ではない。8は裏面上位に「文」の文字を鋳出している寛文年間（1668～）の鋳銭である。

8．9共に、径は2・5cm、方孔の一辺は0．6mを測る。

10～13は土管である。各々に長さ、口径が違っている。13は調査区外の排水溝下に位置していたた

め、全てを抜き取ることができず、結果的に下半を欠いている。10は、長さ47．2cm、受け口部分の口

径は20cm、挿入口は、口縁端部を内側に巻き込んでおり、口径は14cmを測る。受け口部分は、ハの字

形に開き、簡部との接合部は内外面に段を有する。

11は、受け口部分の口縁部を欠いている。挿入口部の口径は14cm、現存長64．4cmを測る。受け口部

分は、簡部先端を肥厚させ、この外側に筒状粘土帯を貼り付けて成形している。内外面に段を有して

いる。

12は、受け部の口径16．8皿、挿入部の口径12・8cmを測る。受け部の作りは、10・11同様に、筒部先

端を肥厚させ上から径の大きい筒を張り合わせている。受け口部は、10の様には大きく開かない。

13は、下半部分が不明である。受け口部は、ハの字形に開いている。接合方向は10～12と同様であ

るが、簡部先端は肥厚させていない。受け口部の内側に段を有している。口径は24．4cm、現存長60．4

溝SD12土層状態（東南から）

L＝20．91m N

0　　　　　　　　　　　　　　1m
一一．－　　　．＿　＿　　　　　＿　　　　　－・l‐．．

潰SD13土屑名称
1．黒色粘質土

2．黒色砂質土（粗砂を含む）
3．粗砂

4・黒色砂質土（2より粗砂少ない）
5．灰色砂

6．灰色粗砂
7・灰黄色粗砂
8・灰褐色細砂

（鉄分のため褐色を帯びる）

Fig・50　溝SD12土層実測図（縮尺l／30）
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9．灰黒色細砂
ⅰ0．灰黄色砂

11．灰褐色細砂
12．褐色粗砂（粗砂は1～3cm大

10数枚の堆積層）
12：褐色租砂

13．黒色粘質土
14．灰青色粘質土
15．褐色粗砂と白色砂の互屑



cmを測る。外面にはタテ方向のナデ、又はケズリ痕が認められる。これらの土管は、いずれも外面に

褐釉が施されている0簡部の作りは、内面を観察する限り、輪積みの痕跡をのこしているが、型作り

の可能性がある。小石原焼又は、高取焼であろう。

（3）溝跡（SD）

水路と考えられる溝を4条検出した。いずれも水田、及び畦畔を伴っており、水田規模の拡大や洪

水等に伴う変遷を追うことができる。

SD12（Fig．44）Ⅱ区の水田遺構に伴って検出した。略南方向の溝で、西方向へ蛇行している。溝の

断面形は、二段掘りになっており、下段は逆梯形状を呈する。

溝の西側には水田面が形成されており、用水路として掘削されたものと考えられる。溝の南側には、

木材と石を組み合わせた柵（しがらみ）が設けられているが、石組部分の鏡石は、溝SD12の底面に

達しているものの、木組み部分は溝SD12の上位に存在することから、木組み部分については重複し

た溝SD13に伴う可能性がある。

溝の現存長は約10m、溝幅は約170cm、深さは、一段目が約40cm、二段目底までが約80cmを測るO

覆土は、上層の1～11層は、黒色粘質土、黒色砂質土、灰色砂、灰黄色粗砂、灰黒色砂、灰褐色細

砂などが、レンズ状に互層を形成しているが、下層のⅰ2～16層は、粗砂層を主体としており黒色粘質

土の薄い間層が存在するに過ぎない○又、溝底、溝壁は起伏に富み、乱れが大きい。このことは、相

当の水量が有ったことを示している。

SD13（Fig・44・50）溝SD12の廃絶以後、これに重複する形で構築されている。溝の現存長は、遺

構面において把握できなかったため、約2・5mの長さのみ検出した。溝の断面形は、逆梯形状を呈し、

溝幅は約130cm、深さ約30cmを測る。溝の西側には畦畔Dが、東側には畦畔Cが設けられる。

この溝の北側には、材木及び石材を用いた柵が存在した。調査時においては、溝SD12に伴う遺構

と考えていたが、土層図と照らし合わせた結果、木組み部分と石組み部分に時期の相違がある可能性

が高く、レベル的には木組みの柵がSD13に伴うかもしれない。

この溝に伴う水田面は、第37層（N0・8耕作土）と、第36層（Nn6耕作土）、第41層（N0．7耕作土）

が考えられる。

SD14（Fig・44）略南北方向の溝で、現代の排水溝に一部重複している。このため溝の東側肩は、把

握できない。溝は、畦畔の拡大・里道化に伴って、何度も作り変えられており、溝SD14A～Dまで

の変遷を辿る0現代の側溝と重複するのは、溝SD14Dである。溝SD14Aの現存長は約17m、最大

幅約2・4m、最大の深さ約55mを測る。

溝の断面形は・扁平な箱薬研堀状を呈しているが、底面の起伏は著しく、礫、流木等も出土した。

溝の南側西壁に沿って護岸のためと考えられる杭列が存在する。この溝は先述した通り、溝SD08に

接続する可能性が大きい。

覆土は・暗灰青色粘質土、灰色砂層などで埋まっており、特に下層は、砂層と灰青色粘土の互層と

なっている。

SD15（Fig・44）ⅰ面において検出した。溝SD12と同じく南北方向の溝で、溝SD12とは切り合い
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関係にあり、溝SD12の上層に位置しており、溝SD12が先行する。溝の南側約半分が溝SD12に、北

側が溝SD14と重なっていることから、溝SD12・14の廃絶後に水路変更したものと考えられるO

溝の現存長は8m、最大幅約170cm、深さ約25cmを測る。

覆土は、暗灰色粘質土の単純層に近く、わずかに上層部分が灰色粘質土であった。

田LL LZ＝「
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Fig．51溝SD12内柵、SD14内杭実測図（縮尺1／40）
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溝SD13内柵（しがらみ）の状態（南から）

ー享、‐＿．．．．…三‾∴‾一二三一一
二　一　　　一　三＿

柵（しがらみ）内石組み状態（北から）
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柵（しがらみ）内木組み状態（西南から）

溝SD12柵（しがらみ）、溝SD14杭列の状態（東から）
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（4）柵（SX）
しがらみ

柵SXO2（Fig．51）溝SD12・13の南側に設けられており、石組みを主体として堰を作り、堰の南

面には木杭、枝材を使って柵を完成させている。しかし、石組み部分と、木材部分にはレベル位置に

相違があることから、形成時期に違いがあることも充分に考えられる。

石組み部分は、北側の一部が発掘作業中に崩壊したが、長さ約190cm、幅約160cmの範囲に構築され

ている。

石組みの構造は、先ず溝SD12の長軸に対して約28度の角度で、溝を横断させる様に扁平な板石

（鏡石）を据える。この板石の長さは、約120cm、高さ約42cm、厚さ約40cmを測るもので、上面の高
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さの調整と石の安定を図るために、石の底面の下に、厚さ10～15cmの小石や、木杭を敷いている。

この中心となる板石の南側には、一段ないし二段の板石を積み、北側には、一段から三段に板石、

又は角石を積んでいるが、規則性は認められないO　この石組みの両側には木杭が打ち込まれ、又、石

組み内には石を安定させるために杭が差し込まれていた。これらの石積み上面は、標高約20．76mの

高さに揃えられている。鏡石のみは、溝SD12の底面に達しているが、他の一段ないし二段の石積み

箇所は、下端が溝底には達しておらず浮いた様な不安定な状態を呈している。

石組みの上面が揃えられていることは、陸橋としての機能をもっていたことが考えられる。又、不

安定な石積みの状態は、溝SD12が或る程度埋没した状況の中で構築された可能性がある。何故なら

1－

1ノ

＼．－、

…．．一二…「顆．5、‡／・．．．．／二．

＼＼－土と芸者

10cm
－一一一一一一一一一一一一一　一．　，　　　　　　　　　　　　5

／
l

＼・・、＝∃雲＝≠老／

Fig．52　溝SD12・13出土遺物実測図（縮尺1／3）
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Fig．53　柵出土木製品実測図（縮尺1／4）
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溝SD12・13出土遺物

柵（しがらみ）出土木製品
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ば、石組みの南面に存在する木杭と枝材で構築された柵の範囲は石組み範匪はり幅広く、木杭や、横

木の一部は、角石や板石によって圧迫を受け倒されたり、押えられたものも存在することから説明で

きる。

溝SD12は、溝壁面が挟り込まれたり、厚い下層の粗砂堆積の状態からみて、流水は相当な速さを

維持していたものと考えられ、当初の柵の損壊を補強し、且つ、陸橋を構築する目的で石組みによる

柵が作られた可能性も残る。石組み内の隙間が多いことは、これによって、流水の速さを調整するこ

とが可能になったと考えられる。この柵上には、木目の破片が散乱していたが、これも木片の大きさ

からみて、柵の安定のために詰め込まれたものと考えられる。

これに伴なう水田面は、西側の標高約20・8mを測る第40層の黒色粘質土が相当するであろう。

しがらみ

（5）溝・柵内出土遺物

SD12出土遺物（Fig．52－60－16－85）遺構の項で述べた様に、SD13．12は重複しており、調査中に

遺物が混入している可能性を明らかにしておく。Fig・54に示した様に、杭・横木の内数点について

は炭素年代測定を行った結果、約100年の誤差が有ることが判明した。これらの杭・横木については、

SD12・13のいずれかの時期に属すると考えられるが、現段階では、SD12出土遺物として一括した。

16．18～20．22～26・28が、石組み柵の礫中より出土。27は溝肩より出土。17は木杭表出面より出

土した。22・25・27・28は土師器、16～21は須恵器、26は内黒土器、23・24は青磁である。

22は口径14cmを測る。口径郡は若干肥厚し、緩く外反する。胴部内面は、タテ方向のヘラケズリを

施す。25は、坏片で、鹿部は丸味をもっ。口径15cmを測る。28は、甑の把手である。断面最大径4・8

mを測る。21は、須恵器坏身で、受け部は小さく、口縁部の立ち上がりは高い。口径10cmを測る。20

は器台片と考えられ、外面に波状文を施している。16～19は、甕破片で、いずれも外面に小さな格子

目叩きを施している。内面は、16・18が同心円状、17・19が青海波状の当て具痕を残している。16・

18は同一個体の可能性がある。27は糸切り底の皿である。口径11・8cm、器高1．5cmを測る。26は、内

面が黒色研磨されている。鹿部は丸味をもち、高台は断面三角状を呈する。瓦器椀であろう。23・24

は同安窯系の青磁で、23は碗、24は皿である。23の内面には、櫛目による雲文、及び沈線による草花

文を施す。

29・30は臼状の木製品である。柵の上面に埋め込まれた様な状態で出土した。いずれも半分程度し

か遺存していない。

29は、鹿部径約36cm、口縁部復元径30・4cmを測る。側面はやや内傾気味である。口縁端部は丁寧な

面取整形が行われている。側面の中位よりやや下位に輪状に挟り込みを入れており、内面にノミ痕を

残している。又、一ヶ所に把手状の挟り込みが存在することから、この把手は対を成していたものと

考える。把手の挟り込みは幅約11cm、深さ4・6cmを測り、断面形は箱形を呈している。把手の厚さは

約2．2cmを測るが、幅は不明である。しかし、現存の幅3・8cmを超えるものと推定できる。内側につい

ては、底が環状に抜けた状態を呈しており、上部には段を有している。又、鹿部外面は上げ底となっ

ている。

底の状態から、元来の形状を推定すると、3通りの形が考えられる。先ずは、元来から底が抜けて

いたと見倣した場合の用途であるが、側面の挟り痕の存在から紐、又は縄掛の個所を考えれば組み合

わせ式で、30と同様な形状を推定できる。第2には、内底が存在したとした場合、上部の断面形が点

線の如く、摺鉢状を呈していたのであれば、臼と考えるのが妥当である。しかし、段の部分の状態を

みると、30の内面の段同様に原形を留めている可能性が高く、容器と見倣すことも可能である。

－104－



30は、29とは基本的に同形状である。但し、側面に環状の挟り込みは有るものの、挟り込んで作っ

た把手は存在しない。側面はやや内傾気味である。口縁部は丁寧な面取り調整を行っている。鹿部径

32．4cⅡ1、口縁部径28．6皿を測る。内面鹿部は環状に抜けている。内面上位は器壁が薄く、下位を厚く

するため、幅3．5cmほどの段を作っている。外面の中央を巡る紐掛け状の挟り部分は、一ヶ所だけ決

り残しがあるが、その部分には挿し込まれた把手が遺存している。把手は、直径2．6cmの円柱状の棒

である。鹿部は、30同様に上げ底である。組み合わせの挽臼と考えられる。

31～73は、柵に用いられた杭である。この中には護岸に打ち込まれた立杭（35・36・38・39．42・

44～48・52）、及び柵内に用いられた立杭（31－34・37・40・41・43・49～51・53・54）更には、流

されて石組内に埋没していた杭（56～72）に分けることができる。用いた材は、マツ属を主体として、
．

その主枝を用いているが、枝先を尖らせて杭としたものが多く、枝元を尖らせたものは少ない。小枝

は根元にて丁寧に削り取られている。

31．37～55は、枝先端を尖らせて杭としたもの、56～61は、枝元を尖らせて杭としたものである。

現存長は27～58cmを測る。木杭33－36・37・38・40・51．53・54は、杭の直径が3・6～6cmを測る。

幹を用いた木杭と考えられ、主枝を用いた杭とは時期を異にする可能性がある。これらの樹種はマツ

★14C年代測定を行った木杭

①720±80　②840±80　③770±80　④430±70（単位14C年代／yearsBP）

Fig．54　溝SD12．14、及び柵検出の杭．木製品位置図（縮尺1／6）　※数字は実謝図番号に一致する。
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Tab．2　溝SD12内柵、SD14内杭・木製品対照表

挿 図

番号

遺物

番号

出土

地点

登録

番号
種類 備　　 考

挿図

番号

遺物

番号

出土

地点

登録

番号
種類 備　　 考

53 29 ．S D 12 2020 1 臼か しが らみ内 57 6 0 S D 12 20063 倒杭 しが らみ内

′′ 30 S D 12 20202 挽臼 しが らみ内 ′′ 61 S D 12 200 15 横杭 しが らみ内 ．

55 31 S D 12 20069 立杭 しが らみ東側 ′′ 62 S D 12 2008 2 横杭 しが らみ内

〝 32 S D 12 20036 立杭 しが らみ内 58 63 S D 12 20050 倒杭 しが らみ内

〝 33 S D 12 20070 立杭 しが らみ東側 ／′ 64 S D ⅰ2 20048 横杭 しが らみ内

〟 34 S D 12 20058 立杭 石組下 ′′ 65 S D 12 20054 横杭 しが らみ内

ノ′ 35 S D 12 20079 立杭 護岸 ／′ 66 S D 12 20060 横杭 しが らみ内

〟 36 S D 12 20007 立杭 護 岸 〝 67 S D 12 20047 横 杭 しが らみ内

〝 37 S D 12 20068 立杭 しが らみ東側 ′′ 68 S D 12 20086 桟杭 しが らみ内

〝 38 S D 12 20067 立杭 護岸、 しが らみ東側 ／／ 69 S D 12 2002 1 横木 しが らみ内

〝 39 S D 12 20097 立杭 護岸、 しが らみ東側 〝 70 S D 12 200 20 横杭 しが らみ内

〝 40 S D 12 20055 立杭 しが らみ内 〝 71 S D 12 2 0052 槙杭 しが らみ内

〝 4 1 SD 12 20096 立杭 しが らみ側 〝 72 S D 12 20059 槙杭 しが らみ内

′′ 42 SD 12 20099 立 杭 護岸 〝 73 S D 12 20077 横杭 しが らみ内

′′ 43 S D 12 20085 立 杭 しがらみ内、Nn30日の下 59 74 S D 12 20095 構杭 しが らみ内

56 4 4 S D 12 20089 立杭 護岸、 しが らみ東側 ′′ 75 S D 12 20065 横木 しが らみ内

′′ 45 S D 12 2．0083 立杭 護岸、 しが らみ南側 〝 76 S D 12 200 16 横 木 しが らみ内

　 〝 46
l

S D 12 2009 2 立杭 護岸、 石組側 ′′ 77 SD 12 200 18 横木 しが らみ内

′′ 47 S D 12 200 98 立杭 護岸、 しが らみ東側 ′′ 78 SD 12 200 17 横木 しが らみ内

〝 48 S D 12 20088 立杭 護岸 〝 79 S D 12 2003 2 加工木 石組下

〝 49 S D 12 20073 立杭 しが らみ内 〝 8 0 S D 12 200 02 加工木
／

石組下

〝 50 S D 12 20d9ⅰ 立杭 しが らみ内 60 81 S D 12 20071 加工木 石組下

〝 5 ⅰ S D ⅰ2 20081 立杭 しが らみ南側 ′′ 82 S D 12 20019 加工木 石組側

〝 52 S D 12 20010 立杭 護岸、石組側 〝 83 S D 12 20056 加工木 石組側

〝 53 S D 12 20087 立杭 しが らみ内 〝 84 S D 12 20003 加 工木 石組側

57 54 S D 12 20 ⅰ00 立 杭 石組 内 ′′ 85 S D 12 2003 1
彿 工木 石組側

′′ 55 S D 12 20076 杭状 出土地点不明 ′′ 86 S D 14 20093 立杭 護岸

〝 56 SD 12 20074 杭状 出土地点不明 〝 87 S D 14 20090 立杭 護 岸

／′ 5 7 S D 12 20004 横木 石組 内 〝 88 S D 14 ．20094 立杭 護 岸

〟

〝

5 8

59

S D 12

S D 12

20022

20064

甲杭

横木

しが らみ内

しが らみ内

′′ 8 9 S D 14 200 72 立杭 護岸
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Fig．55　溝SD12、及び柵検出の杭・木製品実測図①（縮尺1／6）
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Fig．56　溝SD12、及び柵検出の杭．木製品実測図②（縮尺1／6）
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Fig．57　溝SD12、及び柵検出の杭・木製品実測図③（縮尺1／6）
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Fig．58　溝SD12、及び柵検出の杭・木製品実測図④（縮尺1／6）
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Fig．59　溝SD12、及び柵検出の杭・木製品実測図⑤（縮尺1／6）
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Fig．60　溝SD12、及び柵、SD14検出の杭実測図（縮尺1／6）
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Fig．61溝SD14・15出土遺物実測図（縮尺1／3）
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属を主体としたものであった。

74～78は柵の横木である。これらは枝元を切り離したままで、枝先端は加工していない。又、小枝、

葉も残しており、柵の水溜めとしては最適であったと考えられる。樹種はマツ属である。79～81・

84・85は、直径8．4－12cmを測る材であるが、両端を丁寧に面取り加工している。81のように若干尖

り気味のものもあるが、杭としての利用は考えがたい。79・84．85の現存長は67～73cmであることか

ら、一定の規格性が考えられる。樹種はマツ属であった。

SD13出土遺物（Fig．52－14・15）14は須恵器坏身である。蓋受けは小さい。口縁部は細く立ち上が

る○復元口径11．5cmを測る。15は土師質土器の担鉢である。口縁端部を肥厚し、断面コの字形に成形

する。口縁部内面はヨコハケ、外面上位はナデ調整、下部はナナメ方向のパケ目痕がある。

SD14出土遺物（Fig．60－86～89．Fig．61－90－103）90～94は須恵器、96は瓦器腕、97は黒色土器、

98は白磁碗、100・101は土師器の把手、95・99は瓦質土器、102は石製品、103は木製品である。

90～93は、須恵器の甕片である。90・91・93の外面は格子目叩き、92の外面は平行叩きである。内

面は、90・91が同心円、92・93が青海波状の当て具痕である。圧痕は非常に浅い。92の外面叩き痕は、

格子目状にも見られるところから、擬似格子目叩きと呼ばれるものであろう。94は、器台坏部の破片

で、外面に小さな突帯を2条削り出し、この内側に波状文を施している。内面はナデ調整である。

95は、瓦質土器鉢の鹿部で、外鹿部は糸切り痕である。捏鉢であろう。99は、瓦質土器の担鉢であ

る。口径は28．3cmを測る。口縁部を玉縁状に肥厚させ、口唇部に沈線状の凹みを設けている。口縁部

内外は、ヨコナデ調整、胴部外面は指頭圧痕を消すために下位はタテパケ、上位はヨコパケを施す。

100・101は、土師器甑の把手であるが、101は角状の光った形状をなし、100は偏平な形状をなす0

100は移動式カマドの把手であろうか。96は土師器高台付の椀である。高台断面は戟頑三角形を呈す

る。97は内外面が黒色を呈しているが、形状的に瓦器椀の可能性がある。

98は、中国製の白磁碗の破片である。低い玉縁口縁部を形成している。

102は、石鍋片を転用した石錘である。不整の楕円形状に外形を粗く成形した後、中央よりやや上

位に鈍掛けの挟りを巡らしている。

103は、木製品である。毛筆の軸と考えられ、先端は細く、筆先に当たる部分は太くなっている。

筆先の結合部分には、紐の結束のために溝が掘られている。現存長12・2cm、筆先にあたる基部径は

1．0m、先端部の径は0．15mを測る。

86～89は、木杭である。溝の南側において、西肩の土留めとして木杭が打ちこまれていた。1～4

はその一部であるが、いずれも広葉樹である。杭の現存長は74～108cm、直径は2．6～4・5cmを測る。

若木の幹、又は、主枝を利用し、先端を鋭利に加工している。炭素年代測定では、430±70年前の結

果を得ている。

SD15出土遺物（Fig・61－104）溝SD12との合流部分で出土したO中国製同安窯系青磁碗の破片で、

外面には櫛目の猫掻文、内面にはへラ片彫りによる雲文を施す。透明釉は、やや厚目である。

（6）水田跡（SS）

調査区の西南側にて検出した東側には溝SD12・14が附設している。

西壁、及び南壁の土層図で確認する限り、現代水田面（N0．1耕作土）を含んだ水田面の耕作土の
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数は10枚存在したことが伺える。遺構面（水田耕作土）として調査した水田面は、第37層（Nは8耕作

土）の黒色粘質土、第40層（Nは9耕作土）の黒色粘質土が相当する。

第1面の水田面をSSOlとし、第2面の水田面をSS02としたo

SS01（Fig．44・65）第1面で検出した水田面である。溝SD12Bの南側に展開する。水路との境に

は、幅約85cm、高さ約10cm程度の低い畦畔SF02が存在する。

耕作土はN0．8の耕作土で第37層黒色粘質土である。耕作土の厚さは10～12cmである。南側上面には、

第42層の黄灰色微妙層が堆積していた。この砂堆時に西側の耕作土は流されてしまっている。耕作土

上面には足跡が遺存していた。水田面の区画は、略方形と考えられる。

溝SD12には先述した通り、石組みの柵が設けられており、柵に対応して畦畔には、水口と考えら

れる窪みが存在する。そして、水口の側には水量の調節用と考えられる人頭大の自然石が置かれてい

た。

SSO2（Fig．44・65）第1面耕作土の下層に存在する第40層（No．9耕作土）が相当する。第1両耕作

土との間には、第39層の茶灰色砂礫層、灰白色微妙層が厚く堆積しているため分離は容易であった。

耕作土の厚さは10～15cmを測り、土壌は黒色粘質土である。

畦畔は、第1面と同位置に存在し、第1面の畦畔下位に存在する幅約115cm、高さ約24cmを測る大

畦畔SF03（畦畔D下）が相当する。耕作土は、この畦畔の下位にも続いており、そのまま東側の溝

SD12Aの肩を形成していることから溝SD12Bの構築に際して、新たに畦畔SF02（畦畔D上）が設

けられたことを物語っている。

（7）畦畔（SF）

水田に伴う畦畔、及び里道として成立・完成した大畦畔が存在するが、これらについては、別項で

触れているので、詳細に述べない。遺構面に於いて面的にとらえた畦畔については、遺構番号の前に

SFの記号を冠したが、土層面にて確認した畦畔については、畦A～Jの呼称を付けた。

畦畔A（Fig．45・65）SF04が相当する。溝SD12Aと溝SD14Aの問に位置する。幅約70cm、高さ

約15cmを測る。現状では非常に低いが、溝SD14Aに削平を受けた可能性が高い。確認できる長さは

約3．8mに過ぎない。畦畔の北側は、溝SD14A、溝SD15によって削平されている。

畦畔B（Fig．45・65）南側壁面の土層断面によって確認した。地山と考えられる青灰色粘土を削り

出して作っており、非常に低い。幅約60cm、高さ約7～8cm程度である。

この畦畔に伴う水田耕作土は、第43層の暗灰色砂質土と考えられるが、調査期限の関係で平面的に

確認することはできなかった。

畦畔C（Fig．45・65）溝SD12B（溝SD13）と溝SD14Aの境をなす畦である。東側を溝SD14Aに

よって削平されたために、畦状に遺存した可能性がある。

畦畔D（Fig．45・65）SFO2・03が相当する。溝SD12Aの西側に伴って設けられた畦と考える。溝

SD12Aが水路として長期間使用されている内に、土砂の底ざらい泥揚げ行為によって、形成された
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ものであろう。Nは9水田耕作土の上部に作られる。

畦畔の堆積土は、第29層と第28層に分離でき、それぞれ、Nn9の水田耕作土とNn7．8の耕作土に

対応する。畦畔Dの上部は、幅85cm、高さ約8cmを測る。溝SD12Aの西肩に被さった状態のため、

溝発掘時に大部分が失われた。下位の畦畔は、幅120cm、高さ約16cmを測る。溝SD12Aの西肩に

沿って作られる。この畦畔の南側には、溝SD12A内に作られた柵に対応して水口が設けられている。

水口の規模は、幅40cmを測り、北側には畦畔上位に人頭大の角石が置かれていた。水量調節の石と考

えられる。

畦畔E（Fig．45・65）南壁土層面にて確認した。溝SD12B・SD14Aの廃絶に伴って新たに作られ

た畦で、溝SD14Bが東側に構築される。

畦畔Kと同時に対応するもので、その間には、小溝SD12Cが存在する。水田面はN0．6の耕作土、

又はN0．5の耕作土が対応すると考えられる。畦畔幅約130cm、高さ約50cmを測るb

畦畔K（Fig45・65）南壁土層面にて確認した。畦畔Eに対応して作られるが、その後は畦畔Eの

拡大化によって作られた畦畔F・Gにも対応する。その間の小溝はSD12D・Eが各々対応する。

畦畔F・G（Fig．45・65）いずれも南壁・北壁面の土層にて確認した。畦畔と云うよりも、道路と

しての機能がより強くなっているものと考えられる。

畦畔F・Gは、畦畔Kに対応し、その間に小溝SD12D・Eが存在する。対応する水田は、No．51

又はN0．6の耕作土であろう。

畦畔Fの東側には、水路SD14Cが、畦畔Gの東側には、SD14Dが設けられる。畦畔F・Gの断

水田跡及び水田面トレンチ出土遺物
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面形は逆梯形状である。畦畔Fの下端幅は160cm、高さ約50cm、畦畔Gの下端幅は約200皿、高さは

約50cmを測る。

畦畔H～J（Fig．45・65）南壁．北壁面の土層にて確認した。道路として意識され、畦畔Hの段階

では、西側に盛土（第10層）を行って大幅に道幅を拡張している。第10層は赤褐色粘質土で、当該地

には存在しない土なので、周辺の山地より運ばれたものである。天場は、灰色の砂混じりの土で填圧

を行っている。畦畔Gの規模の時からの拡張幅は、約120mを測る。

畦畔Ⅰは、畦畔Hよりも更に40m程西側に拡張している。畦畔Hの下端幅は約3．2m、上端幅は約

2．2m、畦畔Ⅰの下端幅は約3．1m、上端幅は約2．2m、畦畔Jの下端幅は約3・2m、上端幅は約1．8m

である。　　　　　　　　

各々の畦畔に対応する水田は、畦畔Hが、Nn5、又はNn3・4の耕作土で、畦畔Ⅰは、Nn2、又

はNnlの耕作土である。畦畔Jは、N0．1の耕作土が対応する。

以上、畦畔の概要を述べたが、調査期間の制約上、全ての水田面と畦畔の状態を平面的に確認する

ことはできなかった。時期を判断する材料に乏しいが、溝SD12A・14Aの時期から推測して、畦畔

A．Bは平安～鎌倉時代、畦畔Dは室町時代、畦畔Cは戦国桃山時代、畦畔E～Gは江戸時代、畦

畔H～Jは明治時代以降現代までとしておきたい。

（8）水田跡出土遺物

SSOl・02出土遺物（Fig．63－105－112）108は、同安窯系の青磁碗で、外面にタテ方向の櫛目文、内

面に片彫りの草文を施している。109は、陶器碗で、体部は半球体を呈す。105～107は、須恵器の甕

片である。105・107の外面は、平行叩き痕、106の外面は、小さな格子目叩きである。105・106の内

面は青海波の当て具痕である。110は、瓦質土器の摺鉢で、内面に下し目を施す。口縁端部は平坦に

仕上げる。外面はナデ調整、内面はヨコハケ調整で、5本単位の下し目を施している。112は、手づ

くねの土製品で、先端を丸く仕上げている。鋳物の茎子の可能性がある。

（9）水田跡トレンチ出土遺物

トレンチ出土遺物（Fig．64���8�S��H�｣��8�S��H,ﾙ�ｸﾆ(ｮﾙｪﾘ･y]�,X*�.��#��8,ﾘ���H鵫*�7舒ﾘ,X*�.�� 

口縁部を欠いており、外面天井部は右方向の回転ヘラケズリである。115は、玄武岩磨製石斧で、表

面に叩き痕を残している。側面の一部に研磨がみられる。刃部は欠損しているが刃部の研ぎ出しを

行っている。現存長7．8cm、最大幅6．8cmを測る。

㈹　畦畔出土遺物　

いずれの畦畔から出土したのか、特定できなかった。

畦畔SF01～04出土遺物（Fig．64－116～119）119は伊万里焼の小碗（猪口）である。休部は半球体を

呈している。116は龍泉窯系の碗である。釉は厚めで、高台外面まで施す。内底にスタンプがある。

蓮弁を環状に配し、その内側に「福」の吉祥文字をあしらっている。117は二重口縁壷片であるo　口

縁部の外面はタテパケ、内面はヨコハケ調整である。

118は、土師器の甕で口縁部は肥厚する。胴部は厚目にへラ削りを行う。
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第5章　まとめ

今回の調査地点は、前述した通り袖山山塊から派生した標高30m前後を測る丘陵に挟まれた狭除な

七隈川の開拓地に位置し、かつて律令時代には早良郡野け郷に比定された地域である。

この地域は、博多湾に向かって伸びる丘陵郡の基部に相当するところから小河川の開折によって形

成された狭い谷地形が入り組んでおり、このため水田潅漑に必要な溜池が多く築かれており、谷地水

田の必要な水甕的地域となっている。丘陵上やその周辺では古墳群が広範囲に分布していることが早

くから注目されていたが、集落遺跡や生産遺跡の存在については縄文時代の散布地を除いては余りよ

く知られていない地域のひとっであった。

調査対象となった一般国道202号線外環状道路は、これらの丘陵や谷地を横断する形状に路線決定

されており、この地域の埋蔵文化財の分布状態を知る手掛かりとなった。試掘調査によって梅林地区

においては七隈川の両岸に縄文時代から中世に至る遺跡の分布が明らかとなったが、特に狭随な地形

における集落の発達や水田開発の在り方、開発時期について意義あるものとなった。

発掘調査地点は、七隈川右岸の舌状台地上に立地しているが、標高20m前後を測る台地に存在する

集落遺跡は、東南部の丘陵を向背とし、北東部を開析谷に遮られ、さらに西側を七隈川の開折による

段丘形成によって区切られた100m四方の範囲に限られている。

発見した遺構は以下の通りである。

遺構　　　古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

竪穴住居跡

土壙

土墳墓

焼土壙

祭祀土壙

掘立柱建物

古墳時代～平安時代　溝Ⅰ区

Ⅱ区

古墳時代～江戸時代　水田跡

暗渠

柵

2棟

7基

9基

1基

1基

24棟

11条

4条

6面

1基

1基

遺跡は、古墳時代を主体としている。特に24棟に及ぶ掘立柱建物は、倉庫と考えられる総柱建物群

と居宅的な側柱建物群で構成されるが、その建設位置には一定の制約が存在する。すなわち、倉庫群

は調査区内の東南部と北西部に配属され、側柱建物は西側に集中して存在する。これらの建物は、主

軸方位の相違や切り合い関係により、数回の建て替えが考えられる。掘立柱建物の時期については、

出土遺物が少なく、細かい時期判断はできないが、SB24－P1．P5から土師器の甕が出土している

ことや、住居跡SCOl、土墳墓SRO1・04との切り合い関係の中で推定できる。掘立柱建物SB13は、

住居跡SCOlから切られており又、土墳墓SR04を切っている。SB13－PlOからは、須恵器坏（ⅡA）

が出土している。又、住居跡SC01は、小型の竪穴住居跡で、主柱が住居壁近くに設けられる傾向が

有ることから、住居跡構からして6世紀後半代のものと考えられる。よって掘立柱建物群の時期につ

いては、6世紀の前半～中頃を下限とするものと考えたい。

尚、掘立柱建物の柱根から採取した炭化物については、放射性炭素年代測定を行ったが、SB02・
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03・05は、yearSB・P．2150年±50年～2980年±50年の結果を、側柱建物SBO6．07・09・11・12につ

いては、同じくyears B．P．1640年±40年～1990年±40年の年代結果を得ている。1問×2間の建物

SB04は、yearSB．P・2000±80年の結果を得ている。

側柱だけの建物は、SB18を除いて主柱の間に間柱を密に設けているが、これらの間には木杭を打

ち込んだ状態のものも見受けられた。又、SB06・07・08には、布掘りの痕跡があったことから、元

来全ての側柱建物は、布掘り構造の壁立建物であったことが推測できる。

周辺における壁立建物の類例については、充分に収集し得ていないが、大津市穴生遺跡や滋賀里遺

跡などが存在する。これらは、切妻大壁住居と考えられており、その時期は、6世紀末～7世紀前半

比定されている。

梅林遺跡の側柱建物の規模と平面形に相違は在るものの、同様に切妻大壁住居と考えて良いであろ

う。これらの構造をもった住居跡は、渡来人との関係を指摘されており、梅林遺跡の近隣においても、

時期は下るものの製鉄に関係した人々の墓地であるクエゾノ遺跡の5世紀代の前方後円墳等の存在は、

当遺跡の側柱建物と渡来人の関係を示唆するものである。

これらの掘立柱建物の同時存在の軒数やその配置については、今後詳しく検討しなければならない

が、これらの建物群が東南側の丘陵段壁同背として、東に谷、西に七隈川によって限られた範囲に設

けられていること、更に、西に隣接する第3次調査では建物群の西側の境界と考えられる東西方向の

薬研堀の溝SD305を検出したことなど、当遺跡の建物群については古墳時代の居館を構成した施設

と考えることができる。

当遺跡から西側に約600m離れた地点に存在する梅林古墳は、全長約30mの前方後円墳であるが、

時期的にも建物群と合致しており、当遺跡との関連性は特に大きい。

又、この時期は筑紫国造磐井の乱後の宣化元年（536）に筑紫の那津の地に「那津宮家」が設けら

れたとされており、これらの組織に於ける下部組織の施設と見倣すことも可能である。

次にⅡ区の水田跡、溝、及び畦畔との相関関係については以下の様に整理してみた0

水路と考えられる溝の3条は、すなわち、溝SD12・溝SD13．溝SD14であるが、この内、SD12

は2度の作り直しを、SD14は4度作り変えられている。溝SD14はA～Dと変遷するが、SD14は現

代の水路と重複しており、溝SD08と同じ状況にある。方向、規模より同一溝の可能性がある。

Fig・62の土層図を観察すると、溝SD12・溝SD14の関係は以下のとおりとなる。

溝SD12は、当初の規模を幅約1・9m、深さ約0．4m、現存長約10mのものであるが、次の段階では、

幅約1・3m、深さ約35cmの小規模な溝（SD12B）に減じている。

溝SD12Aの西側には、畦畔Bが作られ、その西側に水田面が展開する。又、SD12Aの東側は、

畦畔Aを挟んで、溝SD14Aが存在する。この時、溝SD12に伴う水田面は、第40層（No・9耕作土）

と考えられるが、下層の第43層（Nn10耕作土）も同様に溝SD12Aを水路として利用したと考えて良

いであろう。

洪水の砂唯による水田面の上昇化、及び溝SD12Aの埋没に伴い、新たに溝SD12Bと畦畔C・D

（上．下層）が構築される。この時、畦畔Cの東側にはSD14Aが存在するb溝SD14Aは、SD12A

と同時存在の可能性が高い。この時の水田面は、第40層・37層が耕作土と考えられる。Nは9耕作土は、

SD12Aの時から使用されている耕作土と考えられるo畦畔Dは、下層から上層の2回に亘って作り

直し、Nは9とN0．8の耕作土に対応している。第37～第41層の堆積状態は、洪水による砂堆の度に耕作

土が嵩上げされていく様子が読み取れる。

しかし、溝SD12Bは、Nn6耕作土が拡張されるのに際して埋められ、この上層に幅が広く、低い
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畦畔Fが築かれる。この畦畔には、高さ約15cm、幅約150cmを測る。幅が広く、低い畦畔Fが築かれ

る。そして、その東側の畦畔Eとの間には幅約70cm、深さ約15cmの浅い溝が設けられている。この

溝は、南側土層では、レンズ状に微砂と粘質土の互層であることが示されており、これによれば、日

常的に流水を保ったものではないと考えられる。この時、溝SD12Bの廃絶に合わせて、2本の水路

は、東側の溝SD14に一元化されるが、これによる水流の増加に対処して、畦畔Eは土堤状に高く築

かれ、徐々に嵩上げが行わている。

この畦畔Eの構築には、第23層から第19層の堆積過程が示すように、徐々に盛土が行われている。

畦畔Eの断面形は台形状を呈し、表土面のこの層は填圧を受け、道路として利用したことが伺える。

同時に、溝SD14Aは、畦畔Eの形成による盛土に伴って埋められ、新たに溝SD14Bが掘削される。

次に畦畔Fの構築に伴い、溝SD14Cが掘削され、更に畦畔Gの構築によって、最終段階の溝SD14

Dが掘削される。溝SD14Dの段階では、更に大畦畔F．Gは、道路としての機能を強め、次の段階

では畦畔F・Gの西側は幅1・4mに亘って赤褐色粘質土の盛土によって埋められ、更に表面には灰色

の礫が敷かれるなど、完全に道路として整備されている。

溝SD14Dは、現代の里道として考えられる畦畔J．Ⅰの段階においても水路として生きつづけてい

る。

畦畔の変遷については上記に述べたが、ここでは水田面が洪水による砂唯に対して、耕作土、客土

整地されることに伴い、畦畔が徐々に嵩上げされていくことや、大畦畔の機能が多元化していく過程

で高くしていき、里道化する状況が読み取れる。

以上、断片的な資料の元で充分な見解を見出すことはできなかったが、今後、関連資料の収集、及

び詳細な検討を加えることで、梅林遺跡の掘立柱建物、及び居館の意義、或いは水田開発の状況につ

いて検討していきたい。

－126－



Fig．65　梅林遺跡l・3次調査遺構配置図（縮尺1／700）
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Tab．3　梅林遺跡第1次調査遺構一覧表

遺構名
旧遺

構名

′釉 i

種類

．形　 態 規　 模 （om）
出 土 遺 物　 I時代 l

備　　 考
－

平面形
一

断面形
－

長 幅 深

S D 0 1 溝 逆梯形 582＋α 73 22・．5 古墳 境界地にある

S D 02 績 逆梯形 245＋α 47 10 ′′ 境界地にある

S D 03 溝 逆梯形 240＋α 64 18 ′′

S D 04 溝 逆梯形 2 34 15 9 土師器、須恵器 〝

S D 05 溝 逆梯形 274＋α 22 5．5 土師器 ′′ S B 0 8に切 られる

S D 0 6A 06 溝 逆梯形 64＋α 18 15・5 土師器
S D 06 A ．B の切 り
合い不明

S D 06 B 06 溝 Ⅴ字形 250 22

SD 0 7 溝 逆梯形 970 182 15．5
土師器皿 ．坏 ・甕 ．壷 ・鉢、須恵器、縄文土器鉢、

土師翠、須恵器坏 ．蓋

示世 S c 01に切 られる

S D 0 8 溝 U 字形 715 147 100
土師器皿 ．坏 ・甕 ．黒色土器、須恵器、瓦器椀

青磁
古代 境界地にある．

S D 0 9 溝 逆梯形 940＋α 123＋α 98
土師器甕 ．壷 ・皿 ・高坏、須恵器鉢、黒色土器、青

磁、瓦器椀、鉄滓
中世 境界地にある

S I0 10 溝 逆梯形 280＋α 3 1 7 西側に分岐

SⅠOll 溝 逆梯形 8 16 180 21 土師器甕 ・鉢、須恵器
古墳

？
近世

S D 12 溝 逆梯形 100 0＋α 170＋α 80 土師器、須恵器坏 ・甕、青磁碗 古代末 二段掘 り

S D ⅰ3 溝 逆梯形 250＋α ⅰ82＋α 27 土師器、須恵器坏 ．甕 ．鉢 ．蓋 S D 12 と重複 してい
る

S m 4 溝 箱薬研状 1700 2．4 55
土師器、黒色土器坏、陶器甕、鉄滓

（下層）土師器坏 ．甑、瓦質土器鉢、青磁皿、白磁碗
中世末

S D 15 溝 U 字形 80 0 170 25 土師器、須恵器、鉄滓
中世

1
近世

S K 0 1 土壌 不整円形 逆梯形 72 65 24 S 88°W 古墳

S K 02 土壙 不整円形 逆梯形 56 50 ⅰ3 S 88。W 〝

S K 03 土壙 不整円形 摺鉢形 76 73 29 N 35。W ′／

S K 04 土壙 不整円形 逆梯形 65 6 1 21 N 42。W 〝

S K 08 土壙 不整形 逆梯料
ⅰ3 0＋α 273 9 土師器甕 ．鉢 N 38。E 〝

S K 0 9 S X 0 8 土壌 不整楕円形 逆梯形 223 7 1 20 N 4 1。W 〝

S R 0 1 S X 01 土墳墓 隅丸長方形 摺鉢形 132 56 28 N 84°W 〝 S B 10を切っている。

S R 0 2 S X 02 土壙墓 隅丸方形 逆梯形 100 78 65 N 83。W ／′ 0

S R 0 3 S X 03 土墳墓 隅丸長方形 舟底状 140 6 5 30．5 土師器甑 ・甕 ・鉢、手捏土器 N 84。W ′′

S R 04 S X 04 土壙墓 隅丸長方形 逆梯形 1 10 52 14 土師器、．須恵器 N 8 3。．W 〝 S B 13に切 られる°

S R 05 S X 05 土壙墓 隅丸長方形 逆梯形 140 6．3 26・5 須恵器 N 74 dw 〝

S R o6 S X o6 土壌墓 隅丸長方形 舟底状 110 52 2．3．5 N 8 3。W 〝
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遺構名
旧遺

構名

遺構

種類

形　 態 規　 模 （皿）

出　 土　 遺　 物 主軸方位l 時代 備　 考

平面形 断面形 長 幅 深

SR 07 S X 07 土墳墓 隅丸長方形 逆梯形 135 93 ．46 N 58。W 古墳

SR 09 S X 09 土壙墓 隅丸方形 逆梯形 115 95 18 土師器、白磁碗、青磁碗 ．N 75。W 〝

SR l0 S X 10 土壙墓 隅丸長方形 逆梯形 121 63 38 土師器 N 28。W 〝

SX ll SP37．47 焼土壌 隅丸方形 レンズ状 45 41 2．5 焼土、炭化物 N 9。E ／′ SB 22 と切り合う

S草12 S P 26 祭祀土壙 不整円形 逆梯形 34 19 42 土師器壷 N 36。W 〝
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Tab．4　梅林遺跡第1次調査出土土器・陶磁器一覧表

挿 図
番号

遺 物
番 号

登 録
番 号

出土
遺 構

種類 器種 口径
底　 径

（高台径）

器　 高

（現存高）
形 態 の特 徴 ．調 整 ．文様 施 釉 ・色 調 ・素地等 備　 考

F ig
10 1 0 12

SC 0 1
床

土師器 鉢 10．8 6・2 内面 はへ ラ磨 き調整 。
胎土 は微砂 粒 を含む。 焼成良 好。 茶褐

色°
外面 磨滅

′／ 2 0 22 S c 0 1 土師器 －ゴゴ
．…r

（7．0）

外 面 は平 行叩 きを行 い、 胴部下 半 まで

ヨコナデ調整 。外鹿 部叩 き痕 あ り。 内
面 は、 ナ デ調 整°

胎 土 は砂 粒 を含 みや や 粗 い。焼 成 良

好。 淡赤 褐色。 粘土 紐作 り。二 次火 を

受 け る。

〝 3 0 16
S C 0 1

土師 器 高坏 13．7 （3 ．6）
胸 部欠 損、 内外面 ヨコナデ調 整。外 底 胎 土精緻 。焼 成良好 。黄 灰色。 二次 火

覆土 部 に同心 円状の ヨ コナデ調整 を受 け淡 い赤 味が あ る。

／′ 4 017 S c 01 土 師器 高 坏 16・0 （4 ．2）
胸部欠 損。 内外面 ナ デ調整° 外鹿 部 は

同心 円状 の ヨコパケ。
胎 土精緻 °焼 成良 好。茶 灰色 。 内外 面磨 滅

／′ 5 015
S C 01
竃

土 師器 甕 19 ．0 （19．2）

口縁 部内面 は ヨ コパ ケ、外面 は タテパ

ケ後 ヨコナデ調 整。胴 部外 面 は タテパ
ケ目調整 、内面 は タテ方 向ケ ズ リ。

胎 土 は 2 ～ 3 mmの砂粒 を含 む。焼成 良
好 。外 面 は黄 灰色 、 内面 は灰 黒色 。外

面 の黒 斑 あ り°

′′ 6 0ⅰ8 S C 01 土 師器 甕 （9．2）
外面 に タテ方 向のパ ケ 目調 整。 内面 に 胎土 は砂粒 を含 み、 やや粗 い。焼 成良

竃 タテ方 向の ケズ リ調 整。 好。 暗茶灰 色。

F ig

17
1ⅰ 02 1 S X 03 土 師器 甑 27．0 10・7 3 5．4

玉縁 口縁 を作 る。外 面上位 はタテ方 向

の平 行 叩 き後 ナデ調 整。 内面 は磨滅。
ナデ調整 か。

胎土 は微砂 粒 を含 む。 焼成 良好。 茶灰

色。

〝 12 02 2 S X 12 土 師器 ．＝ヒ宝E 12・4 15．2
口縁部 内面 は ヨコパケ、 外面 は タテ方

向のパ ケ後、 ヨコナデ調 整。

胎土 は砂 粒 を多 く含 む。焼 成良 好。外

面 は赤味 を帯 びた淡 茶色 、内面 は淡茶
褐色 。

F ig
13 0 03

S B 07 土師器 鉢 （10・6）
外 面 は粗い タテパ ケ後 ナデ調 整。 内面 胎 土 は砂 粒 を多 く含 み粗 い。焼 成 はや

34 －P 35 はナ デ調整 の削 り調 整。 や あ まい。淡 茶灰 色。

〝 14 002
S B 07

－P 4
須恵器 甕

内面 に青海波 、外 面 に小 さな格子 目叩

き。
胎 土精 微。焼 成良 好。青 灰色 。

ノ′ 17 007
S B 13

－P 10
須恵 器 坏 蓋 13．4 3・65

内外面 ヨコナ デ調 整° 天井部 は時計 回

りのヘ ラケズ リ調 整。
胎 土精 緻° 焼成良 好。 淡灰色 o

〝 18 004
S B 0 8

－P l0
土 師器 甕 20 ・0 （5．3）

口縁 部内面 は ヨコハ ケ、外 面 は タテハ

ケ後 ヨコナデ。 胴部外 面 に タテパ ケ潤
整° 胴部 内面 にへ ラ削 り調 整。

胎土 は細 か く、 砂粒 を少 し含 む。焼 成

良好 。淡茶 灰色 。

〝 19 009
S B 17

－P 27

縄文土器
（押型文）

鉢 （1・7）
外面 に楕 円形 の押型 文。 内面 はナ デ潤

整。

胎 土 砂 粒 を 含 み、 や や 粗 い。焼 成 良

好。 外面 は茶褐 色、 内面 は茶灰色 。

〝 20 12 1 S B 24

－P l
土 師器 甕 20．0 （11．3）

外面 にタテ方 向の細 か いパ ケ目調整 。

胴 部 内 面 に タテ ヘ ラ ケ ズ リ調 整。 灰
色 。

胎 土 に は細 か い 砂粒 を含 む° 焼成 良

好° 淡褐
磨滅

F ig

37
21 0 31 SD 07 縄文土器 鉢 （3．5）

口唇部 に刻 目、 口縁 部 内面 に竹管 状の

刺 突後 、外面 は櫛．臼状 の ヨコ方向 の沈
線 とタテ方 向の沈 線を施 す°

胎 土 には細雲 田 を多量 に含む。 焼成 良

好 。外面 は黒 褐色 、内面 は淡 褐灰色 。

〝 22 0 34 S D 08 土師器 碗 16．2 6．2 （5．35）
貼 り付 け高 台。 口縁部 内外面 共 ナデ潤 胎 土 は 2 mm前 後 の砂粒 を多 く含む。 焼 外面 風化 が著

整。休 部内面 ナデ。 成 良好 淡灰黄 色。 しい

〝 23 037 S D ．11 陶器 摺鉢 24・6 （6 ．7）
玉縁 と・口縁 の下位 に一 条 の低 い突 帯。

内面 の下 し目 は密 。

素地 精微 で、 黒灰色 。焼成 良好 。内

外 面 は 暗 い小 豆 色。 内 外 面 に薄 い褐
釉。

F ig

3 9
24 171

Ⅰ区

トレンチ
須恵 器 蓋 10・0 （2．6）

＼5 琵空 言誓 謂 Ⅲ 票 面 は平坦 胎 土 精 緻。焼 成 良好 。 や や 暗 い灰 青

色。

〝 25 172
Ⅱ区

トレンチ
陶 器 皿 4．9 （2．5）

低 い三角 高台° 内底 見込 に 目痕 。遷 明

釉 を外面下 位 まで施 す。
胎土 は微 密。焼 成良 好。 暗灰緑 色。 李朝

′′ 26 174
Ⅰ区

トレンチ
陶器

小 碗

（猪 口）
4・0 （3．2）

高 台内側 の削 りだ しは深 い。釉 は体 部

大位 まで施す 。

素地 は精 緻 で淡黄 白色。 焼成良 好。 透

明釉 o 二 次火 を受 け、釉 が酸化 して い

る。

伊万 里焼

F ig

4 1
4 1 204

黒色 土
包 含層

須 恵器 坏 身 10．4 （2．6） 回 転 ヨコナ デ調整。 胎 土精 微。焼 成良 好。 明灰色 。

〝 4 2 20 1
黒 色土 土 師質

鍋 － （2．2）
L 字 形 口縁 で 、小 さ く折 り曲げ る平坦 胎 土 には砂 粒を 多 く含 む。焼 成良好 。

包 含層 土器 部 に縄 目圧痕 。 淡 黄褐 色。

〝 4 3 20 8
黒 色土 須 恵器 甕

内面 に青海波 ．の 当て具 痕、 外面 に格子 胎土精 緻o 焼成 良好。 灰色0 外面 に 自

包 含層 目叩 き。 然釉。

ノ′ 44 20 9
黒色土 須恵器 甕

内面 に青海 波の 当て具 痕、 外面 に格子 胎 土 精 微。焼 成 良 好。外 面 は 暗茶 灰

包 含層 目叩 き。 色、 内面 は灰色 。

〝 45 2 10
黒色土

包含層
須恵器 甕

内面 に同心 円 の当て具 痕、 外面 に格 子

目叩 き。
胎土 精緻 。焼成 良好 。灰色 。

ノ′

′′

46 195 表土 須恵器 甕
内 面 に 青海 波 の 当 て具 痕 、外 面 に叩

草。
胎土 精緻 。焼 成良好 。灰 色。

47 194 表土 須恵 器 甕
内面 に青 海波 の当 て具痕 、外面 に格 子

目叩 き。

胎 土精微 。焼 成良好 。外 面 は暗灰色 、

内 面 は灰 色。
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挿図
番号

遺初
番号

登録
番号

出土
遺構

種類 器種 口径
底　 径

（高台径）

器　 高

（現存高）
形態の特徴 ・調整 ・文様 施釉 ・色調 ．素地等 備　 考

41 4 8 19 3 表土 須恵器 甕
内面に青海波の当て具痕、内面に格子

目叩 き0
胎土精緻°焼成良好。灰青色°

〝 49 192 表土 須恵器 甕
内面に青海波の当て具痕、内面に格子

目叩き。
胎土精緻。焼成良好。灰色。

ノ′ 50 196 表土 須恵器 士室巨 （5．8） 内面に青海波の当て具痕、内面に格子
目叩き。

胎土精緻。焼成軟質o 青灰色。

42 52 214 遺構面 須恵器 坏蓋 12・7 （3．6） 内外面 ヨコナデ調整。外面磨滅°
胎土には砂粒を含む0 焼成良好。外面

は暗い小豆色、内面は淡褐灰色。
赤焼 け土器

〝 53 215 遺構面 須恵器 坏身 12．．0 （2．7） 内外面 ヨコナデ調整。 胎土精緻。焼成良好。灰青色。

〝 55 242 遺構面 須恵器 甕 （7・1）
内面に同心円の当て具痕、外面 に格子

目叩き
胎土精緻。焼成良好。灰青色。

〝 56 243 遺構面 須恵器 甕 （3．9）
内面は青海波の当て具痕、外面 は平行

叩き後、ヨコナデ調整°
胎土精微。焼成良好。灰青色。．

〝 57 23 1 遺構面 須恵器 甕
ナ

（5・4）
内面に同心円の当て具痕、外面 は横長

の格子 目。

胎土には微粒を少 し含む。焼成良好。
暗い青灰色0

／′ 58 245 遺構面 須恵器 甕 （4 ．3）
内面に青海波の当て具痕、外面は平行

叩き後に部分的なヨコナデ。

胎土精緻。焼成良好。内外面 は暗育灰

色。

／′ 59 244 遺構面 須恵器 甕 （5・6）
内面 には、円形状 の当て具痕、外面

は、細かい格子目叩き。

胎土 には砂粒を少 し含む。焼成良好。

ややくすんだ青灰色。

〝 60 230 遺構面 須恵器 甕 （3．6）
内面に青海波の当て具痕、外面は格子
目叩き。

胎土精緻。焼成良好。外面は灰色、内

面 は青灰色。

〝 6 ⅰ 229 遺構面 陶器 摺鉢 （3．7）
下 し目は、鹿部付近 と体部に分けて施

される。

素地は精緻で、淡赤褐色。焼成良好。

褐釉。

〝 62 24 7 遺構面 白磁 合子身 4．8 4．2 2・0
外面に型押 し．甲蓮弁を描 く。釉は休部
内外面のみで、外底 は露胎。

素地は精緻で乳白色。焼成良好。わず

かに青色を帯びた透明釉。

48 1 1ⅰ2 暗渠 須恵器
器台
（脚） （4．3）

外面の上位 にはヨコパケ。中央に一条

の突帯、下位に二条の小さな突帯を設
け、その間に櫛 目波状文を施す。

胎土精緻。焼成良好。外面暗青灰色。

内面灰青色

〝 2 113 暗渠 須恵器 甕 （4．3）
内面青海波の当て具痕、外面に格子目

叩 き。

胎土は撤．密。焼成良好。外面は黒灰

色、内面は灰色0

〝 3 161 暗渠 陶器 摺鉢 （3・3）
内面の下 し目．は、密であるo 口縁部を

肥厚させ、 2 条の沈線を施す

胎土には砂粒を含む。，焼成良好。内外
面は小豆色。

高取焼か

〝 4 116 暗渠 陶器 皿 5・4 （1．8）
内鹿部に目跡0 釉は休部下位まで釉垂

れあり。

素地は、撤密°褐色。焼成良好。透明
釉。

唐津焼

′′ 5 115 暗渠 染付 皿 （1．4）
高台は細く直立する。見込みに 2条の

圏線。内底に雲文。

素地は精緻で、灰白色。透明釉。暗青

灰色の呉須。
明朝

′′ 6 114 暗渠 染付 皿 12・4 6 ．d 2 ．7
内面に見込に、 2 条の圏線。体部内面

！こ呉須 による草花文。

素地は精緻で、灰白色。焼成良好0 透

明釉。青灰色の呉須o
伊万里焼

〝 7 11ⅰ 暗渠 土師器
甑

4．2
ナデ調整。上面にタテ長の溝が切 り込 胎土には砂粒を少 し含む。焼成良好。

（把手） まれる0 灰褐色

52 14 055 S D 13 須恵器 坏身 11．5 （2．9） 内外面ヨコナデ調整。 胎土精緻。焼成良好o 暗青灰色。

〝 15 05 9 S D 13 瓦質土器 鍋 （4．8）

外面に指頭圧痕。口縁部内面と外面に

ナナメハケ目調整°休部内面は細かい

ヨコハケ。

胎土は精微。焼成ややあまい。暗い灰

黄色。

′′ 16 06 7
S D 12
礫中

須恵器 甕 （4．3）
内面に青海波の当て具痕 のち同心 円
痕。外面に小さな格子目叩き。

胎土は細かい砂を含む。焼成良好。外
面は赤味を帯 びた暗青灰色、内面は淡

赤紫色。

′′ ⅰ7 07 5
SD 12 須恵器 甕 （6．4）

内面に青海波の当て具痕、外面 は格子 胎土精緻。焼成ややあまい。外面は淡

礫中 目叩き。 灰褐色

〝 ⅰ8 069
S D 12
礫中

須革器 甕 （3・2）
内面に同心円の当て具痕、外面 に小さ

な格子目叩き。
胎土は精緻。焼成良好。灰色。 破片

〝 19 066
S D 12
礫中

須恵器 甕 （7．3） 内面に同心円の当て具痕、外面 に格子

目叩き。

胎土精微。焼成良好。外面は暗灰色で

黒色に汚染 された部分あり。内面は灰
色。

〝 20 068
S D 12 ．須恵器 器台 （7 ・5）

外面に．2条の沈線。下位に波状文を施 胎土精緻。焼成良好。外面はやや赤味 外面磨滅
礫中 （脚） す。 を帯びた灰色。内面は暗灰色。

〝 21 078 S D 12 須恵器 坏身 10・0 － （3 ．7）
内外面 ヨコナデ調整。天井部外面へラ

による回転ナデ。

胎土 には砂粒を少 し含む。焼成良好°

外面 は暗黒灰色、内面 は暗青灰色。
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挿図

番号

遺物

番号

登録

番号

出土

遺構
種類 器種 口径

底　 径

（高台径）
器　 高
（現存高）

形態の特徴 ・調整 ．文様 施釉 ・色調 ・素地等 備　 考

52 22 06 1
S D 13 土師器 －ゴゴ 14．0 （3．3） 口縁部内 ．外面はナデ調整。胴部内面 胎土は砂粒を多く含む°焼成良好。淡 磨滅
礫中 璽E はヨコ方向のへラ削りか？ 灰黄色

′′ 23 07 2
S I0 13
礫中

青磁 碗 （5・5）
外面に18本単位の櫛描文°内面は口縁
部との境に二条の沈線で猪描文とへラ

片彫 りの草文。

素地は精緻で淡い灰青色。焼成良好。
淡い灰緑色釉 は薄い。

／′ 24 07 1
S I0 13
礫中

白磁 皿 5．2 （0．7） 外面下位 と外鹿部露胎°
素地は精緻で、灰色。焼成良好。透明
釉°

′′ 25 06 2
S D ⅰ3
礫中 土師器 椀 14．9 （2・9） 内面 ヨコナデ調整。

胎土は緻密。焼成良好。外面 は黒灰

色、内面は淡灰黄色。
外面磨滅

〝 26 06 5
S D ⅰ3
礫中 瓦器 ？ 椀 7．0 l・7 断面三角形の高台。

胎土精緻。焼成 やや軟。外面 は茶灰

色、内面は黒色。銀化現象°

〝 27 0 76 S D 13
礫中

瓦器 皿 11．8 10 ．0 1・5 糸切り底で、外底面ナデ調整。
胎土は細かい。焼成良好。内外共に、

いぶ しのため銀化現象。
内面磨滅

′′ 28 06 4 S D ⅰ3 土師器
甑

4・2 （1．9）
接続は挿 し込み式で、基部に突起を作 胎土は 1 ～ 2 mmの砂粒を多 く含 み粗 表面磨滅礫中 （把手） り出している° い。焼成良好°茶灰色。

61 90 08 1
S D ⅰ4 須恵器 甕 （4．3） 内面に同心円の当て具痕、外面 は細か 胎土精緻。焼成良好°内面は灰色°外
上層 い平行叩き。 面は、やや暗い灰色°

／′ 91 08 2
S D 14
上層

須恵器 甕 （4．3） 内面は、青海波 と同心円の当て具痕。
外面は細かい格子目叩き。

胎土の微妙を含む。焼成良好。灰青
色。

／′ 92 08 3
SD 14
上層

須恵器 ．甕 （4・2） 内面に細い青海波の当て具痕、外面に
平行叩き。

胎土 は砂粒を少 し含む。焼成良好。外

面 は灰色°内面 はやや くすんだ小豆
色。

／′ 93 08 4
S D l4

須恵器 甕 － （7・4）
外面の格子目叩きの浅い、内面 はヨコ 胎土 は砂粒を少 し含む。外面は暗灰

上層 ナデ後、部分的にパケ目調整 色、内面はやや暗い灰色。

／′ 94 08 9
S D 14

須恵器
器台

（4－1）
鉢部 ・休部片。外面に三条の突帯その 胎土精緻。焼成良好0 やや暗い青灰

上層 （鉢部） 内側に櫛描きの海状文を施す 色。

〝 95 0 92 SD ⅰ4 土師器 鉢 （2．1） 糸切り底。休部内外面ナデ調整。
胎土は微妙を含む。焼成良好。淡灰黄

色。

〝 96 0 85 S D 14 土師器 皿 8．3 （1・7）．貼 り付け高台 は、低 い。 胎土は緻密。焼成はややあまい°淡橙
黄色。

′′ 97 08 7 S D 14 黒色土器 椀 （4・3） 内外面磨滅。
胎土に微砂を含む。焼成良好。黒灰色

又は黒色。

′′ 98 0 91
SD 14
下層

白磁 碗 （3・7） 口縁端部は玉縁を成す。 素地は精微で、淡茶灰色。焼成良好。
透明釉を薄目に施す。

／′ 99 0 90
SⅠ014
下層

瓦質土器 捏鉢 29．3 （10．0）
外面は指頭圧痕残る。口縁部外面の一部にヨコ

パケ、体部の中位以下に部分的なタテハケ潤
整。内面使用による磨滅。内面はヨコパケ調整。

胎土は細かい。焼成良好。淡茶 白色。

〝 100 08 6 S D 14 土師器 甑
5 ．0

ナデ調整。接合は挿入式か。 胎土は2 ～ 3 mmの砂粒を含み粗い。焼
磨滅（把手） 甕内面は盛 り上がる。 成良好。淡黄褐色。

／′ 101 08 8 S D 14 土師器 甑
（把手） 3 ．6 － 接合は貼り付 け。 胎土は細かい。焼成良好。黄灰色。 磨滅

63 10 5 14 2
水田 須恵器 甕 （4．9）

内面は同心円の当て具痕、外面は平行 胎土精微。焼成良好。外面 は淡黒灰
第 5 層 叩き。 色、内面は暗い灰色。

′′ 106 151
水田

須恵器 甕 （3・7）
内面は同心円当て具痕、外面には細か 胎土精緻。焼成良好。外面は淡灰色、

第 6 層 い格子 目叩き。 内面は暗青灰色。

／′ 107 14 5
水田

第5－6層 須恵器 甕 （3．1） 外面に平行叩き。内面はナデ調整。 胎土精微。焼成良好。暗青灰色。

／′ 108 13 3 水田 青磁 碗 5・7 （2・6）
内底見込に洗練。外面櫛描き文、内面

へラ片彫りの草文。

素地は精緻で、灰青色°焼成良好。透
明釉°

同安窯系

／′ 109 ．ⅰ48
水田

第5・6層 陶器 －ヨヒ蟹 4．0 （3 ．0）
高台は高い。釉は外鹿部まで施す畳付

けかき取る。内底 に釉溜り。
素地は精緻で、淡褐色°緑灰色釉 唐津焼か

′′ 110 15 3
水田

瓦質土器 摺鉢 （3．0） 口縁部内面は、折 り返 して肥厚内面に 胎土は微砂を含む。焼成あまい。胎土
第 6 層 下 し目あり。 は灰白色 ・内外面 は黒色。

〝 ⅰ11 15 2
水田 土師質 摺鉢 28．0 （8・1） 口縁は若干肥厚させる。内面 はヨコハ 胎土は砂粒を含む。焼成良好°　やや暗

第 6 層 土器 ケ調整。下 し目は5 本単位。 黄灰色外面に黒斑 あり。

′′ 113 18 2
水田

トレンチ
須恵器 坏蓋 （3・0）

内外面 ヨコナデ調整。口縁部立ち上 り

は細い。
胎土精微。焼成良好。青灰色°

〝 114 18 3
水田

須恵器 坏蓋 （2．6）
内外面 書コナデ調整。天井部はへラ削 胎土に細かい砂を含む°焼成良好。湊

赤焼け土器
トレンチ り調整。 褐色。
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挿図
番号

遺初
番号

登録
番号

出土

遺構
種類 器種 口径

底　 径
（高台径）

器　 高
（現存高）

形態の特徴 ・調整 ・文様 施釉 ・色調 ・素地等 備　 考

63 1 16 044 ．

畦畔

灰褐色
粘質土

青磁 碗 5・8 （3 ．2）
内鹿部には、蓮花の中に「福」文字を入

れた印を押捺0 外面 に線彫 りの達弁
文°

素地は精緻で灰白色。焼成良好。緑灰
色の釉を厚 目。高台内側 まで施す。 龍泉窯

〝 117 162
灰褐色

土師器 ＝まま
二重言縁部の破片内面 ヨコハケ、外面 胎土に砂粒を多 く含む0 焼成良好。黄

粘質土 ・…r タテパケ調整。 灰色。

〝 118 04 1 ・畦畔 土師器 甕 （4 ．8） 口縁部は緩やかに外反する°
胎土は砂粒を多 く含む0 焼成ややあま

い0 外面は茶灰色、内面は暗茶褐色°．

〝 1ⅰ9 ／045

畦畔 ．・
灰褐色

粘質土

染付
示碗

（猪口） 6．0 （2・4） 外面に呉須による草花文。
素地は精緻で－　白灰色。焼成があまい

ため呉須の発色が悪い。透明釉。

Tab．5　梅林遺跡第1次調査出土石製品一覧表

挿 図

番 号

遺 物

番 号

登 録

－番 号

出土遺 構 器種
長 さ

（現存長）

幅

（現存幅）

厚

（現存厚）

重量

（g ）
石 材 色 調 特　　　 徴

10 9 100 05 S c 01 床 打 製石鏃 （2 ・40 ） 1 ．6 0 ．20 1 ．0 黒 曜石 黒 色
先端 とか え り脚 の先 端部 を欠 く。 B 面 は大

きな剥 離。面 を残 す。一剥 片鏃。

．　〝 10． 100 06 S C 01 覆土 打 製石鏃 1 ．50 0 ．7 0 ．40 0 ．5 サ ヌカ イ ト 灰 色 細か い脚調 整。

34 15 100 02 SD 0 9 P ー06 打 製石鏃 （1 ．90 ） 1．0 0 ．2 0 ． 2 ．0 黒 曜石 黒色 か え り脚 の先端部 を欠 く°

〝 16 100 01 S B 07 P －34 細石刃 （4 ・0 0） 1・5 0 ．5 0 0 ．5 サヌカ イ ト
黒色 に灰

色 の シマ

押圧痕 （剥 離 によ る脚調 痕） は周縁 に み ら

れ る。

41 39 100 21 SP 06 打 製石鏃 1 ．7 0 ・ 1．0 0 ．3 0 0 ．5 サヌカ．イ ト 自戻色
細 か い調 整 O 片 方 の かえ り肺 の先 端 を欠

く。

42 63 100 52 遺構 面 ・ 硯 （5 ．70） 5 ・0 1．4 0 35 ・0 ．赤 間石 小 豆色
海部 の先 端を欠 損 0 陸部 の厚 さ 1．3 5cm、 海

部 の厚 さ 0 ．75cm 。縁 幅 0 ．6cm を測 る。

〝 64 100 07
S c 0 1周辺

整地 層
磨製石 斧 10 ．60 4 ．7 1・55 120 ．0 玄武岩

やや暗 い

灰色

片面 風化 し、黄 茶色 をお びる。基 部欠損 。

両 刃。

43 65 10 050 遺構 面 スク レイノ1 － （5 ．35） 8 ．4 0 ・45 40 ．0 サヌ カイ ト 黒灰色
ほぼ全体 に刃部 を形 成。下 釉の刃 部 は両 面

調 整が な され る°

〝 66 10008
S C 0 1周辺

整 地層
ス ク レイパ ー 6 ．・90 3 ．9 1．00 40 ．0 サヌ カイ ト 暗黒灰 色 片 刃。全 体 に厚み があ る。．

〝 67 10053 遺 構面 プ レイ ド 5 ・30 2 ・1 0 ・60 4 ．0
書岩

淡黄灰 色 片面 は大 きな剥 0 A ．面 のみ調 整。

〝 68 10047 包 含層 打製 石鏃 3 ．20 1 ．5 0 ．14 ． 1 ．0 黒曜 石 黒色
一 方 の か え り脚 を 欠 く° A 面 は丁寧 な器

面 、刃 部調整 。

〝 69 10048 遺 構面 打製 石鏃 （3 ．60） 1 ・7 0 ・60 1 ．5 黒曜 石 灰青 色 先端部 と片 方の かえ り脚 を欠損 。

〝 7 0 10045 遺 構面 打製 右鏃 3 ．10 2 ・0 3 ．50 1．7 サ ヌカイ ト 暗灰 色 挟 り浅 め°

〝 7 1 10035 黒色 土包 含層 打製 石鏃 2 ．60 0 ．9 0 ．20 1．0 黒 曜石 黒 色 先端 部。脚 部 を少 し欠 損。・

〝 72 ⅰ005 1 遺構 面 打製 石鏃 （3 ．70） （1 ．6） 0 ・40 2 ・0 サ ヌカイ ト 灰 色
器面 、刃部 調整 は粗 い。片面 に大 きな剥離

痕 を残 してい る。

〝 73 1004 6 遺構 面 打 製石鏃 （3 ．70） （1 ．3 ） 0 ．30 1 ・0 黒 曜石 黒色 両脚 部欠 損。

〝 74 1004 9 遺構 画 ナ イフ 2 ・9 0 1 ．2 0 ・3 5 ⅰ．0 黒 曜石 黒色
押 圧剥離 に よる刃部調 整。 断面 は菱形 を呈

す る？

〝 75 1004 1 Ⅰ区 トレンチ 打 製石 鏃 （2 ・5 0） 1・5 0 ．50 2 ．0 黒 曜石
黒 色 に灰

色 の シマ
両 面風化 し、 片刃。 刃部調 整 を行 う。

61 102 1．00 13 S D 14 上 層 石鏃 10 ．40 4 ．0 2 ．45 113 ・0 滑石 茶褐色
・石鍋 を転 用° 紐 か け の扶 入 部 は 2 箇所 あ

り。

．63 115 10 031
Ⅱ．区 水田跡

トレンチ

磨製石 斧

（末製 品）
（7 ．90） 6 ・8 3 ・15 225 ．0 玄武岩 灰青色 側 辺 に敲 打痕 を残 す。基部 の一 部 を研 磨。

－133－



Tab．6　梅林遺跡第1次調査出土土製品一覧表

挿図

番号

遺物

番号

登録

番号

出土

遺構
器　 種 計　 測　 値　 （単位cm） 備　　　 考

48 ⅰ0 200 2
近世

暗渠
土管 全長4 6．6、中心径14．6、底径13 ．5、口径2 0．0、内径12．0 胎土精良、焼成良好。濃茶褐色。

〝 11 2003
近世

暗渠
土管 現存長64．6、中心径14．6、底径13．6

胎土は微砂粒を多く含む。焼成良好。濃茶褐色。

受け口部分欠損°

〝 12 200 4
近世

暗渠
土管 全長69．4、口径16 ・8、底径12．8 胎土は微砂粒を多 く含む。焼成良好。濃茶褐色°

′′ 13 200 5
近世

暗渠
土管 全長58．6、口径24 ．4、底径20．0 胎土 は微砂粒を多 く含む。焼成良好。濃茶褐色°

63 1ⅰ2 200 1
水田跡

5 ・6層
茎子 現存長4．4、最大径1．9 胎土 は砂粒を少 し含む。焼成あまい。淡茶灰色°

Tab．7　梅林遺跡第1次調査出土金属製品一覧表

挿図

番号

遺物

番号

登録

番号

出土

遺構
器　 種 計　 測　 値　 （単位cm） 備　　　 考

10 7 3000 1 S C 01 刀子 現存長11．1、幅 0．4－0 ．9、厚 さ0 ．2～0・3 刃部先端欠損。

〝 8 3000 2
S C 01

床
不明 現存長2．0、幅 1．5、厚 さ0・2 折り曲げ られている。毛抜 き状製品。

4ⅰ 40 3000 3 SP 22 環状製品 外径4．5、内径3 ．4、幅0．5、厚さ0．4～ 0．5

／′ 50 4000 1 表土 煙管 全長12．1、火皿径1．ⅰ、吸口外径0．7、吸口内径0 ・3 延煙管。真鎗型。鍍銀。

梅林遺跡第1次調査貨幣一覧表

挿図

番号

遺物

番号

登録

番号

出土

遺構
銭貨名

外径 （om）

水平　 垂直

外縁厚

（cm）
初 鋳 年 時代 備　　　 考

48 8 5000ⅰ
近世

暗渠
寛永通賓 2．45 2．5 0．12 1668 （寛文 8 年） 江戸 裏面に 「文」。文銭。江戸所鋳銭°

′′ 9 500 02
近世

暗渠
寛永通賓 2．4 2・3 ．0．08 1636 （寛永13年） 江戸 裏面無文。
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Tab．8　梅林遺跡第1次調査出土杭、木製品一覧表

挿 図

番 号

遺 物

番 号

登 録

番 号
出 土 遺 物 種 類

長 さ

（現 存 長 ）

幅

（現 存 長 ）

厚 み

（現 存 長 ）
樹　 種 特　　　　　 徴

40 27 2040 1 ト レ ン チ 1 杭 35 ．2 3 ．5 3 ．4 マ ツ 属 頭 部 欠 損 。 先 端 部 4 面 削 り。

〝 28 20402 ト レ ン チ 1 杭 （23 ．7） 2 ．9 2 ・8 頭 部 欠 損 。 先 端 部 2 面 削 り。

〝 2 9． 20403 ト レ ン チ 1 杭 3 1．7 5 ．7 5 ．4 頭 部 欠 損 。 先 端 部 8 両 削 り0

〝 3 0 20404 ト レ ン チ 1 杭 39 ．6 5 ．7 8 ・3 マ ツ属 頭 部 欠 損 。 先 端 部 4 面 削 り。

〝 3 1 20405 ト レ ン チ 1 杭 （58 ．9） 4 ・5 4 ．6 マ ツ属 頭 部 欠 損 。 先 端 部 6 面 削 り。

〝 3 2 2 050 1 トレ ンチ 4 杭 48 ．8 3 ・甲 3 ．8 頭 部 欠 損 。 先 端 部 5 面 削 り。

〝 3 3 2 0502 トレ ンチ 4 杭 50 ．2 3 ．9 4 ．1 マ ツ属 頭 部 欠 損 。 先 端 部 6 面 削 り。 樹 皮 残 存

〝 3 4 20 508 トレ ンチ 4 杭 （52 ．0 ） 2 ．7 ．3 ．5 マ ツ属 頭 部 欠 損 。 先 端 部 3 面 削 りO 枝 は未 処 理

〝 3 5 20 504 ト レ ンチ 4 杭 55 ．8 2 ．6 2 ．6 頭 部 欠 損 。 先 端 部 1 面 削 り0 枝 バ ツ リ

〝 36 20 505 ト レ ンチ 4 杭 （ⅰ9 ・5） 2 ・8 2 ．8 頭 部 欠 損 。 先 端 部 3 面 削 り0

〝 37 205 07 ト レ ン チ 4 杭 24 ．7 2 ．8 2 ・7 頭 部 欠 損 。 先 端 部 3 面 削 り0 削 り の部 分 が長 い 0

〝 38 2050 3 ト レ ン チ 4 杭 74 ．6 5 ・9 5 ．7 頭 部 欠 損 。 先 端 部 6 面 削 り° 枝 は 未 処 理 ° 樹 皮 残 存

53 29 2020 1 S D 12 臼
高 さ 口 径 底 径

ブ ナ 属
外 面 に把 手 状 の 挟 り込 み有 り。

28 ．0 30 ・4 36 ．0 内 側 底 面 は抜 け 、 外 面 底 面 に は 上 げ底 。

〝 30 2020 2 S D 12 臼
高 さ 口 径 ． 底 径

ツ プ ラ ジ イ
外 面 に紐 掛 け 状 の 挟 り込 み 有 り 。 棒 状 把 手 を 挿 入 。

28 ．0 28 ．4 32 ．4 挽 白 の可 能 性 あ り。

55 3 1 2006 9 SD 12 立 杭 （2 2．．0） 2 ・3 2 ．3 木 元 欠 損 。 先 端 部 4 面 削 り出 し。 節 を バ ツ る 。

〝 32 2003 6 SD 12 立 杭 （27 ・6） 7 ．5 7 ．6 先 端 部 欠 損 。 木 元 4 面 削 り出 し。 節 を バ ツ る 。

′′ 33 2007 0 S D 12 立 杭 （45 ・5） 6 ・0 4 ．8 マ ツ 属 木 元 欠 損 。 先 端 部 1 面 削 り出 し。

′′ 3 4 20058
l

S D 12 立 杭 （46 ．2） 6 ・2 5 ・7 木 元 欠 損 。 先 端 部 6 面 削 り出 し。

′′ 3 5 20079 S D 12 立 杭 （58 ．0） 3 ．6 3 ．6 木 元 腐 食 、 欠 損 。 先 端 部 3 面 削 り出 し。

〝 3 6 20007 S D 12 立 杭 （55 ．0） 5 ．9 5 ．年 ヒ ノ キ 先 端 部 欠 損 。 木 元 2 面 削 り出 し 。 節 の 部 分 は 4 面 削 り出 し。

〝 3 7 20068 S D 12 立 杭 （49 ・7） 4 ・5 4 ．7 木 元 欠 損 。 先 端 部 ．4 面 削 り出 し 。 節 の 部 分 は 5 面 削 り出 し。

〝 3 8 20067 S D ⅰ2 立 杭 （39 ．6） 3 ．4 3 ．4 木 元 欠 損 。 先 端 部 2 面 削 り出 し。 節 の 部 分 は 4 面 バ ツ る。

〝 3 9 2 0097 S D 12 立 杭 （5 1．3） 3 ．1 3 ．1 木 元 欠 損 。 先 端 部 2 面 削 り出 し 。 節 を バ ツ る 。

〝 4 0 2 0055 S I012 立 杭 （53 ・5） 4 ・2 4 ．2 木 元 欠 損 。 先 端 部 2 面 削 り出 し。 節 を バ ツ る 。

〝 4 1 2 0096 S D ⅰ2 立 杭 （79 ・2） 4 ・6 4 ．．5 木 元 欠 損 。 先 端 部 1 面 削 り出 し。 節 を バ ツ る 。

〝 42 2 0099 S D 12 立 杭 ・（70 ．4） 3 ．8 4 ．2 木 元 欠 損 。 先 端 部 2 面 削 り出 し。 節 を バ ツ る。
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55 43 20 085 S D 12 立杭 （75 ・6） 2 ．3 2 ．3 木 元欠損 。先 端部 3 面融 り出 し。 節を バ ツる。

56 44 20 089 S D l軍 立杭 （64 ・6） 6 ・2 5 ．8 木元欠損 。先 端部 2 面削 り出 し。 節 をバ ツる。

〝 45 20 083 S D 12 立杭 （57 ・2） 5 ，0 4 ．6 木元欠 損。先 端部 3 面削 り出 し。 節 をバ ツる。

〝 4 6 2 0092 S D 12 立杭 （55 ．6） 3 ．6 3 ．6 木元欠 損。先 端部 3 面削 り出 し。．節 をバ ツる。

〝 4 7 2 0098 S D 12 立杭 （58 ．6） 4 ・8 4 ・6 木元欠 損。先 端部 4 面削 り出 し°節 をバ ツる。

〝 4 8 2 0088 S D 12 立杭 （71 ．6 ） 2 ．4 2 ・4 木元欠 損0 先端部 1 面削 り出 し。．節 をバ ツる。

〝 4 9 20073 S D l2 立 杭 （63 ・0 ） 3 ．7 3 ．6 マ ツ属 木元欠 損。 先塊部 ／．3 面削 り．出 し。節 の部分 を 2 面 をバ ツる。

′′ 50 2009 1 S D 12 立 杭 （69 ．0 ） 4 ．6 4 ．6 木元 欠損。 先端部 3 面削 り出 し5 節 の部分 を 3 面 をバ ツ．る。

〝 51 2008 1 S D l2 立 杭 （74 ．4 ） 4 ・0 3 ．75 木元 欠損。・先端部 2 面削 り出 し。節 をバ ツる。

〝 52 200 10 S D 12 立 杭 （70 ・4） 5 ．0 5 ．0 木元 欠損。 先端 部 3 面 削 り出 し。節 の部分 をバ ツ る。

〝 53 20087 S D 12 立 杭 ．（110 ．8） 8 ・2 6 ．8 木元 欠損。 先端 部 1 面 削 り出 し°節 の部分 を！・ツ る。

57 54 20100 S D 12 立 杭 （92 ・2） 5 ・4 5 ．2 木元 欠損 。先端 部 2 面 削 り出 し。節 の部分 をバ ツ る。樹 皮残 存。

′′ 55 20076 S D 12 ＊ （53 ．2） 2 ．9 2 ・2 本元 欠損 。先端 部 2 面 削 り出 し。節 の部分 をバ ツ る。途 中腐 食。

〝 56 20074 S D 12 杭 （5 1．0） 6 ・5 6 ．2 スギ 先端 部欠 損。木 元 3 面 削 り出 し。 断面三角 状 に鋭 く削 る。

〝 57 2000 4 S D 12 横 木 （28 ．5） 4 ．8 4 ．6 先 端部欠 損。木 元 8 面 削 り出 し。節 をバ ツ る。

′′ 58 200 22 S D 12 横木 （49 ．2） 7 ．3 7 ．5 マ ツ属 先 端部欠 損。木 元 7 面 削 り出 し。 節をバ ツ る。 くの字 形 に湾 曲。

′′ 59 200 64 S D 12 横木 （2 7 ．6） 6 ・5 7 ・6 マ ツ属 先 端部欠 損。 木元 4 面 削 り出 し。 節を バツ る。 くの字 形 に湾曲。

′′ 60 200 63 S D ⅰ2 横木 （3 9 ．7） 3 ・5 3 ．5 「 ツ属 先 端部欠 威 木元 2 面 削 り出 し。 節を バ ツる。 くの字 形 に湾曲。

〝 6 1 200 15 S D 12 横木 （37 ．1） 5 ．1 4 ．7 先端部 欠損。 木元 4 面削 り出 し。節 をバ ツる。

′′ 6 2 20 082 S D 12 横木 48 ．3 4 ．1 4 ・2 ．木元欠 払 下先端部 4 面削 り出 し。節 をバ ツる。

5 8 6 3 20 050 S D l2 横木 （48 ．4） 2 ．5 2 ・5 木元欠 損b 先端部 ．1 面削 り．．出 し。

〝 6 4 2 0048 S D 12 横木 ・ （50 ・2） 4 ・9 4 ・2 ，頭部欠 損。 先端．部や 面即 ．り也 し。．．削 り．の部分 が長 い。

〝 65 2 0054 S D 12 横木 （47 －4 ） ． 4 ・4 4 ．4 ア ツ属 水元 欠拇5／．．先魂釉 殊面 削 り出 し。

′′ 66 20060 S D 12 横 木
（44 ／・、4 ），．

．・4 ・．7 4 ．9 マ ツ属 …先端 部欠損 0 木元 4、．．面 削 り1出／し。節 をバ ツ る。

′′ 67 20047 S D 12 横 木 （51 ・2） ．3 ・8 3 ．5 木元 欠損 。1：J先端 酢 3．面 削・・り出 し。樹 皮残存 。

〝 68 20086 S D 12 横 木 （59 ・6） 4 ．2 ・3ご．6 木元 欠損 O．先端 部 2 面 削 り出 し。節 をバ ツ る。

〝 69 2002 1 S D 12 横 木 （39 ．9） 5 ・8 6 ．0 マ ツ属 先 端部欠 損。木 元 1 面 削 り出 し。 柱状 に形 成。
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58 7 0 2 0020 S D 12 横木 （57 ．0 ） 7 ．6 6 ．2 木元欠 損。先 端部 4 面削 り出 し。 樹皮残 存

〝 7 1 20052 S D 12 1 横木 ／（67 ′2 ） ． 4 ．4 4 ．5 木元欠 損。先 端部 2 面削 ．り出 し。 節 をバ ツる。

ノ′ 7 2 2 0059 S D 12 横木 （77 ．6 ） 5 ．8 5 ・4 木元欠 損。先 端部 3 面削 り出 し。 節 をバ ツる。

ノ′ 7 3 20077 S D 12 横木 （70 ・0 ） 4 ・1 4 ．2 木元欠 損。先 端部 2 面削 り出 し。 樹皮 残存。

59 74 20095 S D 12 横木 （97 ．0 ） 5 ・4 5 ．．2 木元欠 損。先 端部 1 面削 り出 し。節 をバ ツる。樹皮 残存。

〝 7 5 20065 S D 12 横木 （26 ．4 ） 4 ・8 4 ・8 マ ツ属 …頭部欠 損。先 績部 1 面削 り出 し。柱状 に形 成。

ノ′ 7 6 200 16 S D 12 横木 ．（104 ．6） 8 ．0 8 ・1 ． 先端 部欠損。．木元面 取 り。樹皮 残存。 ．

′′ 7 7 200 18 S D 12 横 木 （132 ・0） 4 ．9 5 ・0 先端 部欠損。 木元面 取 り0 節 を／・ツ るo 樹 皮残存。

′′ 7 8 200 17 S D 12 横 木 （90 ・8 ） 3 ・6 3 ．6 先端 部欠損° 木元 3 面削 り坦 し°・瑚 皮痍存 。．

′′ 7 9 20032 S D 12 加工 木 （73 ・0） 11 ．4 10 ・．8 両釉 面取 り加 工。 先釉部 は 1 面 に加 工。／樹 皮残存 。

′′ 8 0 20002 S D 12 加工 木 （38 ・6） 8 ．2 7 ．9 マ ツ属 欠損 °面取 り。柱 状 に形 成。

60 8 1 2007 1 S D 12 加工 木 （43 ・4 ） 7 ．7 5 ．4 両端 カ ッ ト。先端 部 1 面 削 り出 しd 樹皮残 存b

′′ 8 2 200 19 S D 12 ・ 杭 1（45 ・7） 7 ．3 7 ・3 木元 欠損。 先醜部 ．5 面 削 り出 し0 削 りの部分 が長 い°

〝 8 3 20056 S D 12 加 工木 （80 ．2） 7 ．4 7 ・0 両端 削 り加 工。先 端部 は 3 面 の み加 工° 樹皮残存 。

′′ 8 4 20003 S D 12 加 工木 （70 ．0） 10 ・6 10 ・0 マ ツ属 一端 華面取 り平坦 に仕 上 げる。

〝 ．8 5 2003 1 S D 12 加 工木 （66 ．8）． 9 ．4 9 ・0 一 端を．面取 り。 先端部 欠損。／．

〝 8 6 20093 S D 14 立 杭 （100 ・2） 3 ・4 3 ．4 木 元欠損。 先端 部 2 面 削 り出 し0．節 ゐ部 分 を／・．・シる．d

〝 8 7 20090 SD 14 立 杭 （105 ・4 ） 4 ．0 3 ．0 ヤ ブツバ キ 木 元欠損 。先端 部 1 面 削 り出 し。 節 をバ ツる。 樹皮残 存。

〝 8 8 20094 SD 14 木 杭 （73 ．4） 2 ．3 2 ・4 木 元欠損 。1先端 部 2 面 削 り出 し。 節 をハ ツる。

′′ 8 9 2007 2 SD 14 立 杭 （12 ・9） 2 ．7 2 ．7
コナ ラ属 ア

カガ シ亜 属
木 元欠損 °先端 部 5 面削 り出 し。 節 をバ ツる。

61 10 3 2030 1 SD 14 筆柄 ．12 ．2… 筆 柄／の長 さIl …1cm。，／．．径9．．・2 ‐1 ・1甲q
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付編 梅林遺跡第1次調査の自然科学分析
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

梅林遺跡は鳥飼平野南西部の七隈台地を開析する谷底平野上流部に位置する。調査区は七隈川と稲

塚川に挟まれた場所に位置する。第1次調査区は、台地斜面から谷部にあたる。発掘調査の結果、台

地上から古墳時代の建物群、また谷部で平安時代～戦国時代の水田跡・溝跡などが検出されている。

今回の自然科学分析調査では、台地上に認められる建物群の構築年代に関する情報を得ることを目

的として放射性炭素年代測定、集落内に認められる土壙の性格に関する情報を得るためにリン分析、

住居構築材等用材選択について検討するために樹種同定をそれぞれ実施する。さらに遺跡周辺低地の

土地利用状況を含めた環境変遷と周辺の森林植生について検討するために珪藻分析・花粉分析．植物

珪酸体分析を行う。

1・調査地域の古環境
1．調査地点の層序
今回の第1次調査区の地形は東側の台地、西側の谷に大区分される。このうち、谷部の堆積層は、

河川の活動、溝や水田・版築などの人為的な改変など様々な影響を受けており、複雑な様相を呈して

いる。このような状況を考慮して、調査地点として1地点～6地点を設定した（図1）。

1地点は、平安時代の水田層（40層）とその上位に氾濫性堆積物を挟んで水田経営を行っていた可

能性がある層位（37層）が認められる地点である。これらの前後の層準から試料を採取して、8点を

分析する。

2地点および3地点は、前者が平安時代の溝、後者が戦国時代の溝に位置する。2地点では、溝埋
標高（㎡）　3地点　　　　　　　　　　　　　　　　　5地点　　　　　　　2地点

1地点

1

3

63
10

11

14
17
20
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22

23

2
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8

9

凡例

匡ヨ　　　［≡∃
礫　　　　　砂　　シルト～粘土

20・5－

20．0－ 図1－1試料採取地点の模式柱状図および分析層位
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ヽ．2 点－　　　　　　　　　　　　　　 1地点
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－　W

図1－2　土譲試料採取位置図
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種物とその上位の31層から試料を採取し、2点を分析する。3地点では、溝埋積物である26層から試

料を採取し、2点を分析する。

4地点および5地点は、平安～戦国時代の水田層（27層）が認められる地点である。4地点では、

19層より下位で試料を採取し、水田層およびその上位層について3点を分析する。5地点は、25層よ

り下位で試料を採取し、水田層およびその下位について2点を分析する。

6地点は、古代の道路を構築する土層とともにその下位から水田層の可能性がある層位が数枚検出

されている。古代の道路構築土層とその下位から層位試料として28点、また水田層の可能性がある層

準付近から試料を採取し、水田層の可能性がある層準を対象に3点を分析する。

2．分析方法
（1）珪藻分析
試料を湿重で7g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理化学処理を施して、

蛙藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥

後、プリュウラックスで封入して永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あ

るいは1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存する

ものを対象に200個体以上同定・計数する。種の同定は、K・Krammer＆LangeーBerta10t（1986，

1988，1991a，1991b）、K．Krammer（1992）などを用いる。

同定結果は、海水～汽水生種、淡水～汽水生種、淡水生種の順に並べ、その中の各種類はアルファ

ベット服に並べた一覧表で示す。なお、淡水生種についてはさらに細かく生態区分し、塩分・水素イ

オン濃度（pH）・流水に対する適応能についても示す。また、環境指標種についてはその内容を示す。

そして、産出個体数100個体以上の試料については、産出率2％以上の主要な種類について、主要珪

藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出する化石が現地性か異地性か判断する目安として完

形殻の出現率を求め考察の際に考慮する。堆積環境の解析にあたっては、海水生種については小杉

（1988）、淡水生種については安藤（1990）、陸生珪藻については伊藤・堀内（1991）、汚濁耐性につ

いてはK．Asai＆T．Watanabe（1995）の環境指標種を参考とする。

（2）花粉分析
試料を湿重で約10g秤量し、水酸化カリウム処理、鯖別（250μ㎡）、重液分離（臭化亜鉛，比重

2・3）、フッ化水素酸処理、アセトリシス処理（無水酢酸：濃硫酸＝9：1）の順に物理・化学的な処

理を施して花粉・胞子化石を分離・濃集する。処理後の残連をグリセリンで封入してプレパラートを

作製した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類について同定・計数を
ノー－　Y．

イ丁つ。

結果は同定・計数結果の一覧表および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の各種

類の出現率は、木本花粉が木本花粉総数からバンノキ属を除いた数を、草本花粉・シダ類胞子が総数

より不明花粉を除いた数をそれぞれ基数とした百分率で算出する。なお、図表中で複数の種類をハイ

フォン（ー）で結んだものは種類間の区別が困難なものを示す。

（3）植物珪酸体分析

湿重5g前後の試料について、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理（70W，250KHz，1分間）、

沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム，比重2．5）の順に物理・化学処理を行い、植

物珪酸体を分離・濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥させる。

乾燥後、プリュウラックスで封入しプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、
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その間に出現するイネ科真部（葉身と葉鞘）の菓部短細胞に由来した植物珪酸体（以下、短細胞珪酸

体と呼ぶ）および菓身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ）を、近藤・佐

瀬（1986）の分類に基づいて同定・計数する。結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。

3・結果
（1）珪藻分析
結果を表1～4、図2～5に示す。以下、各地点ごとに結果を示す。

・1地点

珪藻化石は試料番号3～6で多産するが、その上・下4試料で少ない。完形殻の出現率は、試料番

号6が53％、試料番号5～3が30％前後と全体的に保存状態が悪い。産出した分類群数は24属94種類

であり、淡水生種から構成される。珪藻化石群集は層位的に変化する。

試料番号6・5は、貧塩不定性種（少量の塩分には耐えられる種）、真＋好酸性種（pH7以下の酸

性水城に生育する種）、真＋好止水性種（止水城に生育する種）が優占する。主要種は、好酸性で好

止水性のAulacoseira crassipunctataが40～60％と優占し、淡水城から汽水城まで塩分の適応能が

広い広域塩性種のRhopa10diagibberula、流水不定性種（流水にも止水にも生育する種）のAmpho・
．

raaffinis、Dip10neisparma、止水性のAulacoseiraambiguaを伴う。

試料番号4では、真＋好酸性種と真＋好止水性種が減少して、真＋好アルカリ性種と流水不定性種

が増加する。主要種は、広域塩性種のRhopalodiagibberula、流水不定性種のCocconeisplacent－

ula、止水性のAchnanthescrenulataなどが10％前後産出する。

試料番号3になると、真＋好流水性種が増加する。好流水性のNaviculaelginensisvar．neglecta、

好止水性のAchnanthes crenulataが約20％と多産し、流水不定性のFragilaria ulnaが約10％産出

する。

・2地点

試料番号1では、珪藻化石が少ない。完形殻の出現率は、50％前後である。産出分類群数は、19属

56種類である。試料番号2は、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、流水不定性種が優占する。広域

塩性種のRhopalodiagibberulaが約20％と多産し、好流水性のCocconeisplacentulavar・lineata、
〕

流水不定性種のAmphora affinis、Fragilaria u1na、好止水性のAchnanthes crenulata、止水性

のAulacoseiraambiguaを伴う。

・3地点

珪藻化石は、2試料とも産出するが、完形殻の出現率が50％前後である。産出分類群数は、18属47

種類である。

試料番号2・1では、真＋好止水性種が多産する。主要種は、止水性のAulacoseira ambigua、

FragilariaconstruensfO．Venterが20～30％と優占し、広域塩性種のRhopalOdiagibberula、流

水不定性種のAmphoraaffinis、Cymbellasilesiaca、Dip10neisparmaなどを伴う。

・4地点

珪藻化石は、3試料とも産出するが、完形殻の出現率が約50％である。産出分類群数は、22属73種

類である。珪藻化石群集は、試料番号3・2と試料番号1とで異なる。

試料番号3・2では、真＋好止水性種が多産する。産出種の特徴は、好止水性のFragilaria cOn－

struens fo．venterが20～30％と優占し、広域塩性種のRhopa10dia gibberula、流水不定性種の

Cymbellasilesiaca、Amphoraaffinis、好止水性のFragilariaconstruensなどを伴う。

－141－



表11地点の珪藻分析結果（1）

種　　　 類
生　 態　 性 環境

指標穫 1　　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8塩分 P h 流水

A rac h no id is cu s e h ren b ergii B aile Y et Eh r． Eu h 1

F ra gila ria b rev is tria ta G ru no w O g h－M e h aロー Lp h ∪ 1

N itzs ch ia 一e vide ns is V a r．Victo ria e G run． 0 9 h－M e h a－．il in d U 1　　　 2

R h。Pa l。d ia g ib be ru la （E h r．）。．M u He r 0 g h．M eh al．il in d 1　 18　　 2 1　 10

A ch na n th e s c le ve iG run。W O g h．in d aH l Lp h T 1

A ch na n th e s c re n ula ta G ru n ow o g h－in d a l．b l－Ph T 1　　 7　　 2 0　　 2 1　　 3

A ch n an th e s in f一ata （K u etz．）G run。W O g h・in d a－‐il L ph T 1

A ch n an th e s la nce 0一a ta （B re b．）G ru n。W o g h．in d in d L ph K．T 1

A ch n an th e s s uc h一a nd tii H usted t 0 9 h・ind in d ind T 1　　 1

A m p h o ra a ffin is K u etzin g 0 g h・ind a土il ind ∪ 3　　 10　　 12　　　 7

A ula c。Seira a m big ua （G ru n．）S im °n Sen O g h．ind a一一日 l．bi N 1　　 2　　　 5　　　 6

A ula co seira crassIP un ctata K ra m m er O g h・ind ac．il L ph 1　 10　　 77　　 87

A ula co seira ita一ic a v ar．v alid a （G ru n．）S im o nse n O g h・ind a－．il l－Ph

R B

U

1

C a l。n eis 一e pto s。m a K ram m e r＆ La n ge－B e rta一。t O g h－ind in d L ph 2

C a l。n eis s ilicu la （E h r．）c le ve 0 g h．ind aH l ind 1

C o cc。ne is d isc u一us S ch u m a n n O g h．ind al－i－ －．b i 1

C 0 cc。ne is n e 0d im in uta K ra m m er o g h－ind a土il ind 1

C o c c°ne is p lac en tu la （E h r．）C le ve O g h－ind aH l ind 2　　 27

C o c c。ne is p lac en tu Ia v ar・e ug一y p ta （E hr・）C一ev e O g h．ind a一・日 r．p h T

0一丁

5

C y m be lla a m p h io xy s （K uetz．）G ru no w O g h－ind ac－il L p h 3

C Y m be Ha a s pe ra （E hr．）C Jev e O g h．ind a－．il ind 2　　　　　　　 2

C y m be Ha c us pida ta K u etzing O g h．ind in d in d 1　　　　　　　　　　　　　　 4

C y m be Ha h eter。P le u ra v a r．m in。r c le ve O g h．h。b a cーil 土p h

0

3

C y m be lla n av ic u一ifo rm is A ue rsw a ld O g h－ind in d in d 1　　　　　　　　　　　　　　 1

C y m be”a s i一e siac a B Ie isc h O g h ind in d in d T 3　　　 5　　 1

C y m be＝a s in ua ta G reg o ry O gh．ind in d r・P h K一丁 1

C y m be日a t um id a （B re b．ex K ue tz．）V・H eu rc k O gh．ind a Li－ in d T 1　　 3　　 1　　　　　　 1

C y m be日a t urgid u一a v ar．nip po n ic a S kvo rtzow O gh．ind a Li－ r．ph T

R l

R A

0

1

C y m be lla s p p． o g h．u n k u nk un k 1　　　　　　　　　　 1　　　　　　　　　 1

D iplo ne is o va lis （H ilse O C lev e O gh－in d a H l in d 1　　 1　　　　　　 1

D iplo ne is p a rm a c 一ev e O gh in d ind in d 4　　　 9　　　 9

D iplo ne is y atu kae ns is H。rik aw a et O ku n。 O ghーin d ind L p h 4　　　 2　　 1

D ipI0 ne is s pp． 。g h．un k u nk un k 2　　　 2　　 1　　 2　　　 3　　 1　　 2

Ep ithe m ia a d na ta （K u etz．）B reb is s。n O gh－in d a土b in d 7

Ep ithe m ia s pp． O g h．un k u nk un k 1

Eu n otia arc us va r・b id en s G run o w O gh．in d a c－il Lp h 1

Eu n。tia b iseria t。ide s H ．K。b aya si O gh．in d ind in d 2

Eu n otia c u rva ta va r．lin ea ris （O ku n o）H．K o b ay as i O g h．h。b a c．日 －．p h 1　　　 3

Eu n otia f一e x uo sa （B re b．）K ue tzing O g h．h o b a 0．il Lp h 2　　　 2　　　 2

Eu n otia im plicata N o e pe l＆ La n ge．B e rta lo t O g h－h o b a c．日 in d 0 1

Eu n otia ・in cisa W ．S m ith e x G reg o rY O g h．h。b a c・il in d 0 1　　 1　　 1

Eu n otia m o no d o n v a r．tr。P Ic a H u ste d t O g h．h o b a、c－i－ 土p h 0 1

Eu n otia p e ctin alis va r．m in 0 r．（K uetz．）R ab h． O g h－h o b a c．il in d 0 1　　 3

Eu n otia p e ctin alis va r・u nd u la ta （R a一fs）R a bh． O g h－h o b a c．i－ in d 0

S

S

2
Eu n otia sp o g hーun k u n k U nk 1　　　　　　　 3　　　　　　　 2

Fra g ilaria c o ns true ns f。．V e nter （Eh r．）H us t・ O g h－in d a L il L ph 2　　　　　　 1　　　　　　 1　　 2

Fra g ilaria e x ig u a G ru n。W O g h－in d ind L ph 1

Fra g ilaria pln na ta E h ren b erg O g h・in d aトil 土ph 1
Fra g ilaria uln a （N it土sch）L a ng e－B erta lo t O g h－in d a H l in d 1　　 6　 10　 12　　　　　　　　　　 3

Fra g i－aria s p p． O g h－un k u n k u nk

O

3

G 。m P h 0 ne m a a C um inatu m Eh re n be rg O g h－in d ind l－Ph 8

G 。m P h o ne m a a n g ustatum （K ue tz．）R a be nh o rst O g h－in d a一一i－ in d U 1

G 。m P h o ne m a cleve i F ricke O g h－in d a一一b r－P h T 5

G 。m P h 0 ne m a grac ile Eh re n be rg O g h－in d a l．il L ph 0 ．U

U

U ．

1　　 1　　 2
G 。m P h o ne m a gr。V O iv ar．ling u latu m （H u st．）L a ng e・B． O g h．in d a土i－ 土ph 3　　　 2

G 。m P h o ne m a pa rv u lu m K u etz in g O g h－in d ind ind 2
G 。m P h。ne m a PS eu d。SP h ae ro p ho rum H ．K o ba ya si 。g h－in d aL il L ph 1

G 。m P h o ne m a su bc一a va tiJm （G run・）G ru n。W O g h・in d a土il i叫 1

G 。m P h。ne m a S U btiIe E hre n be rg O g h－in d al－il ind 1　　 1

G 。m P h o ne m a s p p． O g h－un k un k u n k

R A ．∪

3　　　 3　　　　　　 1

H a ntzsch ia am p h io xy s （E h r．）G run。W O g h in d aH l ind 1　　 1　　 3　　 1

N av icu la c。nfe rva ce a （K ue tz．）G ru n ow O g h．ind a L b ind R B－S 5

N av icu一a e一g in en sis v ar．n e9一ecta （K ra ss．）P atrick O g h・ind aH l トP h U 2　　　 5　　 21

N av icu一a m u tic a K ue tzing O g h－ind aロー ind R A ．S

R l

1　　 2　 ．1　　 2　　　　　 1

N av icu Ja p la usib ilis H usted t 。g h－ind in d ind 1

N av icu la to ky o en sis H ．K。ba ya si O g h－ind in d l－P h 3　　　 2
N av icu la v irid ula （K u etz・）K ue tzing O g h－ind aL il 「．p h K 1∪

0

R A

1

N e id iu m a ffine （E hr．）C lev e O g h－h0 b in d L b i 1

N e id iu m irid is （E hr．）C le ve O g h．h0 b ac－i－ l－b i 1　　 1

N e id iu m s p p． O g h．u nk un k u n k 2

O rth。S eira roe sea n a （R ab h．）0 ’M e a ra O g h・ind in d ind 1

P in n u一aria a cr0S P ha eria W ．S m ith O g h－ind ／ a一一i－ 土p h 。 1

P in n ularia b o re alis E hren b erg 。g h－ind in d ind R A

0

1　　 1　　　　　　 2

P in n u一aria d ive rg en s W ．S m ith O g h－ho b al－il 土p h 2　　 1

P in n u一aria g ib ba E h ren b erg O g h ind aH l ind 1　　 4

P in n u一aria g ib ba va r．d iss im iIis H ．K o ba ya si 0 g h－ho b aH l ind 1

P in n ularia g ib ba va r．一in ea ris H us te dt O g h－h ob a－．i－ ind 1

P in n u一aria im pe ra trix M 出S 0 9 h－h ob a l一日 －．p h 1　　 1　　 1　　　　　　 1

P in n ularia in c。n Sta nS M ay er O g hーh ob a l．日 ind 1
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表 1 1 地 点 の 珪 藻 分 析 結 果 （2 ）

．種　　　 類
生　 態　 性 環境

指棟種 1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8塩分 Ph 流7

P in n u la ria m ac ile nta （Eh r・）Cle ve O g h－hob ac一il l－Ph

S

o

R l

1

P inn u Ia ria m es。Ie．pta （Eh r．）W ．Sm ith O gh－ind irld ind 2

P im u Iaria ne 0 m aj0 r K ram m e r O gh－in d Ocーil 土bi 1　 1　　 2

P inn u la ria no d。Sa．Eh re n be rg O gh－h。b a c．il L p h 1

P in nu laria ru pe stris．H an tzsc h O gh－h。b a c－il in d 5　　　 2

P in nu Laria sch 0 e nfe一de ri K ram m e r O g h・in d．． ihd ． in d 1

P in n ularia sim i日s H u ste d t O g hーin d ind in d 1

P in n u lar ia stom ato ph。ra （G run・）Cle ve O g h－in d ac－il L ph

R B－S

1

P in n u la ria su b ca pita ta G reg。ry 0 ．gh・in d． ac・il ind 1

P in n u la ria su b ru p estris K ra m m e r O g h．hob ac－i－ ind 2　　 1

P in n u la ria v irid ifo rm is K ra m m e r O g h－ind in d ind

0

1

P inn u la ria v irid is （N itz．）Eh re nb erg O g h－ind in d in d 2　　　 4　　 1

P inn u la ria．spp． o gh－un k un k un k

K．T

2　　 2　　　　 10　 16．　 2　　 7

R ho ico s p he n ia ab b rev iata （A g・）Lan g e－B ． O g h－hil aL il r・Ph 1

R ho p．a一0d ia g ib ba va r・Ve ntribo sa （Ku etz・）H ・＆M ．Pe ray O g h・in d a l．i－ in d 1

S e llap h b ra lae v iss im a （K ue tz．）．．M an n O g h－in d ind in d

S

1

S e lla ph°ra Pu P u la （Ku etz．）M e res ch k。W Sk y O g h－in d ind in d

l h

1　　 4

1　 1　　　　　 1　 1
S tau r。ne，．S a Cu ta W ．Sm Ith

S ta uro n e is p h。en ic en te ro n （Nitz．）Ehren b erg

O g h－ln d

。gh．ind

d L 1－

in．d

．．P
土ph 0 1

S ta uro n e is ph。en ic e rlte ro n fo．grac il．is （Eh r・）H us t・ O g h－ind ind l－Ph 0 1

S ta ur。ne is ph。en ice nter0 n Va r．hatto riiT s um ura O g h．ind in d ind 0

T

1

S ta uro n e is pr0 m in u一a H u ste dt O g h－ind in d u n k 1．

Sta u ro n e is sp p・ O gh．un k un k ． un k 1

S u rire lla s pp． O gh－un k u nk un k 1

I一 ．fl　 一　　 R th）K　 tzin O gh・h。b ac一日 土bi 1

萱 誓　　　 1日1出一邉／．－出
珪藻化石総数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15　 29 104　 203　 203． 15 1 34　 0

凡監．：塩分鵬に対する適応性。。：水素イオン濃度に対する適応性　C．R．：流水に対する適応性
海水生種
淡水生桂一汽水生種
貧塩好塩性種
貧塩不定性種
貧塩嫌塩性種
貧塩不明種

Euh

OghーMeh

Ogh．hi－

Ogh－ind：

Ogh．h。b

Ogh－Unk

環境指棲種群

aLbi：裏アルカリ性種

a一一日：好アルカリ性種

ind：pH不定性種
ac－il：好酸性種
ac－bi：責酸性種
unk：pH不明種

Lbi：真止水性種
土ph：好止水性種
ind：流水不定性種
r－Ph：好流水性種
r－bi：責流水性種
unk：流水不明種

K：中～下流性河川指標種，N：湖沼沼沢湿地指標種，0：沼沢湿地付着生種（以上は安藤・1990）
S：好汚濁性種，U：広域適応性種，T：好清水性種（以上はAsai・K．＆Watanabe・T．・1995）
R：陸生珪湊（RA：A群，RB：B群，Rl：未区分陸生珪藻、伊藤・堀内，1991）

標高（㎡）

21．0－33
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図2　1地点の主要珪藻化石群集
海水ー汽水ー淡水生種産出率．各種産出率．完形殻産出率は全体基数・淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計

を基数として百分率で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお・・は1％未満・＋は100
個体未満の試料について検出した種類を示す。
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表2　2地点・3地点の珪藻分析結果
種　　　 類 生　 態　 性 環境

指標穣
ろ地点　 2 －　　 雪地点　 2

壇分 PH 流水
D一P lo n elS Sm lth ll lB re b．）c lev e E uh．M e h

a H l Lp h
E 2 1　　　　　　 1

W 9　－　e ∪ 2　　　　　　　　　　　　　 1
R h oJIa lo d la g lb be ru一a （E h r・）0 ．M u日er O g h－M e h a l－il

a一一il

in d
Lp h

．35　　　　　　 5　　　　　　 7
g ．ln T 1

A c h na nth es cren u la ta G ru no w O g h－in d a土b －．p h T 2　　　　　　 8　　　　　　 1
A c hn a nth es ln f一a ta （K u etz．）G ru n°W O g h．in d a－‐il トP h T 1
A c hn a nth es la n ce o一ata （B reb．）G ru n。W 0 g h．in d ind r．p h K ．T 1
A c hn a nth es m ln utlS S一m a K u etzin g O g h－in d aロー in d ∪ 1
A c hn a nth es o b一。ng e l一a O es trup 0 g h．in d in d in d T 1
A c hn a nth es su bh u ds o n一S H u ste dt
A c hn a nth es tr°P ic a H usted t

O gh．in d
O　h ．

in d 一一Ph T 1

A m ph。ra a ffin is K uetzing g　一ln d
O gh－ind

ln d

a一一i－

ln d
in d ∪

1
4　　　　　 12　　　　　　 5　　　　　　 4

A u一a c。Se！ra am b lg u a （G run．）S im °n Se n O gh．ind a H l 土b i N 7　　　　　 14　　　　　　 32
A u la c。Se一ra craSS一P u nc ta ta K ram m e r o gh－ind ac－il 一一P h 5　　　　　　 1
A u Ja c。Se．ra SP P． O gh－u n k u nk un k

R B
1　　　　　　 6

C a一on elS le p to so m a K ra m m er ＆ L a ng e－B． 0 g h・ind in d L p h 1
C a J。n e一S・S一一一cu la （E h r．）C le ve O g h－ind a l．il in d 1
C。c c°ne一S d lSc ulus S ch u m a n n O g h－ind aロー L b i

∪
3

C。c c。ne！s p一ac en tu一a （E h r．）C一e ve 0 g h－ind a土il in d 1　　　　　 1　　　　　　 2
C。cc。ne！S P一ac en tu la v ar・line ata （E h r・）C一・ O g h．ind aロー 卜P h T

o

3　　　　　　 20
C。cc。ne）S P Se ud。th u m e ns lS R e ich a rd t O g h．ind aH l r・P h 1
C y m b el一a am p h一O XYS （K uetz．）G run。W O g h－ind ac／il 「－P h 2　　　　　　 3　　　　　　 3
C y m b e”a cu sp一d ata K u etzin g O g h－ind in d in d 1　　　　　　 2
C y m b el一a he te r°P Ie ura v ar．m 一n。r C Je ve O g h－h°b ac－il L p h 1　　　　　　 1
C y m b e一一a m e s一a n a C ho ln。ky O g h－ind a土b L b i 4
C y m b e一一a na vICu llform 一S A u ersw a ld
C y m b e一la pe rp us ilJa A C一eve

O g h．ind
O　h h　b

in d ind 。 2　　　　　　　　　　　　　　 2

c y m b ella s iles ia ca B le isch g　－　0
O g h－in d

ac一一一
in d

土p h
ind T

1
1　　　　　　 5　　　　　　 6　　　　　　 6C ym b eHa s ln u ata G re g ory O g h－in d in d 「－P h K／T 2

C ym be Ila tu m lda （B reb．e x K u e一Z．）V ．H．e u rc k
c ym be Jla s p b

O g h．in d
O　h　　 k

a l．il
k

ind
k

T 1　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　 1

D ip］。n e3s e l日p tica （K u etz・）C 一ev e g ．un
O g h・in d

u n
aロー

u n
L ph R A ／T

1　　　　　　 4
1

D一P l。ne！S O V al一S （H l一s e）C 一e ve O g h－in d a一・日 ind 3　　　　　　 2　　　　　　 2
D一P一。ne lS Pa rm a C 一e ve O g h－in d ind in d

R－
7　　　　　　　 3

D一P一°ne rS y a tu kae n s一S H o rik aw a et O k un o
D ip一。ne is s p p

O g h－in d
O　h　　 k

ind l－Ph 1　　　　　　　　　　　　　　 2

Eu n otia b ig ib b a K ue tzln g g　－un
O g h．h o b

u n k一

a c－b

u nk
in d R A

2　　　　　　 2　　　　　　 1
1

E u n ot一a b．se rla to一de s H ・K o b ay asi ．O g h．in d ind in d R A 1
E u n otla fJe xリo Sa （B re b．）K ue tzrng O g h－h o b a c．i－ 土ph 0 1
E u no tla Im P一Icata N o e pe l＆ L an ge－B e rta一。t O g h－h 0 b a c．日 in d 0 1
E u no t！a P e ctln allS Va r一m In or （K uetz・）R ab h． O g h－h o b a c一日 in d 。 3　　　　　　　　　　　　　 1
E u no tla P raeru Pta Eh re n be rg
E u no tia sp p

O gh－h。b
O　h　　 k

a c－il
k

Lp h
k

R B．0．T 1

F ra g ilaria c a pu cina D es m a zie res 9　－u n
O gh－in d

U n
a土il

un
in d T

1　　　　　　 1
1

F ra g Ilar！a c。nStru e nS （Eh r・）G ru n0 W O gh－ind a l－i－ 土p h ∪ 1　　　　　　 2
F ra g一Iar！a C oP Stru e nS fo・V en te r（E h r．）H ust．
F ra g i一arla e Xlg ua G ru n。W

O gh－ind
O　h－ind

a l－il
．d

土p h
－　h

S 29　　　　　　 19

F ra g i一aria p rnn ata E hre n be rg g
O gh．ind

ln
a土il

－P
－．p h S

1
1

F ra g llar！a P一nn ata．V ar．la nc ettu一a （S ch u m ・O H us t・ O gh．ind a土i－ in d S

K．T

1　　　　　　 1
F ra gllar一a u一na　N ItZS ch　L an g e－B e rta一ot O g h－ind 8－－i－ in d 3　　　　　 10
F ra gilar！a v au ch eria e （K ue tz．）P etersen
F ra gila r一a S PP

O g h．ind
O　h　　 k

al－il
k

r－Ph
k

1

G 。m P ho n e m a c hristen se nii L ow e e t K oc i0一e k g　－u n
O g h－u n k

un
Un k

Un
r．p h T

1
1

G。m P ho n e m a cJev ei F ric ke O g h．ind al－b r－P h T 1　　　　　　 3
G。m P ho n e m a g raC ile E h ren b erg
G　　 h

O g h－ind al－iー L p h 0 －∪ 1　　　　　　 1　　　　　 ・4
。m P o n e m a P um l一u m （G run．）R e lc ha rd t ＆ L an ge－B・

G。m Ph o n e m a su b c一a va tum （G ru n．）G ru no w
G　　 h

O g h－lnd al一一l －n d
∪

1
O g h・in d a－．i－ in d 2　　　　　　　　　　　　　 1

°m P o n e m a Su bt一le E hren be rg O g h－ln d al．l－ ーnd
J

1　　　　　　 1
G。m Ph o n e m a su m a to re ns e F ric ke O g h－in d in d 「．b i 1　　　　　　 3
G。m Ph。n e m a SP P． O g h－u nk un k U n k 3　　　　　　　 6
H a nIzsch ia am p h io xy s （E h r．）G ru no w O g h in d al．il ind R A ．U

R A ．S

R B′∪

4　　　　　　　　　　　　　　 2
N a vlCu一a m o b f一一e n S一S Va r．m in。r P atric k O g h・in d aL i－ ind 1　　　　　　 3
N a vicu一a m utica K ue tzing O g h－in d al．i－ ind 3　　　　　　 1　　　　　　 7
N av一Cu一a p lac e nta fo．o btus a M e ister O g h－in d aロー ind 3 ．
N av一Cu la p一a uslb ilis H usted t O g h－in d ind ind 1　　　　　　 4
N av lcu la s p p． O g h．un k u n k U n k 1
N e．d．u空 a m P一一a t空m （E hr・）K ra m m er 0 9 h－in d ind 一．p h 2
N ltZSCh la b rev lSSlm a G ru n 0W O g h in d a土iー ind 1
P一n nu Ja rla a cr。SP h ae ria W ．S m ith． O g h－in d a l－il L ph 0 2　　　　　　 1
P一nn u一a r一a b。rea lis Eh re n be rg O g h－in d ind in d R A 1　　　　　　 2　　　　　　 1　　　　　　 5
P lnn u la r！a b orea一IS V至r・S ca一a r一S （E hr．）R ab h・ O g h－in d ind in d． R A 1
P lnn u la rla b re b一SS。n一一（K ue tz．）R a be n ho rst
P inn u一a ria d iv erge ns W S m ith

O g h－in d
O　h h　b

ind
．－

in d
－　h

∪ 2

P inn u la r！a g ib b a Eh re n be rg g　－。
O g h－in d

a C．l
a c－i－

－P
in d 0

S

R B．S
0

1
4P一nn u一a rla 一m P eratr一X M llls O g h－h o b a c－i－ Lp h 1

P ln n u一a rIa ka re一一Ca C一ev e o gh－ind in d 一一P h 1ノ
P ln n u la r！a m P C ile n ta （E hr．）C lev e O g h．h o b a c－i－ L p h 1　　　　　　　　　　　　　 1
P Jn n u la r！a m ICroS ta uro n （E h r・）C le ve O g h－ind a c・il in d 1　　　　　　　　　　　　　　 3
P ln n u la r一a ru Pe Str一S H an tzs ch O g h－h。b a c．il in d 2
P－n n uIa r一a S u bc ap一tata G reg o ry o g h．ind ac－il in d 1
P ln n ular！a V lr一d lS （N ltZ．）E hren be rg O g h－Pind in d ．in d 2　　　　　　　　　　　　　　 1
P一n n uIarla S P P． O g h－u n k u nk un k

K ．T
S

T
0

T

2　　　　　　　 5　　　　　　　 3
R h。IcO S Ph e n la ab b rev一ata （A g・）L a ng e－B． O g h．h il aロー r－Ph 2
S e一一a ph。甲 P u P ula （K u etz・）M e res ch k。W Sk y O g h．ind in d in d 1
S tau r。TlelS aC uta W ・S m lth O g h－ind 由一．iー 一一P h 1
S tau r。n e一S an ce P S E h re nb erg O g h－ind in d in d 2
S tau r。n e！S P ho eヮ一Ce nter。n （N ．tz．）Eh re n be rg
S ta u r。ne一S Pr。m ln ula H u ste d t

O g h．ind in d l－P h 1　　　　　　 2
O g h－in d in d u n k 1

S ta u r。ne rS SP P． O g h－u nk un k u n k 1
T a be一Iar一a f一°c Cu los a （R o th）K u etz in g

A 畠
O g h－ho b ac．il －．b i 4

≡転＝＝＝＝二＝二…　 一二…
珪莞鎬譜 竿を参照　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 27　　 204　 108　 136
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表3　4地点・5地点の珪藻分析結果
種　　　 類 生　 態　 性 環境

指標種
1 4地点2　 。I　 F 地点　 2

塩分 P H 流水
A m p h。ra 一。ntina一is H u ste dt O g h－M ch a土il ind

∪
1

F ra gila ria brev istriata G run。W O g h．M ch a土il L p h 2　　　　　 1
R h oJ？a f。d ia g ibb e ru la （E hr・0 0 ・M uller O g h－M ch al一日 ind 8　　　　　 5　　　　 13　　　　　　　　　　　　 7
A ch n an th es cre n u lata G ru no w 。g h－ind al－b L p h T 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3
A ch n an th es la nc e。Iata （B reb．）G run o w O g h・ind in d 「・P h K．T 1
A ch n an th es o b一o ng e一一a O estrup O g h・ind in d in d T

U

1　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
A ch n an th es sp p． O g h．u n k Un k u n k 1
A m p h o ra a ffin is K ue tz一ng o g h－ind aH l in d 6　　　　　　 2　　　　　 8　　　　　 1　　　　　 2
A u一ac 0 S eira a m b ig u a （G run・）S im 0 nSe n O g h－ind a一一il 土b i N

R B

U

S

3　　　　 17　　　　　 30　　　　　　　　　　　　 8
A u la c0 S eira c rass ip u nc ta ta K ram m e r O g h－ind ac－i－ L p h 1　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
C a lo n e is lep to s°m a K ra m m er ＆ L an g e－B． O g h－ind in d L p h 1
C a lo n e is silic ula （Eh r．）C lev e O g h－ind a土i－ in d 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
C。CC O n e is d isc u一u s S c hu m a n n． O g h－ind aH l L b i 1
C o cc。n e is ne。dim in uta K ra m m e r O gh－ind aロー in d 1
C o cc o n e is p lac en tula （Eh r・）C lev e O gh－ind aH l in d． 1　　　　 1　　　　　 3　　　　　 1　　　　　 4
C o cc o n e is pse u d othu m en sis R e ic h ard t O gh－ind aロー 一一P h 1
C ratic u一a c u sp id ata （K ue tz．）D ．G ．／M an n O gh ind aロー in d 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
C y m b e H a a m ph i。Xy S （K ue tz．）G ru no w O gh－ind ac－i－ L p h 1　　　　　　　　　　　　 3　　　　　　　　　　　　 6
C y m b e l一a c us pid ata K ue tzin g O gh－ind in d in d

T
2

C y m b e H a g ra ci一is （E h r．）K uetzing O gh－ind in d l．p h 1　　　　　　　　　　　　 5
C y m b e lIa s ilesiac a B le is ch O gh－ind in d in d T 3　　　　　 8　　　　 15　　　　　　　　　　　　 4
C y m b e l一a s in ua ta G re go ry O gh－ind in d r．ph K．T 1
C y m b e l一a s ub ae q ua lis G run ow o gh－ind aロー L p h 0．T 1
C y m b e H a tu m ida （B re b．e x K u etz．）V ．H ． o gh－ind aH l in d T

R l

0

1　　　　　 1
C y m b e一一a s pp． O gh－u n k un k un k 2　　　　　 1　　　　 1
D iplo ne is 0V alis （H ils e）C lev e 。gh．ind aH l in d 2．　　　　 4　　　　　 4　　　　　　　　　　　 1
D ip一o ne is pa rm a C lev e o gh－ind in d in d． 3　　　　　　　　　　　　 6　　　　　 1　　　　　 6
D ip一o ne is y atu kae n sis H orik aw a et O k un 0 O gh．ind in d 一一P h 1　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
D ip lo ne is s p p． O g h－u n k un k un k 6　　　 11　　　　 3　　　　　　　　　　 4
．E u n。tia fle x uo sa （B re b．）K ue tzing O g h吉h。b ac．i－ l－P h 1
E u n。tia in cisa W ．S m ith ex G reg。ry O g h－h。b ac－i－ in d 0 1
E u no tia pe ctin a一is va r・m in o r（K ue tz・）R ab h． O g h－h。b ac．il in d o

U

3
E u n。tia s p O g h－U n k un k Un k 1　　　　 1　　　　 1
F ra g i一a ria co ns true ns （E hr．）G run ow O gh－ind aロー L p h 7　　　　　 7　　　　　　　　　　　 1
F ra g i一a．ria c0 nS true nS f。．Ve nter （E hr・）H us t． O g h－ind aロー 一一P h ．S

S

K．T

0

32　　　　　 33　　　　　 38　　　　　 2 ．
F ra gila ria ex ig ua G ru n ow O gh－ind in d L p h 4　　　　　 3　　　　　 3　　　　　 5　　　　　　 2
F ra gila ria pln na ta E h ren b erg O gh－ind a口l l－P h 1　　　　　　　　　　　 1
F ra giIa ria uln a （N itzsch）L a ng e－B erta一o t O g h－ind aH l in d 1　　　　 1　　　　 1　　　　 1　　　　　 2
F ra gila ria v a uc he riae （K u etz・）Pe te rse n O gh－ind aH l r－P h 1
F ru stu O g h－u n k un k un k 1
G o m p h o n e m a a c um in atu m Eh re n be rg O g h－ind in d －．p h 2　　　　　 2
G 。m P h。n e m a C一e ve i F ricke O gh ind a土b r－Ph T 1
G 。m P h o n e m a grac ile Eh re n be rg O gh－ind aH l L p h 0．∪ 2　　　　　　　　　　　　 5
G 。m P h。n e m a Pa rV ulu m K ue tz in g 0 gh－ind in d in d U

R A 1U

・1　　　　　 2
G o m p h o n e m a s u bti一e Eh re n be rg O gh．ind a－．il in d 1　　　　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　 3
G 。m P h 0 n e m a S P P． O gh－U n k u nk un k 1　　　　 1　　　　 1　　　　　　　　　　　 1
G y ros ig m a sc alp r0 id es （R ab h．）C一e ve O gh－ind a l．i－ r－Ph 1
G y ros lg m a SP P． O gh－u n k u nk un k 2
．H an tzs c h ia am p hio xys （E hr，）G run 0 W o gh－ind aロー in d 1
M e rid i。n c ircu la e var．co ristric tu m （R a lfs）V ．H ． o gh－ind aロー 「．bi K．T 1
N av ic u la c0 h nii（H iIse）L a ng e－B erta lo t O gh－in d al．b in d R－ 1
N av ic u la c0 nte nta G ru n ow O gh．in d aロー in d R A 1T 1　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2
N av ic u la co nte nta fo．b ic ep s （A rn o tt）H u ste d t O gh－in d aロー i、n d R A ．T 1
N av ic u la e一g in en sis va r・n eg lecta （K ra ss．）P at． O gh－in d a土i－ r．ph U 1
N av ic u la m u tica K ue tzlng O gh－in d a H l in d R A ・S 2　　　　　　 6　　　　　 5　　　　　 1　　　　　 4
N av ic u la v irid u一a （K ue tz．）K uetzing O gh．in d a口l 卜Ph K．U 1
N av ic u la v irid u一a v ar．ros te l一ata （K ue tz・）C一． O gh－in d aロー rーPh K．∪

0

1
N av ic LJla s p p． O g h－Un k U nk un k 1
N eid iu n l irid is l（E hr・）C lev e O gh－h。b a H l 土b i 2　　　　　　　　　　 1
P inn u一a ria a c ros ph ae ria W ・S m ith O gh．in d a l．日 Lp h 0 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3
P in nu一a ria bo re alis E hren b erg O gh．in d ind in d R A

o

3　　　　　 1　　　　　 2　　　　　 12　　　　　　 5
P in nu一a ria bra u n ii（G ru n．）C一ev e O g h．h。b ac．b Lp h 1
P in nu一a ria bre v ic。Stata C lev e O gh－in d a土il in d 1
P in nu一a ria d ive rg en s W ．S m ith O g h．h。b a一一i－ l－P h 2
P in nu la ria g ib ba E hren b erg O g h－in d a l－il in d 1　　　　　　　　　　　 3
P in nu la ria in co n sta ns M ay er O g h．ho b a H l in d 1
P in nu一a ria ne。m aJ。r K ra m m e r 0 g h－in d a H l 土b i

R A

R l

R B．S

2
P in nu la ria o b sc ura K ra ssk e 0 g h in d ind in d 1
P in nu la ria ru pe stris H a n tzsc h O g h－ho b ac－il in d 2　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　 1
P in nu一a ria s ch ro ed e rii（H u st．）K ra m m e r O g h－in d ind in d 1

1

P in nu la ria s ch w a be i K ra ss ke O g h．in d ind in d
P in nu la ria s en j°e nS is H ．K o ba ya si O g h－h。b ac．i－ L ph
P in nu la ria s to m a to p h0 ra （G ru n・）C lev e ．O g h．in d ac．i－ L ph 2
P in nu la ria s u bca p itata G re g o ry　 ．．．’ O g h－in d ac－il in d 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
P in nu一a ria s u brup es iris K ram m e r O g h－h。b ac・i－ in d 1
P in nu一a ria v iridif。rm is K ram m e r O g h．in d ind ind．

0

S

T

0

1
P in nu一a ria v iridis （N itz．）Eh re n be rg O g h－in d i／1d ind 1
P in nu la ria s p p・ O g h．un k u n k u nk 4　　　　　 3　　　　　 6　　　　　　 3　　　　 14
S e日ap h 0ra p u p ula （K u etz・）M e res ch ko w s ky O g h－in d ind ind 2
S e l一ap h ora rec ta ng u la ris （G re g．）L a ng e．B．＆M et． O g h－in d ind ind 1
S ta u r。ne is an c ep s E h re n be rg 0 g h－in d ind ind 1
S ta u r0 ne is 一e g u m e n v ar．nip po n ic a （S k v．）H ．K o b． O g h－h。b ac．il 土ph 1
S ta u r。ne is p ho e nice nte ro n （N itz．）E hren b erg O g h．in d ind 一一Ph ．2　　　 1　　　 1　　　　　　　　　 2
S ta u r。ne is p ho e nice nte r0 n V a r．hattorii T su m ura O g h－in d ind ind 0

T

1
S ta u r。ne is sp p． O g h－u nk u n k u n k 1
T a be lla ria f一0 cc u lo sa （R oth）K u etzin g O g．h－ho b ac一日 「．b i 1　　　　　 2　　　　　 2
海水生種 合計 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0
海水 －汽 水生種合計 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0
汽水生種 合計 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　　　 0　　　　　　 0
淡水 －汽 水生種合計 10　　　　　 6　　　　 13　　　　　 0　　　　　 8
淡水生種合計 99　　　 121　　　 18 7　　　　　 30　　　 1 14
珪藻化石 総数 109　　　 127　　　　 20 0　　　　　 30　　　 122

凡例は表 1 を参照
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表4　6地点の珪藻分析結果

種　　　 類
生　 態　 性 環境

指標穣 1　　　　　　　　 2　　　　　　　　　 3塩分 PH 流水

R h。Pa l0 d ia g ib be ru la （Eh r．）0 ．M uHe r O g h．M eh al－il ind 4　　　　　　　　　 7　　　　　　　　　 7

A ch n an th es c ren u一ata G run o w O g h・ind aトb －．ph T

T

U

N

U

S

0 ．T

T

0

T

K．T

T

R l

0

0

U

S

S

。

2

A ch n an th es 0 b l0 n 9e lla O estru p 。gh．ind in d ind 2 5　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　 3

A m ph o ra a ffin is K u etzin g 。gh－ind al．il ind 15　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　 2

A u la c°Sira a m b ig u a （G ru n．）Sim o ns en O g h－ind aロー l－bi 23　　　　　　　　 17　　　　　　　　 24

A u一ac°Se ira cra ssip un c tata K ra m m e r O gh・ind a l．il L p h 1

C al°neis silicu la （Eh r．）Clev e O gh．in d a c．il ind 1

C a一°neis sp p． O gh－un k u nk u n k 1

C 。cc°ne is p lac en tu la （Eh r．）C一ev e O gh・in d 8－．il in d 1　　　　　　　　　 2

Cratic u la cu s pid ata （K ue tz．）D ．G ．M an n 。gh．in d a H l in d 2

C rat i c O g h－un k U nk un k 1

C ym be lla a m a p hi。XYS （Ku etz．）G ru n。W O g h．in d a c．il L p h 4　　　　　　　　　　 5

CYm be”a c istu一a （Ehr．）Kirch n er O g h－in d a c－il l．ph 1

C ym be lla c us pid ata K ue tzin g o g h・in d ind in d 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Cym b ella g ra ciIis （Eh r．）K ue tzing O g h－in d ind Lp h 6

C ym b ella h eter。PIeu ra v ar．m in o r C le ve O g h．ho b ac．il Lp h 1

C y m b e”a n av icu lif。rm is A u ersw a ld O g h．in d ind in d 1

C y m b ella p e rp us出a A ．Cle ve 。gh．ho b ac－il －．ph 1

C y m b e”a silesiac a B le is ch 0 9 h．in d ind ind 8　　　　　　　　　 7　　　　　　　　　 5

Cy m b e一Ia s in u ata G re g。ry O g h－ind ind r－Ph 1　　　　　　　　　 4

Cy m b ella tu m ida （Breb．ex K u etz．）V ．H． O g h－ind al一il ind 1　　　　　　　　　 2

Cy m b ella s p p． O g h－unk un k u n k 1　　　　　　　　 1　　　　　　　　 1

D ip L。neis fin nica （Ehr．）c le ve O g h－ind ac－il L ph 3

D ip lon e is 。Valis （H ilse）C一eve O g h－ind aL il ind 3　　　　　　　　 1　　　　　　　　 1

D ip一on e is p arm a C一eve O g h－ind in d ind 8　　　　　　　　　 5　　　　　　　　　 9

D ip I0n e is Y a tuka en sis H o rika w a et O ku no O g h．ind in d 土ph 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2

D ip一one is s p． Og h一un k un k U n k 1　　　　　　　　　 3　　　　　　　　　 5

Ep ithe m ia ad n ata （K ue tz．）Bre b is s。n O g h．ind al－b in d 2

E u no tia arc us Eh re n be rg O g h－ho b a－．il L p h 1

E u n。tia du p lic。ra Ph is H ．Ko b aya si O g h－h°b a－．i－ l．ph 2

E u no tia im p Iic ata N 0 eP e l＆ La n ge．Be rta Io t O gh．ho b a l－il in d 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Eu no tia pe c tin alis v a r・m in or （Ku etz．）Rab h． O gh・ho b a H l in．d 5

E u no tia sp p・ O gh－un k u nk un k 2

Fra g ilaria c。nStru e nS （Eh r．）G ru n ow O gh－in d a l－il Lp h 3

Fra g ilaria c o nstru e ns f。．Ven te r （Eh r．）H ust． O g h－in d aトil Lp h 28　　　　　　　　 14　　　　　　　　 10

Fra g ilaria e xig ua G ru n。W O g h－in d ind l－Ph 6　　　　　　　　　 8　　　　　　　　　 3

Fra g i一aria p in nata va r．一an cettu la （Sc hu m ・）H u s．t． O g h．in d a土il in d 1

Fra g ilaria u ln a （N itzsch）La ng e－Berta一ot O g h．in d a l．i．l in d 1

G 。m Ph。ne m a a c um in atu m Eh re n be rg O g h－in d ind l．ph 5　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　 2

G 。m Ph。ne m a g ra c ile Eh re n be rg O g h．in d a L il 土ph 0 ．∪ 6　　　　　　　　 1　　　　　　　　 1

G 。m Ph°ne m a P a rV uLu m K u etz in g O g h－in d ind in d U 1

G 0 m Ph°ne m a S u bc la va tu m （G run．）G ru n。W O g h－in d aL i－ in d U

R A －∪

1

G o m ph°ne m a S LJbtile Eh re n be rg O g h．in d aロー ind 2

G。m Ph°ne m a S P P． O g h．unk un k u n k 2　　　　　　　　　　 4

Ha ntzsc hia am p hio xy s （Eh r．）Gru n。W O g h－in d aロー ind 1　　　　　　　　 1　　　　　　　　 1

M e l。Sira v a ria ns A ga rd h O g h．hi－ al－b トPh K′∪ 1

M e los ira c irc u一a9 Va r・Co ristrictu m （Ra lfs）V．H ・ 。gh－ind aロー r・bi K．T 1

N a vic u一a c o h nii（HHs e）La ng e－Be rta lo t O g h．ind a L b ind R－ 1

N a vic ula m u tica K ue tzin g O g h・ind a一一i－ ind R A ．S 2

N avic ula p la cen ta E h re n be rg O g h－ind aL i－ ind R l 1

N eid iu m s p O g h－un k u nk u n k

0

1

P in n u la ria a c ro sp ha eria W ．S m ith O g・h．ind a－．il L p h 1

P in n u la ria b。re a一is E．h．re nb erg O g h－ind in d in d R A

0

R l

0

2　　　　　　　　　 4　　　　　　　　 13

P in n u la ria b rev ic。Stata C一eve O g h－ind a c．il in d 1

P inn u Ia ria d ive rg e ns W ．Sm ith O g h－h。b a c－il L p h 1

P inn u一aria g ib b a E h re nb e rg O gh－in d a c－i－ in d 3　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Pinn u一aria im p era trix M ills O g h．ho b a c－i－ －．ph 1

P inn u la ria ru pe stris H an tzs ch 0 g h・h。b a c．il in d 2

P inn u Ia ria sc hr0e de rii（H ust．）Kra m m e r O g h－in d ind in d 1

P inn u一aria sto m at。Ph o ra （Gru n・）Clev e O g h．in d a c．il 一一Ph 1

P inn u la ria su b ru pe stris K ram m er O g h．h。b a c．il in d 1　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　 1

Pinn u la ria sp p． O g h．un k u n k U nk 5　　　　　　　　　 6　　　　　　　　　 5

Se”ap h。ra 一aev is sim a （Ku etz．）M a n n O g hーin d ind in d 1

S e一Iap h。ra re cta n g uIaris （Greg－）Lan g e・B．＆M e t． O g h．in d ind ind 1

S ta u r0 ne is a cu ta W ．Sm ith O g h－in d a土il L ph 1

S tau r0 ne is ph。en ic e ntero n （N itz・）Eh re n be rg O g h．in d ind トph 1　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

Stau r。neis ph 0e n ic e nter0 n V ar．hatto riiT s u m u ra O g hーin d ind ind 0

0－T

1

S tau ro n eis pro m inu一a H u ste dt O g h－in d in d u n k 1

T a be一Ia ria ren e strata （Ly ng b．）Ku etz in g O g h－in d ac・il 土bi 1

T a be Ha ria fl0c cu losa （R。th）Ku etzin g O g h．h0b ac－i－　　　 Lbi T 1
0

0

0

7

1里
114

0

0

0

7

1堕
107

0

0

0

4

1堕
200

海水生種合計

海水ー汽水生種合計
汽水生種合計

淡水一汽水生種合計
淡水生種合計
珪藻化石総数

凡例は表1を参照
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図3　2地点・3地点の主要珪藻化石群集

海水一汽水－淡水生種産出率・各種産出率・完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の奇計
を基数として百分率で算出した。いずれもⅰ00個体以上検出された試料について示す。なお、●は1％未満、＋は100
個体未満の試料について検出した種類を示す。
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図4　4地点・5地点の主要珪藻化石群集
海水一汽水－淡水生種産出率・各種産出率・完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計

を基数として百分率で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお、・は1％未満、十は100
個体未満の試料について検出した種類を示すO
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図5　6地点の主要珪藻化石群集
海水ー汽水－淡水生種産出率・各種産出率・完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計

を基数として百分率で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお、・は1％未満を示す。

試料番号1は止水性のAulacoseira ambiguaが減少し、好止水性のFragilaria cOnStruenS fo．

venterが優占する。

・5地点

珪藻化石は試料番号2で多産するが、試料番号1で少ない。完形殻の出現率は約30％と低い。産出

分類群数は、18属50種類であり、淡水生種からなる。

試料番号2の群集は、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、流水不定性種と真＋好止水性種が多産

する。各種群では、広域塩性種のRhopalodiagibberula、流水不定性のDiploneisparma、止水性

のAulacoseiraambigua、FragilariacOnStruenSfo．venterが約10％産出する。

・6地点

珪藻化石は、3試料とも普通に産出する。完形殻の出現率は30～50％まで変化し、上位に向かって

増加する。産出分類群数は、22属62種類である。珪藻化石群集は、試料番号3・2、試料番号1とで

違いがみられる。

試料番号3・2では、貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、流水不定性種と真＋好止水性種が優占

あるいは多産する。止水性のAulacoseiraambigua、Fragilariaconstruensfo．venterが10－20％

と多産し、広域塩性種のRhopalodia gibberula、流水不定性のCymbella silesiaca、DipIOneis

parma、好止水性のFragilariaexiguaなどを伴う。

試料番号1になると淡水生種の生態性に大差ないものの、流水不定性のAchnanthes ob10ngella、

Amphoraaffinis、止水性のAulacoseiraambigua、Fragilariaconstruensfo．venterが10－15％

と多産する。

（2）花粉分析
結果を表5・6、図6～9に示す。以下、各地点ごとに結果を示す。

・1地点

木本花粉ではマツ属が優占する。この他、モミ属・ツガ属・スギ属・コナラ属コナラ亜属・コナラ

属アカガシ亜属・シイノキ属などを伴う。草本花粉ではイネ科が多産し、ガマ属・サジオモダカ属．
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カヤツリグサ科・ミズアオイ属・サナエタデ節－ウナギツカミ節・ナデシコ科・セリ科・オミナエシ

属・ヨモギ属・キク亜科などが検出される。この内、イネ科は、上位に向かい増加する。また、試料

番号1・2でソバ属が検出される。

・2地点

木本花粉ではマツ属が高率に出現し、次いでアカガシ亜属・シイノキ属が多産する。草本花粉では、

イネ科．カヤツリグサ科が比較的多く検出される。この他、ガマ属・サナエタデ節－ウナギツカミ

節・ソバ属・セリ科．オミナエシ属・ゴキゾル属・ヨモギ属などが検出される。

・3地点

木本花粉ではマツ属が優占し、ツガ属・クマシデ属－アサダ属・コナラ亜属．アカガシ亜属．シイ

ノキ属などを伴う。草本花粉はイネ科が多産するが、試料番号1になると出現率が低下する。この他

に・カヤツリグサ科・サナエタデ節－ウナギツカミ節．ソバ属．アリノトウグサ属．セリ科・ヨモギ

属・キク亜科などが検出される。

．4地点

試料番号1・2では花粉化石がほとんど検出されず、シダ類胞子が多産する。これらの試料で検出

される花粉・胞子化石は、保存状態が著しく悪い。

試料番号3ではマツ属が優占する。この他、モミ属・ツガ属・コナラ亜属．アカガシ亜属・シイノ

キ属・ブドウ属などを伴う。草本花粉ではイネ科・カヤツリグサ科が検出され、ミズアオイ属・サナ

エタデ節lウナギツカミ節．ソバ属．アリノトウグサ属．キク亜科などが検出される。

・5地点

試料番号3ではマツ属が優占する。この他、ツガ属・クマシデ属－アサダ属・コナラ亜属・アカガ

シ亜属などを伴う。草本花粉ではガマ属・サジオモダカ属・イネ科・カヤツリグサ科などが検出され

る。

・6地点

木本花粉ではマツ属が優占する。この他、ツガ属・クマシデ属－アサダ属・コナラ亜属．アカガシ

亜属・シイノキ属などを伴う。草本花粉ではイネ科が多産し、オモダカ属・カヤツリグサ科・アリノ
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図6　1地点の主要花粉化石群集

出現率は・木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉．シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率
で算出した。なお・・○は1％未満、＋は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。
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表 5　 1 地 点 ．2 地 点 の花 粉 分 析 結 果

種　　　 類 1地点 2地点

試料番号 1　　　 2　　　　 3　　　　 4　　　　 5　　　　 6　　　　 7　　　　 8 1　　　　　 2

マキ属
モミ属

ツガ属
トウヒ1■
マツ属

コウヤマキ属
スギ属
セナギ属

ヤマモモ属
サワゲルミ属
クマシテ属一アサダ属

バンノヰ属
コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属
クリ属
シイノキ属
ニレ属－ケヤキ属

イスノキ属
アカメガシワ属
クロウメモドキ科

センダン属
カエデ属
ブドウ属

ノブドウ属
ツパキ属

グミ属
ウコギ科
ミズキ属
ツツジ科

カキ属
ハイノキ属
イポタノキ属

ガマズミ属

草本花粉
ガマ属
ミクリ属
サジオモダカ属
イネ科

カヤツリグサ科
ツユクサ属
ミズアオイ属

ユリ科
ユリ属

クワ科
サナエタデ節
ソパ属

アカザ科
ナデシコ科
キンボウゲ科
アプラナ科

ワレモコウ属
バラ科
ノアズキ属

マメ科
与力シグサ属
アカバナ属一ミズユキノシタ属
アリノトウグサ属

セリ科
ヤエムグラ属一アカネ属
オミナエシ属

ゴキヅル属
ツリガネニンジン属ーホタルブクロ属

ヨモギ属
キク亜科
タンポポ

シダ類胞子
アカウキクサ属
シダ類胞子

合　計

木本花粉
草本花粉
不明花粉
シダ類胞子

総計（不明を除く）

6

7

1

90

1

1

1

3

4

4

1

1

2

1

1

2

1

229

44

1

9

2

3

1

3

1

5

2

1

6

3

1

2

8

2

165

3

1

1

2

3

5

4

1

1

1

1

1

1

1

64

21

1

1

7

1

1

2

1

2

1

1

8

6

2

210　　　　265

226　　　　201

312　　　　121

5　　　　　6

210　　　　265

748　　　　587

5　　　　1　　　　　2

4　　　　　5　　　　11

3　　　　　2　　　　　7

197　　　132　　　175

1

2　　　　　5　　　　　5

1

4　　　　　　　　　　1

4　　　　　3　　　　1

3

7　　　　10　　　　1

17　　　　29　　　　10

2

12　　　　　8　　　　1

2

2

1

2

1

3　　　　1　　　　1

1

1

2

61

58．

1

2

1

8

3

1

1

1

14

5

些蔓

265

158

13

322

745

1

4

105

75

2

3

1

1

3

3

1

27

1

11旦

205

227

0

175

607

54

43

3

1

1

3

1

4

5

6

20

24

186

2

2

3

6

1

2

2

59

26

7

1

2

1

1

7

6

1

177　　　　240

216　　　　254

115　　　110

6　　　　　8

177　　　　241

508　　　　605

3

27

11

54

1

6

1

2

3

12

1

5

3

1

1

1

65

15

1

2

1

4

竺蔓

232

106

2

543

881

1

1　　　　　5　　　　　6

7　　　　　9

15　　　118　　　108

2　　　　　8

1　　　　　7

1

2　　　　　5

1

5　　　　　日

32　　　　　51

1　　　　1

2　　　　18　　　　28

1

3

1

1

1　　　　　2

1

2　　　　　1

1

2

4

1

18

52

1

4

1

1

1

1

2

5

1

1

16

2

2

4

32

8

2

2

1

202

99

1

1

1

2

1

1

1

3

3

9

1

1

12

4

4

4

38

5

193　　　　363　　　　437
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－

18　　　　200　　　　242

2　　　　260　　　　393

0　　　　　0　　　　15

193　　　　363　　　　437

213　　　　823　　1072
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表6　3地点・4地点・5地点・6地点の花粉分析結果

種　 ．類 3 地点 4 地点 5 地点 6地 点
試料番 号

木本 花 粉
1　　　　　 2 1　　　　　 2　　　　　 3 1　　　　　 2 1　　　　　 2　　　　　 3

マキ属
モミ属
ツガ属

マツ属
コウヤマキ属
スギ属

イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科
セマモモ属

サワグルミ属
クマシデ属－アサダ属
バンノキ属

コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカがシ亜属
ブナ属
クリ属

シイノキ属
ニレ属－ケセキ属

エノキ属－ムクノキ属
イスノキ属
カラスサンショウ属

センダン属
ウルシ属
ブドウ属
ツタ属

グミ属
ウコギ科

ツツジ科
ミズキ属
ハイノキ属

イポタノキ属
トネリコ属
スイカズラ属

草本花粉

ガマ属
オモダカ属
サジオモダカ属

スブタ属
イネ科

カヤツリグサ科
ミズアオイ属
ユリ科
ユリ属

クワ科
サナエタデ節－ウナギツカミ節
タデ属

ソパ属
アカサ科
ナデシコ科

キンボウゲ科
アプラナ科
ワラモコウ属

バラ科
ノアズキ属
マメ科

ミソハギ属
キカシグサ属
アリノトウグサ属

セリ科
シソ科
オミナエシ属

マツムシソウ属
キキョウ属
ヨモギ属
キク亜科

タンポポ亜科
不明花粉

アカウキクサ属
シダ類胞子

木本花粉
草本花粉
不明花粉

シダ類胞子
総計（不明を除く）

1・竺

0

0

0

147

147

3

1

14

90

1

3

7

3

8

3

1

1

1

189

67

1

8

13

1

1

7

15

20

2

3

155

1

2

2

3

6

14

1

8

1

1

1

1

2

306

50

1

1

2

4

1

4

1

1

2

1

3

5

1

577　　　　208

236　　　　203

322　　　　409

2　　　　　7

577　　　　208

1135　　　　820

2

10

8

1

5

9

174

1

4

6

4

2

1

3

23

1

33

60

1

0

4

2

1

1

3

4

1

2

4

3

9

227

1

2

1

7

2

1

1

1

2

1

71

2

2

3

1

1

1

1

2

1

1

5

3

2

8

18

67

1

2

1

2

1

1

1

10

16

2

2

2

1

190

146

1

1

0

1

8

1

1

3

3

1

7

13

14

240　　　　392　　　172　　　　973

12　　　　234　　　　258　　　　237

9　　　　250　　　　97　　　　409

0　　　　　3　　　　　3　　　　　6

240　　　　392　　　172　　　　973

261　　　876　　　　527　　　1619

2

2

7

174

1

2

1

9

2

9

16

4

6

1

1

1

1

1

330

47

1

1

5

1

5

1

1

7

1

75

9

6

183

1

5

4

6

11

1

6

2

1

2

1

3

227

34

2

2

4

1

1

13

1

1

143　　　　240

240　　　　238

427　　　　344

5　　　　　　6

143　　　　240

810　　　　822

4

12

42

1

2

1

1

1

6

28

1

2

1

1

1

1

235

45

2

6

1

1

5

1

1

12

8

1

12

15

7

雲型

203

354

4

206

763

－151－
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トウグサ属・セリ科・ヨモギ属．キク亜科などが検出される。

（3）植物珪酸体分析
結果を表7に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、表面に多数の

小孔（溶食痕）が認められる。これは、土壌中に選択的に取り込まれた、あるいは取り込まれた後に

分解．消失した可能性があることを示唆する。よって、今回は組成を求めず、検出個数を一覧表に示

すにとどめる。

各試料からは、タケ亜科、ヨシ属、ウシクサ族コブナグサ属・ススキ属、イチゴツナギ亜科が検出

される。また、栽培植物のイネ属は、1地点試料番号5．1、2地点試料番号1、3地点試料番号

1．2、4地点試料番号1～3、5地点試料番号1・2、6地点試料番号2で検出される。この内、

1地点試料番号1で比較的多く検出される傾向にある。また、1地点試料番号1、3地点試料番号2、

5地点試料番号2、6地点試料番号3で稲籾殻に形成されるイネ属穎珪酸体もわずかに認められる。

また、大部分の樹木菓部内に形成される樹木起源珪酸体で、近藤・ピアスン（1981）の第IIIグ

ループに属する珪酸体がほとんどの試料から検出される。第111グループは「Yの字」あるいは「く

の字」状の形態を呈し、大部分の樹木葉部に観察される。

表7　植物珪酸体分析結果

種　　　 類　　　　　　　　　　　 地 点 名　　　　　　　　 1 地 点 2 地 点 3 地 点 4 地 点 5 地 点 16 地 点

試 料 番 号　 1　 2　 ．3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8 1　　 2 1　　 2 1　　 2　　 3 1　　 2 1　　 2　　 3

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ族コブナグサ属

ウシクサ族ススキ属

イチゴツナギ亜科

不明キビ型

不明ヒゲシバ型

不明ダンテク型

イネ科葉身機動細胞珪酸体

イネ族イネ属

タケ亜科

ヨシ属

ウシクサ属

不明

3　　1

1　　6　　3　　　　　　　　2　17　　5　　3　16　11

5　　6　　2　1　　2　　　　　　　　　　　　　　4

1　1　．　　－　　．　　一　　一　　一　1

4　　6　　4　　　　　　　　　3　　　　　　　　　7　　2

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　1　　3

4　　4　　4　　3　　2　　2　　4　1　　6　　4

6

1

2

2

1　　　　　　　．＼＼

3　17　　5　　2　　1　　7

1　　3

7

3　　2

1　　7　　1

2　　　　　2　1　　　　1　2　1　2　　　　　　　　　　　　　　3

1　6　　4　　6　　3　　3　　5　　7　　2　12　　5　1　3　　6　1

1

2

1

2

1

4

2

2

10　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　1　　　　3　　3　　2　　2　1　4　　3　　　　　4

10　1　　　　6　　4　　2　　　　114　　5　1　5　　2　　3　　3　10

4　　　　　　　3　1　2　　　　　5　1　　　1　2　1　2　　　　　2　1　1　1　2

7　　　　　2　　4　1　4　1　1　3　　4　　　　　5　　3　　　　　2　　7　　3　　　　1　3

日　　4　　　　1　2　　3　　3　1　7　1　2　　3　　2　　2　1’13　　2　　2　　3　　2

合　計

イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ科葉身機動細胞珪酸体

総　　計

60　　0　　2　29　24　18　　8　　9　28　20　　8　49　28　12　　8　44　12　　6　118

42　　5　　2　14　12　11　4　　8　26　10　　7　18　10　　9　　7　36　　9　　3　　9　　7

02　　5　　4　43　36　29　12　17　54　30　15　67　38　2115　80　21　9　10　25

組　織　片

イネ属穎珪酸体　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　2

そ　の　他

第Ⅲグループ　　　　　　　　　　　　＝　　3　　2　19　　5　　5　　4　　2　　2　　7　　　　4　　　　2　　3　　5　　3

4．考察
（1）溝の水城環境
平安時代の溝に位置する2地点は、溝埋積物下部（試料番号2）で珪藻化石が得られた。珪藻化石

群集は、汽水城を始めとして塩類を豊富に含む温泉からも多産する広域塩性種のRhopalodiagibbe．

rulaや好流水性種のCocconeisplacentulavar．lineataが多産した。これより、溝内部は、塩類の

豊富な富栄養な水が存在したことが推定される。なお、その上位の礫が混じる砂質シルト（試料番号

1）は、珪藻化石の産出が少なかったが、好流水性種が検出されたことから流水下での堆積が考えら

れる。また溝内にはガマ属・ミクリ属・サジオモダカ属・ミズアオイ属などの小型の水生植物が、溝

周辺にはイネ科・カヤツリグサ科・ヨモギ属などの中生植物が分布していたと思われる。
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戦国時代の溝とされる3地点の26層では流水性種がほとんど検出されず、浮遊性で湖沼沼沢湿地指

標種群（安藤，1990）の一種のAulac05eira ambigua、偶発性浮遊性種で有機汚濁の進んだ富栄養

水城に生育する好汚淘性種（K・Asai＆T．Watanabe，1995）のFragilaria construensfo．venter

が優占した。よって、構内は常に水が流れる状態でなく、富栄養の水が停滞していたと考えられる。

また、溝の周辺には、イネ科を始めとしてカヤツリグサ科・アリノトウグサ属などの草本類が生育し

ていたとみられる。なお、栽培種のイネ属やソバ属も検出されたことから、周辺で稲作やソバ栽培な

どの畑作も行われていたことが推定される。

（2）微化石からみた稲作

・1地点

平安時代の水田層直下の砂層（試料番号6）では、貧栄養で電気伝導度の低い腐植栄養の泥炭地な

どで水生植物などに付着生育する（K・Krammer＆H．Lange－BertalOt，1991a）とされる好酸性の

Aulacoseira crassipunctataが優占した。また、浮水性シダ類のアカウキクサ属もわずかながら検

出された。したがって、氾濫など流水の影響がおさまると、周辺は、アカウキクサ属などが生育する

弱酸性を呈する貧栄養な池沼のような水城となっていた可能性がある。このように水田が行われる以

前には、安定した環境となっていたことがうかがえる。この時期、周辺にはイネ科．カヤツリグサ

科・ヨモギ属などの草本類が生育していたと考えられる。

平安時代の水田層である40層では、Aulacoseira crassipunctataが優占する群集から、アルカリ

性で流水不定性のCOcCOneis placentulaや止水性のAchnanthes crenulataなどが多産する群集へ

変化する。これより、弱アルカリ性を呈した沼沢地のような水城環境へ変化したことが考えられる。

栽培種のイネ属が検出されたことから、本時期には稲作が行われていたことが推定される。また、僅

かながらに検出されたサジオモダカ属は、水田雑草として分布していた種類の可能性がある。

その上位の37層は、流水性種の出現率が増加した。また、層相もラミナが発達する。したがって、

本層は、流水の環境下で堆積したと考えられる。本層最上部でもイネ属珪酸体が比較的多く検出され

た。堆積環境を考慮すると他の場所から運搬・堆積した化石が含まれていたと考えられるが、調査域

で稲作が行われていた可能性は高いとみられる。なお、本層準では、栽培植物のソバ属が検出されて

いることから、周辺でソバ栽培などの畑作が行われていたと考えられる。

・4地点・5地点

水田層直下層の29層では、汽水城を始めとして塩類を豊富に含む温泉からも多産するとされる（田

中・中島，1985）広域塩性種のRhopa10diagibberu1a、湖沼沼沢湿地指標種群（安藤，1990）の一

種であるAulacOSeiraambigua、好汚濁性種のFragilariaconstruensfO・Venterなどが産出したが、

特に多産する種類がなかった。また珪藻化石の保存状態も悪く、堆積物も砂礫層からなることから、

産出種の多くが二次堆積した化石である可能性が高い。本層では、イネ属機動細胞珪酸体や穎珪酸体

が検出されたが、これらも再堆積したものと考えられるO

戦国～平安時代の水田層とされている27層は、4地点試料番号3をみると本来付着性種であるが、

物理的な影響により基物から離れると浮遊生活する偶発性浮遊性種で、しかも有機汚濁の進んだ富栄

養水城に生育する好汚満性種（K・Asai＆T．Watanabe，1995）のFragilariaconstruensfo・Venter

が優占し、湖沼沼沢湿地指標種群の一種のAulacoseiraambigua、広域塩性種のRhopalOdiagibbeー

rulaなどが多産した。また、イネ属珪酸体が検出された。よって、当時の調査域には、富栄養で沼

沢地のような水城が形成されており、そのような環境下で稲作が行われていたことが推定される。
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23層は、砂を主体とする堆積物からなることから、基本的には流水下で堆積したことが推定される。

ただし、本層中の珪藻化石群集は、27層と類似していたことから、本層堆積後には富栄養な沼沢地の

ような水城となっていた可能性もある。また、引き続きイネ属珪酸体が検出されることから、集水城

内では稲作が行われていた可能性がある。

・6地点

いずれの層位でも4地点と同様にAulacoseiraambigua、Fragi1ariaconstruensf0．Venterが多

産する。また、ガマ属、サジオモダカ属、オモダカ属、ミズアオイ属、サンショウモなどの水生植物

に由来する化石が検出された。これより、当時は先に示した水生植物が生育する富栄養な沼沢地のよ

うな水城が存在したことが考えられる。なお、これらの層準では、イネ科花粉が多産し、また試料番

号3でイネ属穎珪酸体が、試料番号2でイネ属機動細胞珪酸体がそれぞれ検出されたことから、稲作

が行われていた可能性がある。

以上、戦国～平安時代の水田について各地点ごとに検討を行った。その結果をまとめると次のよう

な変遷が考えられる。谷内は氾濫の影響を受けていたが、水田造成直前になると湿潤な安定した場所

となり、稲作ができる条件が整ったと思われる。ただし、氾濫の影響を受けている層準でもイネ属が

検出されたことから、谷内の集水城では既に稲作が行われていたことがうかがえる。やがて、安定し

た環境になると腐植を含む堆積物が堆積した。水質も変化し、1地点が弱酸性からアルカリ側に傾き、

また4地点が汚満した状態となっていたと推定される。これらの層準になるとイネ属珪酸体が検出さ

れたことから、稲作が行われていたことが推定される。また、サジオモダカ属、ミズアオイ属など、

小型の水生植物は水田雑草として分布していた可能性もある。ところで、植物珪酸体は、全体的に検

出個体数が少なかった。これは、珪酸体の保存状態が悪いことを考慮すると、土壌中に供給された植

物珪酸体の量が少ないのではなく、むしろ堆積後の経年変化によって分解・消失したことを示してい

る可能性が高い。また、水田は、砂層に覆われることから、河川の氾濫の影響を受けることがあった

とみられる。この他に僅かながらソバ属花粉が検出されたことから、ソバ栽培などの畑作も微高地上

などでは行われていたことが想定される。

（3）森林植生

各地点から得られた花粉化石群集は、マツ属が優占することが特徴である。ただし、2地点ではア

カガシ亜属・シイノキ属が比較的多く検出された。これは、地点が平安時代の溝であり、しかも流水

環境下で埋積していることから、局地的な傾向と判断される。

これまで本地域で行われた花粉分析では、約10，000年前以降からアカガシ亜属が増加開始し、約

8000年前に優占するようになる。また、完新世後半にはマツ属花粉が増加・多産することが確認され

ている（中村・畑中，1976：黒田・畑中，1979：Hatanaka，1985など）。また、当社が福岡平野で

実施した植生史研究でも、縄文時代頃にはイチイガシなどからなる照葉樹林が成立していたが、古代

以降にはマツ林へと変化したことが推定されている（未公表）。このようなマツ属花粉の増加原因と

しては、人間の植生破壊が考えられ、マツ二次林が分布拡大したことを示していると推定される。以

上のことから、古墳時代以降本遺跡周辺の植生は、二次林的性格の強いものであったことが推定され

る。この林分には、暖温帯常緑広葉樹林の主要構成要素であるアカガシ亜属・シイノキ属、ヤマモモ

属・イスノキ属などの暖温帯に分布の中心がある広葉樹が分布していたと推定される。
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第2章・土壙内容物の検討
1・試料
試料は、SX01の試料番号4．5、SX02の試料番号6・7、SX03の試料番号2・3であり、いず

れの土壌も2試料を混和して測定する。試料は、全て灰オリーブ色を呈する粘土質の土壌である。

2．分析方法
測定は、土壌標準分析・測定法委員会（1986）、土壌養分測定法委員会（1981）、京都大学農学部農

芸化学教室（1957）を参考にする。

試料を風乾後、軽く粉砕して2・00mmの筋を通過させる（風乾細土試料）。風乾細土試料の水分を加

熱減量法（105℃、5時間）により測定する。

風乾細土試料1．00gをケルダール分解フラスコに秤量する。はじめに硝酸約5mlを加えて加熱分解

する。放冷後、過塩素酸約10mlを加えて、再び加熱分解を行う。分解終了後、水で100mlに定容して、

ろ過する。

ろ液の一定量を試験管に採取し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸濃度を測定する。

測定値と加熱減量法で求めた水分量から、乾土あたりのリン酸含量（P205mg／g）を求める。

3・結果
結果を表8に示す。各土壙のリン酸含量は、いずれも1．OP205mg／g未満である。また、土壙間でわ

ずかであるが含量に差が認められるものの、有意差があるとは言い難い。

表8　リン分析結果

遺構　　試料番号　　土性　　　　　　土色　　　　　P205（mg／g）　　備考

SX01　　4・5　　重埴性　　5Y6／2　灰オリ一ブ色　　　　0・74

SX02　　6・7　　重埴性　　5Y6／2　灰オリ一プ色　　　　0．47　　　細礫含む

SX03　　　2・3　　重埴性　　5Y6／2　灰オリーブ色　　　　0．59　　　細礫含む

注1）土色：マンセル表色系に準じた新版標準土色帖（農林省農林水産技術会議事務局監修，1967）
による

注2）土性：土壌調査ハンドブック（ペドロジスト懇談会編，1984）の野外土性による。

軽埴土（粘土25～45％、シルト0～45％、砂ⅰ0～55％）
重埴土（粘土45～100％、シルト0～55％、砂0～55％）

4・土壙内容物について
台地上に認められる集落跡の内部には、多数の土壌が認められている。その土壙の中には、楕円形

や長方形を呈する土壙も認められ、その形態から墓として利用されていた可能性が指摘されている。

しかし、土壙内部からは、墓跡であることを裏付ける骨や副葬品などが検出されなかった。リン分析

は、動物の骨や植物に含まれるリン成分の分布を調べる方法で、土壌中での濃集が確認しやすく遺体

の痕跡を検証する上で有効とされる（竹迫，1980）。このことから、土壙の内容物について検討する

上でも有効な情報を提供してくれる。

各土壌覆土試料のリン酸含量は、いずれも1．OP205mg／g以下の値となっており、有意な違いが認め

られない。また、現表層土壌中のリン酸の天然賦存量は、既往の調査結果（Bowen，1983；Bolt・Bru－

ggenwert，1980；川崎ほか，1991；天野ほか，1991）から約3・OP205mg／g程度と推定される。また、

人為的な影響を受けた黒ボク土の平均値は、5・5P205mg／gとの報告もある（川崎ほか，1991）。今回

の各土壙から得られたリン酸含量値は、これらの値と比較しても著しく低い。したがって、各土壙覆
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土でのリン酸の富化が指摘できず、今回の分析結果からは植物や動物遺体などが埋設されていた可能

性は低いと言わざるを得ない。今回の調査は、遺構覆土内部の調査結果のみであり、今後遺構外との

比較を行った上で改めて検討する必要がある。

第3章．掘立柱建物構築材等の樹種
1．試料
試料は、第1次調査区から出土した掘立柱建物構築材、柵杭、木製品・自然木など合計60点である。

試料の詳細は、結果とともに表示する。

2．分析方法
剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）．板目（接線断面）の3断面の徒手切片を作

製し、ガム・クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封

入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

炭化材は、3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴

を観察し、種類を同定する。

3・結果
結果を表11に示す。炭化材は保存状態が悪いために、種類に同定に至らないものが多い。これらの

炭化材については、観察できた範囲での結果を記し、木材組織が観察できなかった場合には不明とし

た。その他の試料は、針葉樹3種類（マツ属複維管束亜属・スギ・ヒノキ）、広葉樹10種類（ヤナギ

属・ブナ属．コナラ属アカガシ亜属・スダジイ・ツブラジイ・ヒサカキ．サクラ属．キブシ・ハイノ

キ属ハイノキ節・シャシャンボ）に同定される。各種類の解剖学的特徴を以下に記す。

・マツ属複維管束亜属（Pinussubgen．Dip10Ⅹylon）　　マツ科

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや緩やかで、晩材部の幅は広い。垂直樹脂道及び水平樹脂

道が認められる。分野壁孔は窓状となり、放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。放

射組織は単列、1～15細胞高。

・スギ（CryptomeriajapOnica（L・f．）D・Don）　　スギ科スギ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広い。樹脂細胞がほぼ晩材部

に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の壁は滑らかO分野壁孔はスギ型で、

1分野に2～4個。放射組織は単列、1～15細胞高。

・ヒノキ（Chamaecyparisobtusa（Sieb．etZucc．）Endlcher）　　ヒノキ科ヒノキ属

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が晩材部付近に認め

られる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔はヒノキ型～トウヒ型で、

1分野に1～3個。放射組織は単列、1～15細胞高。

・セナギ属（Salix）　　ヤナギ科

散孔材で、道管は単独または2～3個が複合して、年輪全体にほぼ一様に分布するが、年輪界付近

でやや管径を減少させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、

1～15細胞高。

・ブナ属（Fagus）　　ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～3個が複合して、高い密度で散在し、年輪界付近では
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表9　樹種同定結果

地点 ．遺構名 試料 ．番号 （登録番号） 質 樹　　　 種
S B01 （掘立杜建物跡） 2 炭化材 不明
S BO2 （掘立柱建物跡） 4 炭化材 不明
S B03 （掘立柱建物跡） 4 炭化材 ヒサカキ
S B04 （掘立柱建物跡） 1 炭化材 不明
S B05 （掘立柱建物跡） P7 炭化材 広葉樹 （散孔材）

S B07 （掘立柱建物跡） 33 炭化材 広葉樹 （散孔材）

S B08 （掘立柱建物跡） 10 炭化材 不明
S B09 （掘立柱建物跡） 4 炭化材 スタ ジイ
S B10 （掘立柱建物跡） 15 炭化材 広葉樹 （散孔材）
S B12 （掘立柱建物跡） P5 炭化材 広葉樹
S B 17 （掘立柱建物跡） 1 炭化材 不明
S B 18 （掘立柱建物跡） P7A 炭化物 広葉樹 （散孔材）
S B20 （掘立柱建物跡） 3 炭化物 広葉樹

S B20 （掘立柱建物跡） 7A 炭化物 ツプラジイ
広葉樹 （散孔材）

S B20 （掘立柱建物跡） P 1 炭化物 広葉樹 （散孔材）
S B21 （掘立柱建物跡） 3 炭化物 広葉樹
S B21 （掘立柱建物跡） 4 炭化物 ハイノキ属ハイノキ節
S B21 （掘立柱建物跡） 5 炭化物 マツ属複維管束亜属
S B22 （掘立柱建物跡） P5 炭化物 広葉樹
S B22 （掘立柱建物跡） P6 炭化物 シャシャンボ
S B23 （掘立柱建物跡） 1 炭化物 広葉樹 ．
S C01 （竪穴住居跡） かまど 炭化物 広葉樹
S C01 （竪穴住居跡） 床 炭化物 広葉樹 （散孔材）

S D 08 08001 木杭 コナラ属

S D 08 構築材 炭化物 不明

SD ll 11001 根 つる植物

SD 13 12001 自然木 マツ属複維管束亜属

SD 12 13002 （20002） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13003 （20003） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13007 （20007） 木杭 ヒノキ
SD 12 13009 （20009） 木杭 マツ属複維管束亜属
SD 12 13016 （20016） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13017 （20017） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13018 （20018） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13019 （20019） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13021 （20021） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13022 ／（20022） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13025 （20025） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13026 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13027 木杭 キブ シ
SD 12 13042 木杭 ブナ属
SD 12 13049．（20049） 木杭 ハイ ノキ属ハイノキ節

SD 12 13053 （20053） 木杭 サクラ属

SD 12 13054 （20054） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13060 （20060） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13063 （20063） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13064 （20064） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13065 （20065） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13070 （20070） 木杭 マツ属複維管束亜属
SD 14 13072 （20072） 木杭 コナラ属アカがシ亜属

SD 12 13073 （20073） 木杭 マツ属複維管束亜属

SD 12 13074 （20074） 木杭 スギ

SD 14 13090 （20090） 木杭 ヤブツバキ

SD 12 13201 （20201） 臼 ． ブナ属

SD 12 13202 （20202） 臼 スダジイ

SD 14 14001 木杭 セナギ属
SD 14下 層 14005 木杭 ヤナギ属
SX 10 炭化物 不明
T 1 01001 （20401） 木杭 マツ属複維管束亜属
T 1 01004 （20404） 木杭 マツ属複維管束亜属

T 1 01005 （20405） 木杭 マツ属複維管束亜属

T 4 04002 （20502） 木杭 マツ属複維管束亜属

T 4 04008 （20508） 木杭 マツ属複維管束亜属
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径を減ずるo道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は大型で対列状～階段状に配列する。放射組

織は同性～異性III型、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・コナラ属アカガシ亜属（Quercussubgen・CyclObalanopsis）　　ブナ科

放射孔材で、管壁厚は中庸～厚く、横断面では楕円形、単独で放射方向に配列する。道管は単穿孔

を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～15細胞高のものと複合放射組織とが

ある。

・ツブラジイ（CastanOpSiscuspidata（Thunberg）SchOttky）　　ブナ科

環孔材性放射孔材で、孔圏部は3～5列、孔圏外でやや急激に管径を減じのち、漸減しながら火炎

状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細胞

高のものと集合～複合放射組織よりなる。

・スダジイ（CastanOpSiscuspidatavar．sieboldii（MakinO）Nakai）　ブナ科シイノキ属

環孔材～放射孔材で孔圏部は3～4列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎

状に配列する。道管は単穿孔を有し、壁孔はは交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細

胞高。

．ヒサカキ（EuryajaponicaThunberg）　　ツバキ科ヒサカキ属

散孔材で管壁は薄く、単独または2～3個が複合して年輪界に一様に分布し、道管の分布密度は高

い。道管は階段穿孔を有し、壁孔は対列～階段状に配列する。放射組織は異性III～II型、1～4細

胞幅、1～40細胞高で、単列のものが多い。

・サクラ属（Prunus）　　バラ科

散孔材で管壁厚は中庸、横断面では角張った楕円形、単独または2～8個が複合して散在し、晩材

部へ向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が

認められる。放射組織は異性III型、1～4細胞幅、1～30細胞高。

．キブシ（StachyuruspraecoxSieb．etZucc．）　　キブシ科

散孔材で管壁は薄く、横断面では多角形、単独または2～3個が複合して散在する。道管は階段穿

孔を有し、壁孔は対列～網目状に配列する。放射組織は異性II型、1～4細胞幅、1～60細胞高。

・ハイノキ属ハイノキ節（Symplocossect．Lodhra）　　ハイノキ科

散孔材で管壁は薄く、道管は単独または2～5個が複合して散在し、分布密度は高い。道管は階段

穿孔を有する。放射組織は異性II～Ⅰ型、1～2細胞幅、1～20細胞高であるが時に上下に連結する。

・シャシャンボ（VacciniumbracteatumThunb．）　　ツツジ科

散孔材で、道管はほぼ単独で年輪界一様に分布し、その分布密度は高い。道管は単穿孔および階段

穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性II型、単列で8細胞高前後のもの

と、5～7細胞幅、30～60細胞高のものがある。放射組織には鞘細胞が認められる。

4・考察
掘立柱建物跡や竪穴住居跡から出土した炭化材は、構築材や燃料材などに由来すると考えられる。

このうち、掘立柱建物跡はいずれも6世紀代のもので、SB02～05・20・21が総柱建物（倉庫跡）、他

は側柱建物（居宅建物）と考えられている。樹種は、不明の試料を除けば、1点が針葉樹の複維管束

亜属で、他は全て広葉樹材であった。このことから、主として広葉樹材が利用されていたことが推定

される。柱材に、複維管束亜属と広葉樹材が混在して確認された例は、前原町波多江遺跡で報告され

ている（林・松本，1982）。これらの結果から、掘立柱建物の柱材には、針葉樹の複維管束亜属や広
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葉樹材が混在して利用されていたことがうかがえる。しかし、今回の試料の多くは種類の同定に至ら

ず、用材選択に時期や用途によるちがいがあるか否かは不明である。また、広葉樹材で同定された種

類をみると、スダジィ、ツブラジィ、ヒサカキ、ハイノキ節、シャシャンボは全て暖温帯常緑広葉樹

林の構成種である。上述した通り花粉分析の結果から、これらの常緑広葉樹や複維管束亜属は遺跡周

辺に生育していたことが推定され、木材を周辺から入手していたことが推定される。

一方、柵跡から出土した杭材は、複維管束亜属を中心にヒノキ、スギなどの針葉樹、キブシ、アカ

ガシ亜属、サクラ属、ハイノキ節、ヤナギ属などの広葉樹が確認された。福岡市内では、これまでに

も多くの遺跡で各時代の杭材について樹種同定が行われている。このうち、西区四箇J一10地区で出

土した弥生時代の杭列では、40種類近い木材が確認されている（嶋倉，1978）。これらの杭材は、丸

杭や割杭など、加工方法によって多少種類構成が異なることが明らかにされている。一方、早良区田

村遺跡では、シイノキ属を中心に20種類以上の木材が確認されているが、樹種による使用方法の違い

などは明確ではない（嶋倉，1984）。杭材に多くの種類が使用される傾向は、早良区野芥大薮遺跡の

古墳時代～奈良時代の杭材でもみることができ（パリノ・サーヴェイ株式会社，1998）、時代に関わ

らず杭材には多くの種類が利用されていたことがうかがえる。これらの事例や花粉分析の結果を考慮

すれば、今回出土した杭材は、遺跡周辺で入手できる様々な木材を利用していたことが推定される。

また、複維管束亜属の木材は、松脂を多く含み、建築・土木材として有用である。杭材の中で複維管

束亜属が特に多い背景には、このような材質も考慮されていた可能性がある。

第4章・微高地上に形成された集落の年代観
1．試料
試料は、倉庫跡の柱穴出土炭化物5点、住居建物跡の柱穴出土炭化物および腐植土壌の5点である。

試料の詳細については結果とともに表示する。

2．分析方法
各試料は、酸－アルカリ－酸洗浄の前処理後、石墨に調整し、加速器質量分析装置（分析期間：

BETAANALYTICINC．）で測定した。結果は、年代値、補正年代値、暦年代で示す。

年代値　：試料の14C／12C比から、単純に現在（1950年A．D．）から何年前（B・P．）かを計算し

た年代。半減期として5568年を用いる。

補正年代値：試料の炭素安定同位対比（13C／12C）を測定して試料の炭素の同位体分別を知り、14

C／12C比の測定値に補正値を加えた上で、産出した年代。

3・結果および考察
第1次調査区内で確認される建物群は、倉庫と住居建物に大きく区分される。倉庫跡は、その上面

に7世紀の整地層が覆っていることから、時代性として7世紀前半が考えられている。一方、住居建

物は生活雑器が全く出土しないことから、御庁等の役所的な施設の可能性が考えられているが、時代

に関する情報がほとんど得られていない。

放射性炭素年代測定を行った結果、倉庫跡と住居跡の年代値は、倉庫跡が約1，500～2，900年前頃の

年代値を、また住居建物跡が約1，600～1，900年前頃の年代値をそれぞれ示す（表10）。

このように建物跡と倉庫跡の柱跡から出土した炭化物の年代値は一部のものは重なるが、1，500年

前から2，900年前頃まで幅がある。このような各建物・倉庫における年代値の差は、建造時期の違い
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表10　放射性炭素年代測定結果

遺　構　名　　　　　試料名　　性状　　　年代値　　513C　補正年代順　　Code．No．

SBO2　総柱建物（倉庫跡）　　4　　炭化物　2，980±50　－25．2　2．980±50　Beta－114654

SBO3　総柱建物（倉庫跡）　　4　　炭化物　2，150±50　－25．0　2．150±50　Beta－114653

SBO5　総柱建物（倉庫跡）　P－7　炭化物　2，540±60　－27．12，510±60　Beta－114652

SBO6　側柱建物（居宅建物）　13　　腐植土壌1，760±50　－21．61－820±50　Beta－114651

SB07　側柱建物（居宅建物）　33　　炭化物1．990±40　－24．81．990±40　Beta－114650

SBO9　側柱建物（居宅建物）　　4　　炭化物1，700±40　－26．21．680±40　Beta���CcFp

SBll　側柱建物（居宅建物）　　2　　腐植土壌1，580±40　－21．51，640±40　Beta－114648

SB12　側柱建物（居宅建物）　P－5　炭化物1，690±50　－27－21，650±50　Beta－114647

SB20　総柱建物（倉庫跡）　7A　　炭化物1，530±50　－26．61，500±50　Betaー133527

SB21総柱建物（倉庫跡）　　5　　炭化物1．510±40　－27－51′470±40　Beta－133529

を反映している可能性があるが、むしろ次のような理由から古い年代値となっていると判断した方が

良いと思う。住居建物と倉庫では、柱穴の大きさが異なり、倉庫跡の方が大きく、大径木が使用され

ていたことが推定される。大径木の場合、年輪の外側と内側で年代値の測定値が数十年～数百年の差

がでる場合も考えられる。今回、測定した部分の年輪がどの部分にあたるのかは、柱が分解している

ため特定できないが、その可能性は充分考えられる。また、古材を利用した可能性もある。この点に

ついては、発掘調査成果を含めて総合的に検討したい。　　　　　　　　　　　　　　　　
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分析関連写真図版

パリノ・サーヴェイ株式会社作成



図版1　珪藻化石（1）
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図版2　珪藻化石（2）
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16・肋画Onema SubtlleEhrenberg（5地点；2）
17．鋤onamgmcIleEhrenberg（4地点；3）
18．肋画OnemagTOVeIvar・1IngulatLm（Hust．）Lange－B．（1地点；5）
19．胸vIculaelgIDEmSIsvar．negIecta（Krass．）Patrick（1地点；2）
20．胸vIculamLZtIcaKuetzing（5地点；2）
21．胸vIcula confbrT7aCea（Kuetz．）Grunow（1地点；3）
22．P／乃〃〟18r／8

23．P1月〟〟1ar18

24．飴11坤万0m

25．飴11叩ゐ0／3
26．伽とZ5d／8

27．肋哩旭10d／8
28・血加aO加5

29．c触8月班e5

Subr坤eStZ．IsKrammer（6地点；1）
borealIsEhrenberg（6地点；1）

1aevIssIma（Kuetz．）Mann（1地点；3）
PLPula（Kuetz．）Mereschkowsky（1地点；3）
aqpbIoxys（Ehr．）Grunow（1地点；3）
gIbbemla（Ehr．）0．Muller（5地点；2）
Cl．eDulata Grunow（1地点；2）
OblotZgellaOestrup（6地点；1）

30・CbcconeIsplacezItLI1a（Ehr．）Cleve（4地点；3）
31．EunotIapectIDalIsvar．mInoz・（Kuetz．）Rabh．（6地点；1）



図版3　花粉化石

1．マツ属（6地点；1） 2．ツガ属（6地点；1）

4．サジオモダカ属（1地点；4）　5．アリノトウグサ属（6地点；1）
7．カヤツリクサ科（6地点；1）　8．ソバ属（6地点；1）

10．タンポポ亜科（6地点；1）　11．ヨモギ属（6地点；1）

3・コナラ属アカガシ亜属（6地点；1）

6・イネ科（6地点；1）

9・シイノキ属（6地点；1）



図版4　植物珪酸体

1・イネ属短細胞珪酸体（3地点；2）
3・ヨシ属短細胞珪酸体（1地点；5）
5．イチゴツナキ亜科短細胞珪酸体（1地点；4）
7・ヨシ属機動細胞珪酸体（1地点；8）
9．樹木起源：Ⅲ（1地点；1）

2．タケ亜科短細胞珪酸体（5地点；1）
4．ススキ属短細胞珪酸体（5地点；1）
6．イネ属機動細胞珪酸体（1地点；1）
8・イネ属穎珪酸体（5地点；2）



図版5　木材（1）

1．マツ属複維管束亜属（SD13No．13003）

Z．スギ（SD13No．13074）

3・ヒノキ（SD13No．13007）

a：木口，b：柾目，c：板目

■細車200μm：a

一一一．　　口200μm：b，C



図版6　木材（2）

4．ヤナギ属（SD14No．14005）

5．ブナ属（SD13No・13042）

6．コナラ属アカガシ属（SD13No．13072）

a：木口，b：柾目，c：板目

ー■■■200μm：a

200μm：b，c



図版7　木材（3）

7．サクラ属（SD13No．13053）

8．キブシ（SD13No・13027）

9．ハイノキ属ハイノキ節（SD13No．13047）

a：木口，b：柾目，C：板目

■細■200μm：a

－．－．．一　　　一一200μm：b，C



図版8　炭化材（1）

1．スダジイ（SB09No．4）

2．ツブラジイ（SB20No・7－A）

3．ヒサカキ（SB03No．4）

a：木口，b：柾目，c：板目



図版9　炭化材（2）

4・シャシャンボ（SB22P6）

a：木口，b：柾目，C：板目

200μm：a

200μm：b，C
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